


令和３年度

　「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」は，次の世代を担う子供たちの作品を対象として，

口腔保健に関する理解と認識を高めることを目的に実施しているもので，日本学校歯科医会が主催す

るようになって今年で45年目を迎えます。日本学校歯科医会は全国の53加盟団体をとおして，幼稚園 

（幼稚園型および幼保連携型認定こども園を含む），小学校（低学年・高学年），中学校，中等教育学校，

義務教育学校，高等学校，特別支援学校の幼児・児童生徒による作品を募集し，2021年９月27日に行

われた審査委員会では，応募総数206点の中から最も優れている作品として各部門より１点計６点を最

優秀賞，12点を優秀賞に選出しました。188点は佳作として表彰されます（入選者一覧➡P.104）。また，

最優秀賞のうち，宮崎県宮崎市立加納小学校２年 伊集院夏矢さん（小学校低学年の部），愛媛県鬼北町

立広見中学校１年 福鹿希音さん（中学校の部）の作品には文部科学大臣賞が付与されます。

　審査委員長の齋藤芽生先生による総評・画評とともに，最優秀賞および優秀賞に輝いた作品をご覧く

ださい。また，受賞の裏側に迫るコーナー「受賞にあたり」では，文部科学大臣賞受賞者とそのご家族

の声も掲載しておりますので，是非あわせてご覧ください（受賞にあたり➡P.102）。

主催⃝公益社団法人 日本学校歯科医会

後援⃝文部科学省・公益財団法人 日本学校保健会・公益社団法人 日本歯科医師会

協賛⃝ライオン株式会社

図画・ポスターコンクール

　今年は作品数・作品の質ともに力がみなぎっている印
象があった。じっくり向き合って描いた時間の重量感の
ようなものが一枚一枚にあったといおうか。コロナ状況
下で不自由を迫られている部分もある子供たち。そんな
中でも，観察や表現に集中できる時間を知った子も多く
いるのではないか。以前より飛躍的に情報処理能力に富
み，よりイラストレーションとして整理されている作例
がありつつ，近年少なくなっていた実感に基づいた丁寧
な発見，個々の微細なこだわりが感じられる作品が見受
けられたのも嬉しかった。
　このコンクールには，大口を開け歯を見せている顔面
の構図は毎年多く集まる。他の視点も期待したいところ

ではある。一方でこうやって選ばれた作品を見ると，登
場人物の多くが大口を開けて歯を見せながらも，おのお
の違う意図や意思があるようで興味深い。どんな姿を描
くにしても，まわりの背景を描くにしても，「表情」と
いうことは重要なことだ。              （審査委員長 齋藤芽生）

【図画・ポスターコンクール審査委員】 委 員 清水 浩一 公益社団法人 東京都学校歯科医師会

委 員 長 齋藤 芽生 東京藝術大学 美術学部絵画科 准教授 委 員 長沼 善美 公益社団法人 日本学校歯科医会 専務理事

副委員長 横嶋 　剛 文部科学省 健康教育調査官 役 員 竹内 純子 公益社団法人 日本学校歯科医会 常務理事

委 員 日比 　薫 全国養護教諭連絡協議会 役 員 新津 恒太 公益社団法人 日本学校歯科医会 理事

歯・口の健康に関する

齋藤 芽
め
生
お

東京藝術大学大学院美術研究科博士
後期課程油画専攻修了。国内外を問
わず数多くの展覧会へ出品のほか，
絵本『吸血鬼のおはなし』『カステ
ラ，カステラ！』（共に福音館書店）
の挿絵を担当し，2011年に画集『徒
花図鑑』（芸術新聞社）を出版。

審査総評



文部科学大臣賞

最優秀賞

良作が多く選ぶのに時間がかかった低学年の部。この絵の不透明絵具をかすらせながら重ね
ていく技法，黒い線の味わいには，大人顔負けの芸術家の意思を感じる。色彩や技法に目を
奪われるが，実は下から見た顔の立体感や角度，シワや爪の描写などのデッサン力が卓抜だ。
一方で，優秀賞の２作品にもそれぞれ，高度な描写力と画面処理力，または瑞々しい感性に
満ちた観察眼があり，いずれおとらぬ力作だったことを記しておく。

中学生になると，自分好みのデザインやそれぞれに合った趣味性を選んで身に付けるよう
になる。勝手な想像だがこの作者は音楽が好きなのかもしれない，と思わせる。「Love & 
Teeth」の洒落っ気，来たるライヴの日程なのか遠い未来の歯の本数なのか，謎めいた数字。
孫とじいちゃんが一緒になって熱狂し叫んでいる痛快ぶりに，新型コロナ肺炎にももちろん
だがむし歯にだって負けない！という覇気がみなぎっている。

画
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小学校
低学年の部

中学校の部

宮崎県 宮崎市立加納小学校 2年

伊集院 夏矢 さん

愛媛県 鬼北町立広見中学校 1年

福鹿 希音 さん
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最優秀賞

顔面を画面いっぱいに入れる構図が毎年多いが，今年度のこ
の作品はあからさまに大きく顔を入れるのではなく，自身の
バランス感覚に自然に従っている。背景には水玉の小宇宙が
あり，また口の中にも泡の小宇宙が広がる。頰，口，えり，
模様に繰り返し出てくるピンク色のリズム感のいいこと！　
笑顔も，文句なしに爽やかだ。

手描きの作品群の中で，例年CGの作品は目立たない傾向が
ある。プリントの質感がどうしても淡く平面的になってしま
うからか。が，今年はCGの素敵な作品が出た。手描きの味
を十分に取り入れつつ無駄ないレイアウトをし，スポットラ
イト効果で温かい光を演出している。言葉も簡潔で洒落てい
て，優しい書体と合っている。

物語を想像させるユニークな作品。版画技法の上にクレヨン
で描画し，複雑な質感をもたせているのがよい。シルクスク
リーンのようでもあり紙版画のようでもあり，文字の中にま
で微細な模様。そのうえこの赤ずきんをねらうかのような老
女は，おじさんのようでありおばさんのようでもあり。見る
ほどにユーモアに笑わされる。

個人的にはこれも最優秀に推したい作品。何かに集中してい
る人のひたむきな目，上唇をあげるときの口のまわりの紅潮
や，歯一本一本の形，歯と歯のあいだの微妙な色み，押し広
げたときの唇のシワなど，驚くべき感受性で観察している。
大胆と繊細が同居し，そして「しまうま」のコップへのこだ
わりも，見る者の微笑みを誘う。
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三重県 学校法人前島学園和順幼稚園 5歳

井本 澪姫 さん

東京都 東京都立工芸高等学校 2年

平岡 布由 さん

東京都 江戸川区立平井東小学校 4年

武藤 希実 さん

千葉県 茂原市立豊田小学校特別支援学級 1年

村上 龍希 さん

幼稚園の部

高等学校の部

小学校
高学年の部

特別支援
学校の部



福岡県
福岡県立輝翔館中等教育学校 5年

三上 遥 さん

高知県
高知市立泉野小学校 4年
早岡 佐納 さん

静岡県
掛川市立すこやかこども園 5歳
渥美 奏登 さん

徳島県
徳島県立阿南支援学校中学部 1年
儀宝 紗代 さん

大阪市
大阪市立工芸高等学校 3年
山下 瑞葵 さん

鹿児島県
霧島市立国分小学校 5年
橋口 莉央 さん

青森県
社会福祉法人深沢福祉会 

幼保連携型認定こども園 深沢保育園 4歳
工藤 瑛斗 さん

佐賀県
佐賀県立盲学校小学部 3年
中村 一輝 さん

優秀賞

高知県
四万十市立竹島小学校 2年
東 敬莉 さん

千葉県
鎌ヶ谷市立第四中学校 2年
神野 浬乃愛さん

東京都
江戸川区立篠崎第五小学校 2年
髙橋 凜奈 さん

和歌山県
日高町立日高中学校 3年
嶋田 倫也 さん

小学校
低学年の部

中学校の部

特別支援
学校の部

幼稚園の部

小学校
高学年の部

高等学校の部



佳　作 ＊都道府県順に掲載（北海道～岩手県）

岩手県
岩手県立盛岡峰南高等支援学校 3年

加賀屋 希輝 さん

岩手県
洋野町立種市こども園 6年
万徳 來愛 さん

岩手県
岩手県立福岡高等学校 1年
立波 唯菜 さん

岩手県
九戸村立九戸中学校 3年
小笠原 利菜 さん岩手県

二戸市立福岡小学校 6年
山下 陽葵 さん

岩手県
北上市立黒沢尻東小学校 3年
高橋 来那 さん

青森県
青森県立八戸聾学校中学部 2年
柴田 菜々子 さん

青森県
八戸市立根城中学校 3年
前田 楓月 さん

青森県
八戸市立豊崎小学校 5年
山下 絵鈴 さん

青森県
十和田市立藤坂小学校 3年
苫米地 煌大 さん

札幌市
札幌市立札苗北中学校 3年
浅井 結羽 さん札幌市

札幌市立南白石小学校 4年
成田 大翔 さん

札幌市
札幌市立定山渓小学校 1年
田尻 一斗 さん

北海道
北海道美唄養護学校小学部 5年

土井 礼音 さん

北海道
釧路市立釧路小学校 6年
上瀧 奈央 さん

北海道
釧路市立中央小学校 3年
葛西 葵音 さん



佳　作＊都道府県順に掲載（秋田県～茨城県）

茨城県
阿見町立阿見第一小学校 6年
野口 啓永 さん

茨城県
茨城町立青葉小学校 3年
江幡 ひなの さん

福島県
福島県立富岡支援学校小学部 1年

村山 豪 さん福島県
須賀川市立第一中学校 2年
八木沼 華穂 さん

福島県
いわき市立中央台東小学校 5年

寺内 心美 さん

福島県
須賀川市立第二小学校 2年
國分 輝歩 さん

福島県
ザベリオ学園こども園 5歳
長井　嶺 さん

山形県
南陽市立沖郷中学校 1年
相澤 光里 さん

山形県
村山市立袖崎小学校 4年
森　蒔幸 さん

山形県
真室川町立真室川あさひ小学校 1年

井上 鈴逢 さん宮城県
登米市立登米中学校 3年
柴田 コウ さん

宮城県
岩沼市立玉浦小学校 6年
髙橋 みう さん

宮城県
岩沼市立岩沼小学校 3年
伊藤 月乃 さん

秋田県
能代市立能代第一中学校 1年
佐藤 咲優香 さん

秋田県
秋田市立旭川小学校 4年
宮川 湖乃美 さん

秋田県
鹿角市立大湯小学校 2年
安保 凛咲 さん



佳　作 ＊都道府県順に掲載（茨城県～神奈川県）

神奈川県
川崎市立東小倉小学校 6年
小林 悠莉 さん

神奈川県
カリタス小学校 1年
坂井 天恋沙 さん

東京都
東京都立大塚ろう学校小学部 3年

仁宮 梨宝 さん

東京都
江東区立深川第五中学校 3年
欒　馨怡 さん

東京都
学校法人聖心学園サンタ・セシリア幼稚園 5歳

鈴木 梨華 さん埼玉県
熊谷市立別府中学校 3年
岩本 玲奈 さん

埼玉県
川口市立飯塚小学校 6年
鈴木 舞桜 さん埼玉県

桶川市立桶川東小学校 3年
佐々木 望愛 さん

千葉県
八千代市立八千代台小学校 4年

坂上 莉世 さん千葉県
野田市立岩木小学校 2年
松本 莉歩 さん

群馬県
前橋市立前橋特別支援学校中学部 3年

小熊 孔人 さん群馬県
みどり市立笠懸南中学校 3年
田辺 純埜 さん

群馬県
みどり市立笠懸小学校 6年
越沢 夢星 さん

群馬県
高崎市立新高尾小学校 2年
樋口 智紀 さん

茨城県
茨城県立水戸特別支援学校中学部 2年

杉本 晃清 さん茨城県
つくば市立谷田部中学校 8年
朝田 澪香 さん



佳　作＊都道府県順に掲載（神奈川県～新潟県）

新潟県
弥彦村立弥彦小学校 6年
山部 和哉 さん

新潟県
上越教育大学附属小学校 2年
榊原 遼太朗 さん

新潟県
燕市立燕こども園 4歳
本多 陽葵 さん長野県

高森町立高森中学校 1年
水野 優唯 さん

長野県
高森町立高森南小学校 5年
酒井 椿 さん

長野県
飯田市立上村小学校 2年
元島 音愛 さん

長野県
杉の子幼稚園 6歳
中嶋 葵音 さん山梨県

山梨県立富士北稜高等学校 1年
小佐野 志築 さん

山梨県
山梨県立ろう学校 2年
内藤　樹 さん

山梨県
北杜市立長坂小学校 5年
白倉 由唯 さん

山梨県
北杜市立長坂小学校 2年
内田　暦 さん

川崎市
川崎市立田島支援学校高等部 2年

大浦 来未 さん

川崎市
川崎市立塚越中学校 1年
福永 伊智子 さん

川崎市
川崎市立井田小学校 6年
杉本 萌果 さん

川崎市
川崎市立東住吉小学校 3年
青木 瑠彩 さん神奈川県

厚木市立厚木中学校 2年
石川 愛梨 さん



佳　作 ＊都道府県順に掲載（新潟県～岐阜県）

岐阜県
大垣市立中川小学校 3年
今村 朔久 さん

名古屋市
名古屋市立比良西小学校特別支援学級 2年

中村 彩月 さん

名古屋市
名古屋市立振甫中学校 3年
長尾 優月 さん名古屋市

名古屋市立八社小学校 6年
柴田 夏帆 さん

名古屋市
名古屋市立玉川小学校 3年
成田 晴 さん

愛知県
岡崎市立六ツ美中学校特別支援学級 2年

鈴木 悠士 さん

愛知県
愛知県立小坂井高等学校 1年
春田 稜季 さん

愛知県
蒲郡市立蒲郡中学校 2年
内田 吉野 さん

愛知県
一宮市立木曽川西小学校 5年
甲斐 桃佳 さん

愛知県
愛西市立西川端小学校 2年
松本 麗愛 さん

静岡県
掛川市立原谷小学校特別支援学級 4年

伊藤 僚汰 さん静岡県
御殿場市立御殿場中学校 3年
名取 春香 さん

静岡県
沼津市立第二小学校 6年
奥村 日向子 さん

静岡県
御前崎市立浜岡北小学校 3年
深間 愛未 さん

新潟県
新潟県立新発田竹俣特別支援学校高等部 1年

古山 蒼昊 さん新潟県
村上市立岩船中学校 3年
今井 ひより さん



佳　作＊都道府県順に掲載（岐阜県～滋賀県）

滋賀県
大津市立南郷小学校 1年
矢野 楓汰 さん滋賀県

大津市立堅田幼稚園 5歳
遠藤　巧 さん

富山県
小矢部市立蟹谷中学校 3年
勢田 彩妃 さん

富山県
高岡市立野村小学校 6年
森岡 美咲 さん

富山県
黒部市立生地小学校 2年
三日市 玲偉 さん

福井県
福井県立高志中学校 3年
三勢 三太郎 さん

福井県
鯖江市進徳小学校 5年
宮﨑 月衣 さん福井県

越前市岡本小学校 1年
清水　葵 さん

石川県
能登町立宇出津小学校 5年
宮下 榮司 さん

石川県
珠洲市立若山小学校 2年
田中 小梅 さん

三重県
志摩市立東海小学校特別支援学級 2年

森下 文太 さん

三重県
松阪市立大江中学校 3年
若山 幸来 さん

三重県
亀山市立亀山南小学校 5年
池田 芽生 さん

三重県
亀山市立井田川小学校 3年
川合 結菜 さん

岐阜県
高山市立松倉中学校 2年
清水 希実 さん岐阜県

大垣市立東小学校 6年
山川 夏実 さん



佳　作 ＊都道府県順に掲載（滋賀県～大阪府）

大阪市
大阪市立上福島小学校 4年
吉谷 碩人 さん

大阪市
大阪市立鶴橋小学校 1年
山下 優奈 さん

大阪府
松原ひかり幼稚園 5歳
藤本 真未 さん

京都府
京都市立上京中学校 2年
竹濵 風香 さん

京都府
長岡京市立長岡第四小学校 5年

北川 楓 さん

京都府
亀岡市立西別院小学校 3年
平田 輔 さん奈良県

上牧町立上牧第二中学校 1年
髙橋 法子 さん

奈良県
桜井市立織田小学校 5年
中野 柚月 さん

奈良県
天理市立櫟本小学校 1年
上田 悠貴 さん

和歌山県
和歌山県立和歌山ろう学校小学部 6年

井上 啓夢 さん

和歌山県
紀の川市立名手小学校 5年
南 奏汰 さん

和歌山県
和歌山市立三田小学校 3年
片岡 小珀 さん

和歌山県
海南市立巽幼稚園 4歳
細川 蒼央 さん滋賀県

滋賀県立米原高等学校 2年
粕渕 幸多 さん

滋賀県
守山市立明富中学校 2年
勝見 めぐ さん

滋賀県
彦根市立平田小学校 6年
石田 夕結 さん



佳　作＊都道府県順に掲載（大阪府～鳥取県）

鳥取県
伯耆町立溝口小学校 5年
島田 アミカ さん

鳥取県
琴浦町立赤碕小学校 2年
㔟渡 梨央奈 さん

岡山県
岡山県立岡山聾学校小学部 1年

池尻 環奈 さん岡山県
岡山市立岡山後楽館高等学校 2年

岡本 有 さん

岡山県
倉敷市立水島中学校 3年
渡邉 陽菜 さん

岡山県
岡山市立津島小学校 6年
難波 爾子 さん岡山県

倉敷市立葦高小学校 3年
岸本　翼 さん

岡山県
新見市立上市認定こども園 5歳

吉國 佑志 さん

神戸市
神戸市立神戸祇園小学校 4年
山田 碧乃 さん

神戸市
神戸市立小部東小学校 2年
林 明里 さん

神戸市
神戸市立灘すずかけ幼稚園 5歳

木村 有志 さん兵庫県
加古川市立東神吉南小学校 4年

宍貝 紀春 さん

兵庫県
播磨町立播磨南小学校 3年
清水 莉陽 さん

大阪市
大阪市立旭陽中学校 2年
髙嶋 静来 さん大阪市

大阪市立玉川小学校 6年
藤 瑞歩 さん

大阪市
大阪市立神津小学校 6年
奥田 壮人 さん



佳　作 ＊都道府県順に掲載（鳥取県～徳島県）

徳島県
阿南市立津乃峰小学校 4年
岡 千尋 さん

徳島県
東みよし町立三庄小学校 3年
河野 泰生 さん

山口県
長門市立深川中学校 1年
桑原 彩香 さん

山口県
周南市立櫛浜小学校 4年
工藤 茉愛 さん

山口県
岩国市立装港小学校 1年
安田 夢翔 さん島根県

松江西高等学校 2年
田中 美鈴 さん

島根県
出雲市立斐川西中学校 3年
藤井 美樹 さん

島根県
出雲市立大津小学校 4年
板倉 佳乃子 さん

島根県
雲南市立鍋山小学校 1年
黒河 愛斗 さん

島根県
つわぶきこども園 6歳
堀江 壱東 さん広島県

安芸高田市立吉田中学校 1年
木坂 心水 さん

広島県
広島市立江波小学校 6年
藤原 小路 さん

広島県
広島市立牛田小学校 2年
河石 夏歩 さん

鳥取県
伯耆町立溝口小学校特別支援学級 2年

河上 優斗 さん鳥取県
米子松蔭高等学校 3年
笹尾 咲来 さん

鳥取県
北栄町立北条中学校 3年
入江 結奈 さん



佳　作＊都道府県順に掲載（徳島県～福岡県）

福岡県
福岡県立築城特別支援学校小学部 1年

金澤 一輝 さん

福岡県
宗像市立中央中学校 2年
中山 万生 さん福岡県

大牟田市立天領小学校 6年
安陪 華子 さん

福岡県
朝倉市立蜷城小学校 2年
くが みう さん

福岡県
学校法人飯塚学園ひまわり幼稚園 5歳
うちやま とし さん愛媛県

愛南町立平城小学校特別支援学級 1年
長岡 和希 さん

愛媛県
愛媛県立松山北高等学校 2年
坂本 菜々美 さん愛媛県

西予市立皆田小学校 4年
西谷 栞奈 さん

愛媛県
八幡浜市立喜須来小学校 1年
大本 士貴 さん

香川県
香川県立高松工芸高等学校 2年

井内 聖 さん

香川県
三豊市立豊中中学校 2年
大平 菜月 さん

香川県
坂出市立東部小学校 4年
道北 花奈 さん

香川県
観音寺市立伊吹小学校 1年
松本 駿太郎 さん

香川県
高松市立大町幼稚園 5歳
奥田 玲輝 さん

徳島県
徳島県立城ノ内高等学校 2年
伊藤 智恵 さん

徳島県
阿波市立阿波中学校 3年
木南 咲来 さん



佳　作 ＊都道府県順に掲載（福岡県～大分県）

大分県
由布市立石城小学校 4年
葛城 あかね さん

大分県
大分市立神崎小学校 3年
姫野 千愛 さん

大分県
カトリック津久見幼稚園 5歳
秦野 七樺 さん

長崎県
東彼杵町立東彼杵中学校特別支援学級 1年

森山 夏紡 さん

長崎県
県立対馬高等学校 2年
三山 空 さん長崎県

佐世保市立東明中学校 3年
樋口 千榎 さん

長崎県
壱岐市立八幡小学校 5年
馬場 康晴 さん

長崎県
佐世保市立早岐小学校 3年
瀬浦 愛優 さん

長崎県
松円幼稚園 5歳
井手 怜香 さん佐賀県

佐賀市立金泉中学校 2年
福地 優衣 さん

佐賀県
吉野ヶ里町立東脊振小学校 4年

多良 迅絢 さん

佐賀県
有田町立有田中部小学校 1年

川原 響 さん

福岡市
福岡市立若久特別支援学校高等部 2年

中山 姫花 さん

福岡市
福岡市立多々良中学校 3年
上杉 未樹 さん福岡市

福岡市立堤小学校 4年
中川内 華蓮 さん

福岡市
福岡市立西戸崎小学校 2年
山口 日和 さん



佳　作＊都道府県順に掲載（大分県～沖縄県）

沖縄県
宮古島市立西辺中学校 1年
与那覇 日菜 さん沖縄県

宮古島市立伊良部島小学校 5年
譜久島 瑠雅 さん

沖縄県
久米島町立久米島小学校 1年
しげんばる しほ さん

鹿児島県
徳之島町立神之嶺小学校特別支援学級 3年

井藤 梨夏 さん

鹿児島県
阿久根市立阿久根中学校 2年
弓場 幸恵 さん

いただきます
人生100年　歯と共に

大阪市 大阪市立茨田中学校 3年
藤原 ひより さん

鹿児島県
曽於市立恒吉小学校 2年
池辺 陽葵 さん

鹿児島県
姶良市立帖佐幼稚園 3歳
新枦 みなみ さん宮崎県

宮崎県立佐土原高等学校 3年
西 結衣花 さん

宮崎県
西都市立妻中学校 3年
原田 エレナ さん

宮崎県
小林市立南小学校 5年
杉場 新 さん

宮崎県
認定こども園 浄念寺学園 5歳
服部 蓮央 さん大分県

別府市立朝日中学校 3年
空岡 友佳 さん

　日本歯科医師会の主催による「歯・口の健康啓発標語
コンクール」は，小学校１年生から中学校３年生までを
対象に毎年行われているもので，日本学校歯科医会は，
このコンクールの共催団体として歯科保健の更なる普及
向上に寄与するユニークな作品を各加盟団体から募集
し，審査員を派遣しています。
　厳正な審査が行われた結果，応募総数38点の中から，
上記作品が本年度の最優秀賞に選ばれました（入選作品
一覧➡P.106）。
　最優秀賞に輝いた標語は，来年度の「歯と口の健康週
間」（６月４～10日）のポスターに使用されます。
　ご応募いただきました各学校・児童生徒の皆さまはじ
め，本コンクールにご協力いただきました関係各位に謝
意を表します。

令和３年度

歯・口の健康啓発標語コンクール
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昭和６年（1931年）６月22日，
日本で初めて各学校に学校歯科医を
置くことが「学校歯科医及幼稚園歯
科医令」により制度化されたことを
記念しています。

令和２年度　歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール
中学校の部　最優秀賞　中村 心香さんの作品

6月22日は
学校歯科医の日



日本学校歯科医会会誌 131号 ⃝ 19

巻
頭
言

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）オミクロン株のまん延に
より，児童生徒の感染の拡大が報告されております。この感染症で
は，子供は症状が軽く推移していると伺っておりますが，学級閉鎖な
どで学校運営には大きな影響が出ているようです。このパンデミック
の中でロシアによるウクライナ侵攻が始まり，時代が100年戻ってし
まったかのようなニュース映像が映し出される日々に，冬季オリン
ピックの感慨もパラリンピックへの期待も凍り付く思いでありまし
た。このような環境の中，児童生徒の日々の生活が明るく元気である
こと，さらに受験期を乗り越えた子供の新生活が無事開始されること
を願っております。
　３期目の川本執行部で多くの事業がWeb併用にて実施できてい
ることは，会員の皆様のご協力とご理解の賜物であることを感じる
日々の会務執行です。
　令和４年２月23日には，「令和３年度 学校歯科医生涯研修制度 基
礎研修・更新研修」を全国の会員に向けてWeb（Zoomウェビナー）
及び加盟団体のサテライト会場併用にて開催することができまし
た。登録人数は800名を超え，今後の生涯研修の運営方法の在り方を
考えるターニングポイントであったと実感しております。
　医療における生涯研修は，医療技術の進歩やその専門化により関係
学会に委ねられ，さまざまな研修事業が実施されております。日本学
校歯科医会においては，このような時代に先んじて，全国の学校歯科
医の理念・知識の標準化を目標に，平成21年４月から基礎研修が全
国展開されました。
　「全ての学校歯科医が歯科医師としての専門性を活かしながら教育
者としての資質を備え，積極的に学校歯科保健活動を推進し，生涯に
わたってその資質の維持と向上を図り幼児，児童生徒及び教職員の
歯・口腔の健康増進に貢献すること」を目的とする事業展開から，す
でに11年が経過いたしました。基礎研修受講者は延べ30,000名，更新
研修受講者は延べ4,000名を超え，今日では「学校歯科医生涯研修制
度」の名称で会員の皆様に認知されております。このような現状を踏
まえて，執行部と生涯研修制度運営委員会では，今後の実施方法や運
営，資料提供の在り方等についての規程や細則について協議を重ねて
おります。時代を超えて会員の皆様と共に学べる生涯研修制度であり
たいと考えております。
　公益社団法人日本学校歯科医会は，コロナ禍において学校歯科医制
度90周年を迎え，昨年（令和３年）４月１日から公益法人として歩
み始めております。会員の皆様の活動が，我が国の児童生徒の口腔
環境の改善に寄与していることは歯科医師の誇りです。しかしなが
ら，コロナ禍の幼児・児童・生徒の口腔環境への不安など課題も多
く，これからの学校歯科保健に歯科医療の英知が必要と強く感じる昨
今です。

「万緑の中や吾子の歯生え初むる」　（中村草田男）

　こんな季節が待たれます。
　引き続き，関係の皆様のご協力をお願い申し上げます。

公益社団法人　日本学校歯科医会

副会長　齋藤 秀子
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「新しい生活様式」に基づく 
学校での“食”を考える

　「黙食」 なんと暗い響きの言葉でしょう。令和元年12月に発見された新型コ

ロナウイルスは瞬く間に全世界に感染拡大し，令和４年３月現在，日本国内で

もオミクロン株が猛威を振るっています。感染抑制のためにマスクの使用と手

洗い，換気，「密」の回避，人流抑制，ワクチン接種が行われ，学校での昼食で

も黙食が実施されています。

　食事とは本来楽しくうれしいものであり，学校での「食」には食育としての大

きな側面があります。給食を題材にしたテレビ番組や映画もあるように，食材

の生産，給食材料への加工と調理，配膳という共同作業，食事，後片付け，ま

たこれらに関与するさまざまな人々，しつけや礼儀作法などの多様な事柄の頂

点に「食」があります。「いただきます」という言葉にも，食材や関与した人々に

対する感謝，食事の意欲など，社会生活を送る上での大切な要素が多数含まれ

ています。「黙食」は，これら全てに暗い影を落としました。

　しかし，３年という時間が経過した現在，学校関係者の不断の努力とそれに

応える子供たちの柔軟な発想・対応力と行動により，教育現場に大きな変化が

起こっています。黙食を含めた「新しい生活様式」を凌駕する次の時代の生活様

式の創造，これこそ私たちが熱望してやまない子供たちの「生きる力」の発露で

はないでしょうか。

　本特集では多方面からの知見をご寄稿いただき，混乱の過去，改革の現在，

そしてようやく見えてきた未来の学校生活をお読みください。

� （広報委員会委員・郷田　浩）
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神奈川工科大学　健康医療科学部　管理栄養学科　教授

⃝栄養教諭の立場から

コロナ禍における学校給食と食に関する指導
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⃝その他の視点から
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〜新型コロナ禍を機に考える学校給食の原点と給食指導での
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特集❶　「新しい生活様式」に基づく学校での“食”を考える【学識者の立場から】

コロナ禍で推奨される食事指導
「黙食」とその意義や効果
饗場直美	 神奈川工科大学　健康医療科学部　管理栄養学科　教授

1．はじめに

　WHO（世界保健機関）の報告（2022年２月
21日）では，世界における新型コロナウイルス
感染者数は４億２千万人，死亡数も587万人を
超えている。我が国においても感染者数は454
万人，死亡者も２万2000人となり，感染症予防
を伴った新たな社会活動への模索が続けられて
いる。
　学校においても，「学校における新型コロナ
ウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～
『学校の新しい生活様式』～」１）に基づき，感
染予防を行いながらの教育が実施されている。
給食の場では，衛生管理を徹底した中で通常献
立による給食の提供が行われており，児童生徒
の適切な栄養摂取や食生活の支援が行われてい
る。しかしながら，給食時間はマスクを外して
喫食することから，感染のリスクが高い活動と
して位置づけられ，感染予防のために，机間の
距離を確保した前向き配置で，無言で喫食する
黙食が行われており，これまでとは一変した給

食風景となっている。

2. 学校給食における共食

　学習指導要領では，給食時間を「食育の観点
を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」
とするための特別活動の学級活動時間として位
置づけている。小学校での具体的活動内容とし
て，「給食の時間を中心としながら，健康によ
い食事のとり方など，望ましい食習慣の形成を
図るとともに，食事を通して人間関係をより良
くすること」が示され２），健康に良い食事のと
り方，望ましい食習慣の形成，人間関係の構築
が給食時間の活動に期待されている。また，学
校給食法には，学校諸教育の目的を実現するた
めの７つの目標が掲げられており，その一つに
「学校生活を豊かにし，明るい社交性及び協同
の精神を養うこと」がある。これまで，学校給
食で行われてきた共食は，みんなでの準備・片
付けや楽しい食事を通して，社会性及び協同の
精神を養い，より良い人間関係を構築する力を

要　約　　新型コロナウイルス感染症の世界的大流行は，我々の社会生活を大き
く変えてきている。子供たちの学校給食の場においても，みんなで楽しく食べる
共食風景はなくなり，前を向いて黙食する姿が日常となっている。黙食による給
食時間は，共食による明るい社会性及び協同の精神の養成が望めないことから，
給食時の食育の新たな方向性が模索されている。
　「黙食」は新しい言葉であるが，禅宗の「行

ぎょう

粥
しゅく

」や“mindful eating”の食べ
方にも通じている。いずれも食を五感で感じながらおいしく食べることで，心
豊かな食を経験し，より良い食べ方を育成することができる。児童・生徒自身が
おいしい給食に集中し，おいしさを五感で感じるためには，黙食が良い機会とな
る。給食の黙食は，黙って食べることが目的ではなく，より良い咀嚼や味覚育成
につながる「食べ方」を学び，その経験がより良い食習慣へ発展させるためのさ
らなる一歩を踏み出すチャンスと捉えたい。
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養う活動として捉えることができる。
　共食は，一緒に食べることによる良いモデリ
ングの場となる。心理学者のバンデューラの提
唱した社会的認知理論では，行動目標の達成に
は自己効力感（どんな時でもその行動を遂行で
きるという自信）を高めることが重要であり，
成功体験が効果的であるとされている３，４）。自
分自身の成功体験のみならず，他人の成功体験
やその人の行動が強化されることを観察（観察
学習）し，その行動を模倣（モデリング）する
ことで自己効力感が上がるとされている。共食
は，友人が食べる姿を見てまねることで，「こ
れまで自分が嫌いだった食べ物を食べる」とい
う行動を誘発でき，より良い食習慣の形成に寄
与できる。
　また，給食を「おいしく食べる」という「お
いしさ」をもたらす役割も担っている。平成22
年度の児童生徒の食生活等実態調査において，
全体の64.3％の児童生徒は「学校給食が好き
だ」と回答しており５），その理由として，６割
以上が「みんなと一緒に食べられるから」と回
答している。みんなと一緒に食べることが給食
を好きな大きな理由であり，共食が給食時間に
おける食育に重要な役割を担ってきたことが分
かる。

3．学校給食における黙食

　現在の学校給食では，感染予防のために前を
向いて黙って食べる黙食が行われている。「黙
食」という言葉は，「会話をせず無言で食事を
すること」を意味し，新型コロナウイルス感染
症拡大に伴って，飲食店等での感染拡大防止策
の一つとして広まった新しい言葉である。学校
給食における黙食という食事形態では，これま
で実施されてきた共食で可能であった「みんな
で楽しくおいしく食べる」という食育が実施で
きず，新たな黙食における食育が模索されてい
る。
　この黙食の風景を日本の歴史から見ると，決
して新しいものではなく，給食や飲食店等以外

で実施されている場がある。それは，曹洞宗の
禅寺での僧侶たちの食事である「行粥」であ
る。鎌倉時代の禅僧である道元は曹洞宗の開祖
であり，精進料理を中国の宋から持ち帰り，「行
粥」を僧侶たちの食事作法として広めた人物で
ある。道元が著述した「典座教訓」と「赴

ふ

粥
しゅく

飯
はん

法
ぽう

」では，心を込めて調理し感謝して食べる
ことが大切であることを説いている６）。料理を
する心得として，「喜心（喜び感謝して調理す
る）」「老心（相手を思いやる心）」「大心（偏見
を持たない心）」を説いている。また，精進料
理は「三徳六味」「調理の三旬」を守って調理
することが定められている。「三徳」とは，料
理が軽く軟らかいこと，清浄であること，定め
に従っていることを意味し，「六味」は，苦・
酸・甘・辛・鹹（しおからい）・淡を示してい
る。「三旬」は，旬の材料，調理の適切さ，味
付けの要点を大切にすることである。
　行粥（食事摂取場面）の際には，まず「五

ご

観
かん

之
の

偈
げ

」を唱え，作法に従い食することにな
る７）。五観之偈は，食事をする時の態度とし
て，自然の恵みや人の労への感謝，食すること
の意義と自分の価値，好き嫌いなく心穏やかに
食すること，食は良薬であること，食が人間と
しての道成就につながることを説いている。食
べる時には，「いただきます」「ごちそうさま」
を食前食後に唱え，尊い命を与えてくれる食べ
物に感謝し，料理をしてくれた人を労い，食事
の大切さ，食事が健康に関わることを考えなが
ら，食事に対して真摯に向き合いながら黙食す
る姿を示し，何のために黙食をする必要がある
のかを示している。この食事に向き合う態度は
現在の食育にもつながるものである。
　また，近年注目されている食べ方に“mindful 
eating”がある８）。“mindfulness”の概念を
もとに心豊かに食事をすることが，肥満改善
や９〜11），むちゃ食い等の摂食異常の是正12〜14）

に有効であることが報告されている。これは，
心を食に集中しながらよく噛んで味わい，心豊
かに食べることによって心的満足感を得られる
ことから，食べ過ぎを防ぐ食べ方として，欧米
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から日本にまで広まってきた食べ方である。静
かに食に集中し，食べてどう感じるかを自分自
身に問いかけながら，食べることの意味を問い
直すという行動は，まさに日本の禅宗での僧侶
の行粥に通じ，黙食によって達成できる食べ方
といえる。
　黙食は，感染予防のために仕方なく行ってい
るのではなく，「自分自身の感性でおいしく食
べる食べ方について，静かに学ぶ良い機会を提
供してくれている」と捉えるべきである。

４．脳機能から見た食のおいしさ

　食事のおいしさは，味覚にみられるような感
性的な美味しさだけではなく，多面的な相で構
成される（表１15））。平成22年度児童生徒の食
生活等実態調査で，学校給食が好きな理由とし
て，「学校給食がおいしいから」と６割以上の
児童生徒が回答している。共食では社会的おい
しさを体験し，黙食では感性的なおいしさを深
く体験することができる。
　我々が食べ物を食べた際に「おいしい」と感
じるまでには，実に多くのプロセスを経て，最
終的に脳で感じることになる。感性的なおいし
さの一つである味覚を構成する五味（甘味・塩
味・酸味・苦味・旨味）は，舌表面に分布する
味蕾の味細胞膜に存在するチャネル（塩味・酸

味）や受容体（甘味・苦味・旨味）を介して脳
に伝達され認知される16）。この五味のバランス
や濃度が味を形成し，おいしさの中核となって
いるが，19世紀前半の美食家ブリア・サバラン
は，著書『美味礼讃』の中で，嗅覚と味覚が
合わせて一つの感覚である「味わい（おいし
さ）」を形成すると述べ，味わいにおける匂い
の役割について言及している17）。近年脳科学研
究が進む中で，嗅覚を「風味づけ」の本体とし
た“neurogastronomy”という新たな分野が拓
かれ18），中でも咀嚼の際に口腔から鼻腔に送ら
れる（レトロネイザル経路）匂いが，食べ物の
風味付けにおいて重要であり，統合されたおい
しさを感じるという脳機構が明らかにされてき
た。
　食物摂取における視覚・聴覚・体性感覚・味
覚・嗅覚，内臓感覚等のヒトの脳風味系を構成
する感覚は，それぞれの感覚器から異なる経路
で脳に入力され，さまざまな脳部位の相互伝達
によってこれまでの食の経験の記憶と照らし合
わされ，情動として「食べたい」という渇望や
食への動機付けが行われる（図１）19）。
　このように，食べ物をおいしく食べるために
は，視覚・嗅覚・味覚・聴覚・触覚の五感全て
で食べ物を感じることが重要であり，子供たち
は目の前にある給食に集中する必要がある。
　食べ物の嗜好性やおいしさの感じ方が変化す

表１　おいしさの多面性

おいしさの諸相 関連するプロセス

1．からだで食べるおいしさ 心身連合（エネルギーの充足）

2．目で食べるおいしさ

感性満腹感（視覚・嗅覚・味覚・触覚・聴覚）3．鼻で食べるおいしさ

4．口で食べる美味しさ

5．気持ちで食べるおいしさ 感情要因（情動的摂食）

6．頭で食べるおいしさ 認知要因（食べ物への認識）

7．つくって食べるおいしさ

社会要因（他者とのかかわり）8．一緒に食べるおいしさ

9．感謝して食べるおいしさ

（出典：今田純雄（編），食べることの心理学，有斐閣，2008年，p.59）
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ることは，我々の生活の中でよく体験する。そ
の理由は，味覚センサーである味蕾の細胞や嗅
覚細胞がターンオーバーすることによる味覚や
嗅覚に可塑性が存在しているためである20，21）。
甘いものを食べ続けると，甘いものへの感受性
が高まるが，食べるのをしばらく中止すると，
高められた感受性は低下し20），嗅覚においても
同様なことが報告されている21）。これは，濃い
味付けを嗜好する人が薄味に慣れて，その薄味
で満足できるようになり，甘いものの過剰摂取
や嗜好性を制御することで，より良い食選択や
食習慣への変容が可能であることを示してい
る。
　また，より良い食の選択への自制機能には，
「食べたい」という摂食行動に対する背外側前
頭前野などの高次認知機能における制御機能が
関わっている22）。制御機能が未熟な子供よりも
大人のほうが，高カロリーの食品を見た際に
抑制中枢が活性化されることが報告されてい
る23）。統合機能を有する脳の前頭葉は10歳から
12歳をピークとし，８歳から14歳の時に発達す

ることから，より健康的な食物摂取に向けた自
己制御能を育成するためにも，学童期・思春期
の食育が重要な意味を持っている。

5．学校給食での咀嚼指導の必要性

　咀嚼は，口腔内で食べ物を砕き，食塊として
飲み込みやすくする最初の消化過程であり，十
分な咀嚼は次の胃における消化を助けるだけで
はなく，食べ物をおいしく五感で味わうための
必須条件でもある。スープや飲み物はそのまま
味わうことができるが，固形物の食べ物では咀
嚼が必要となる。味成分を感じるためには，味
成分を口腔内で唾液等の水分に抽出することが
必要であり，そのためにも十分な咀嚼が必要と
なる。
　また，風味である匂いを感じる際にも咀嚼が
重要であり，咀嚼によって口腔内に充満した食
べ物の匂いを，鼻から呼気を排出するレトロネ
イザル経路で感じることができる。おいしさを
五感で感じ，心豊かに食を楽しむためには，十

図１　ヒト脳の風味知覚系と風味行動系
（出典：Shephard GM．Smell images and the flavor system in the human brain．Nature．2006；444：316-321）
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分な咀嚼が必須条件である。
　学童期は，乳歯から永久歯に生え変わる時期
であり，口腔の状態が変化していく時期であ
る。この時期に口腔を健康に維持することは，
おいしく食事を食べることに加え，この時期の
健康維持にもつながる24）。また，より良い咀嚼
は食事の満足感を高め25），肥満予防26，27）や注
意力の向上28）につながる。
　この時期に何でも食べられる口腔を作ること
は，将来の成人期や高齢期の健康維持につなが
ることから，学童期・思春期の咀嚼教育や口腔
健康教育は子供たちの将来の健康づくりとして
も重要である24）。

6．今後の黙食の展開

　「黙食」は，子供自身がそれぞれ食事に向き
合い，正しい咀嚼によるおいしさの体験を通し
て食を楽しみ，感謝の心や食べ物の重要性等を
よく考えながら静かに食べる時間を提供できる
良い機会であり，「共食」とは異なる食の楽し
さを体験する機会を提供することができる。
　子供たちにおいしさを心身で体験させるため
には，おいしい給食が提供されることが条件と
なる。我々の研究グループでは，栄養教諭制度
導入以降の10年間における給食献立の変化につ
いて研究を行い，主食・主菜・副菜・汁物の形
態が整い29，30），地場産物や伝統的な食材を使
用するなど教育的意図をもった献立作成がなさ
れるようになってきたことを明らかにしてき
た31〜33）。また，学校給食は栄養補給及び健康
的食習慣形成の観点から厳しく栄養管理され
ており，特に献立に含まれる食塩相当量は学
校給食摂取基準に基づき減塩が進められてい
る34，35）。減塩はわが国全体の取組であり，学童
期・思春期の時期における減塩教育は将来の生
活習慣病予防につながることから，減塩された
給食を活用し，薄味をおいしいと感じる継続的
な味覚体験を可能とする咀嚼教育と味覚教育の
確立が必要である。その際，噛み応えのある食
材や大きく切った食材を使用することが咀嚼力

を養うことに有効であり36），咀嚼力育成のため
の献立を作成するなどのより一層の献立の工夫
も必要である。
　人類はこれまで何度も大きな感染症の渦に巻
き込まれ，その都度，さまざまな技術革新に
よって乗り越えてきている。新型コロナウイル
ス感染症のまん延によって社会活動が大きく
制約されることで発展してきた分野としてICT
（情報通信技術）があるが，学校教育の場にお
いてもICTを使用した新しい教育形態が整備さ
れつつある。給食時間の食指導においても，
ICT等の新しい技術を活用した黙食時の食指導
法の構築が望まれる。
　バランスのとれた給食を，正しい咀嚼でおい
しく食べる味覚体験は，望ましい食事をするこ
との動機付けとなり，生涯を通じた生きる力の
基礎作りにつながる。共食ができなくなったこ
とを食育の危機として捉えるのではなく，黙食
だからできる食育を展開できれば，それは新た
な食育のチャンスになりえるのである。
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特集❶　「新しい生活様式」に基づく学校での“食”を考える【栄養教諭の立場から】

コロナ禍における
学校給食と食に関する指導
久保田由美子	 �静岡県　島田市立南部学校給食センター（初倉小学校）　栄養教諭	

静岡県　島田市立大津小学校（令和４年３月まで）

1．はじめに

　島田市は静岡県の中部に位置し，市内を流れ
る大井川の両岸にお茶畑の鮮やかな緑が広がる
自然の恵み豊かな所である。
　本校（静岡県島田市立大津小学校）ではその
自然を生かし，地域や保護者の協力を得て，校
区を流れる大津谷川周辺の生き物探検やバード
ウォッチング，お茶摘み体験，手もみ茶体験，
田植え体験，稲刈り体験，椎茸の菌打ち等の特
色ある教育活動を行っている。
　市内の学校給食は，小学校17校，中学校６
校，合わせて約8,300食を２つの学校給食セン
ターで調理しており，それぞれ２名ずつ配属さ
れた栄養教諭が学校給食の管理と食に関する指
導にあたっている。

2． 休業中の児童生徒及び保護者への
 食に関する支援

　令和２年３月，新型コロナウイルス感染症拡
大防止対策のため学校は一斉臨時休業となり，
それに伴い学校給食も中止を余儀なくされた。
食材の発注変更と納入業者への対応に追われ，
慌ただしく不安な日々を過ごしていたが，休業
が長期化する中，児童生徒や保護者から給食を
惜しむ声や日々の食事作りの苦労話が届き始め
た。
　学校給食では，文部科学省の学校給食摂取基
準１）に基づき，家庭で不足しがちな栄養素を
補填するため，カルシウムが１日の必要量の約
50％，ビタミンＢ１とＢ２は約40％を提供して
いる。筆者は当時，現行基準策定のために設置
された『学校給食摂取基準策定に関する調査研
究協力者会議』に参画しており，そこで示され
た次の調査結果が気になっていた。

要　約　　学校給食は学校教育活動の一環として行われ，栄養バランスのとれた
食事を提供することにより児童生徒の健康の保持増進を支えるとともに，食に関
する指導を効果的に進めるための『生きた教材』としての意義を持っている。
　令和２年３月，新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため，学校は一斉臨
時休業，学校給食も中止となったことで，児童生徒の生活習慣の乱れや食の偏り
が心配された。学校給食の管理と食に関する指導を専門とする栄養教諭として，
児童生徒や保護者に対して何ができるのかを考え，実践した。
　学校給食再開後は，児童生徒が安全に安心して給食を食べられるよう，『新し
い生活様式』を踏まえた給食指導の在り方を学校給食関係者で検討した。
　『地場産物を活用した学校給食』を食に関する指導の一つの柱としている当市
（静岡県島田市）では，コロナ禍においても児童生徒の心身の健康を保持し，食
に関する学びを保障するために「できること」「できる方法」を模索しながら進
めている。
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　独立行政法人日本スポーツ振興センターが
行った平成22年度児童生徒の食事状況等調
査報告書２）によれば，学校給食がない日の児
童生徒の昼食は，カルシウム，鉄，ビタミン
Ａ，ビタミンＢ１，ビタミンＢ２，ビタミン
Ｃ，食物繊維の摂取量が，学校給食のある日よ
りも顕著に少ない（図１）。また，学校給食の
ない日は間食の摂取量が増加し，脂質摂取量は
多くなっている。
　この調査結果に加えて，休業中の子供が毎日
自宅にいることで保護者の食事作りの負担が増
し，加工食品を利用する機会が増える等の食事
の偏りや，生活リズムの乱れから起こりやすい
朝食欠食や運動不足等も心配された。
　これらのことから，栄養教諭がその専門性を
生かし，休業中の児童生徒や家庭に対して何が
できるかを考えた。低栄養や過剰栄養という栄
養不良が続けば，体の免疫機能と感染症への抵
抗力が低下する。また，保護者の食事作りの負
担感を少しでも軽減したい。
　そこで，当市では，給食献立を家庭で簡単に
作ることができるようアレンジし，そのレシピ
をコミュニティFMのラジオ放送を通して栄養
教諭が紹介したり，学校給食課ホームページに
掲載したりといった取組を行った。
　文部科学省から『臨時休業等に伴い学校に
登校できない児童生徒の食に関する指導等に
ついて』３）が通知されたこともあり，全国各
地で市町の広報誌やSNSを使った発信，学校の

ICT機器を活用した動画配信による食に関する
指導や学童保育での昼食提供等，さまざまな取
組が行われた。これらの取組は筆者が理事を務
める公益社団法人全国学校栄養士協議会が事例
集４）としてまとめ，会員が情報共有している
（図２）。
　再度このような長期休業等に直面した際は，
事例を参考に児童生徒の食に対して何ができる
かを考え，関係機関と連携して対応していきた
い。

3．学校給食の再開と給食献立

　当市では，令和２年５月21日（木）から学校
再開，週明けの25日（月）から学校給食を再開
することが決定した。学校給食センター調理員
は休業中に，市他部局の業務支援や新入学児童
に贈呈するマスク作り等，通常とは異なる業務
に従事していたため，体力や勘を取り戻すまで
怪我やミスがないよう調理も慎重に行う必要が
あった。
　また，学校給食の献立については，『新型
コロナウイルス感染症対策としての学校の臨
時休業に係る学校運営上の工夫について（通
知）』５）において，①配膳の過程での感染防止
のため，可能な限り品数の少ない献立とするこ
と，②調理場で弁当容器に盛り付けて提供する
こと，③それらが困難な場合に，少なくとも配
膳を伴わない簡易な給食（パン，牛乳等）を提

図１　�学校給食の有無と昼食の平均栄養摂取量
（平成22年度児童生徒の食事状況等調査報告書２）より抜粋し
て作成）

図２　全国学校栄養士協議会による事例集
（『新型コロナウイルス感染症への対応～休校中における栄養
教諭・学校栄養職員の取組～』４））
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供すること等が例示され，学校給食の献立内容
や提供方法も課題となった。そこで，栄養教諭
と学校給食課で協議を行い，次のことを確認し
た。

①�可能な限り品数の少ない献立にしようと
した場合には，栄養価確保のために一品
当たりの具材を多くしたり，分量も多め
としたりすることによって，残食の発生
が懸念される。ガイドラインの提言を考
慮しつつも，児童生徒に食べやすい献立
となるよう努める。
②�弁当のような形式にする場合には，新た
な食器の購入，給食センター内での盛り
付けの人員，保管スペース，配送コンテ
ナの変更と増設，給食配送車の台数増等
が必要となり，困難である。
③�簡易な給食（パンと牛乳等）となると，
昼食としての栄養価を確保するために保
護者に弁当（おかず）持参を依頼する必
要があり，協力を得ることが難しい。

　これにより，提供方法は従来通りとなったこ
とから，配膳に時間がかからず，児童生徒が食
べやすく，感染リスクが低くなるよう献立作成
を行った。具体的には，丼物やカレーを取り入
れたり，サンマ等の小骨の多い焼き魚の献立を
避けたりといった内容である。ただし，丼物や
カレーは噛む回数が少なく，早食いになりがち
であるため，副菜には噛みごたえのある食品を
取り入れたり，野菜の大きさや茹で加減を調整
したりして，自然に噛む回数が増えるようにし
た。サンマ等の焼き魚は，低学年の児童は特に
魚を直接手で触れる回数が増えること，また食
べるのに時間がかかるとの意見から，感染のリ
スクを高めないように献立から外した。近年，
家庭では焼き魚が食卓に上る回数は減ってきて
いるようで，保護者と話をしていても，「自宅
では魚料理をしない」「家庭で焼き魚を出すと
しても塩鮭の切り身ぐらい」と言った話をよく
聞く。給食センターにも年に数回は「魚の骨が

児童の喉に刺さり通院した」という報告が入
る。
　現在はコロナ禍ということで，比較的骨が大
きく取り除きやすい鯖や鮭等を焼き魚にした
り，軟らかく煮て骨まで食べられる煮魚にした
りして提供しているが，箸使いやよく噛むこと
の指導も含め，発達段階に応じて魚の食べ方指
導を継続していきたい。

4．「withコロナ」の給食指導

　学校再開に向けて，学校では『新型コロナウ
イルス感染症に対応した学校再開ガイドライ
ン』６）に基づき，児童生徒が密にならないよ
う教室や備品の配置を変更したり，換気のため
扇風機を使える状態にしたりと環境整備が進め
られた。また，３つの条件（換気の悪い密閉空
間，人の密集，近距離での会話や発声）が同時
に重なる状況を避けるため，授業時の声の大き
さや学習ルール，朝の健康観察や給食の配膳
等，考えなければならないことが山積してい
た。
　学校給食の時間については，これまでのよう
に給食当番が運搬や配膳をすることは密につな
がる，班ごとに向き合って食べることは飛沫の
恐れがあることから，一部の保護者から心配す
る声も上がった。そこで，児童生徒が安全に，
安心して給食を食べられるよう，感染防止対策
を学校給食課，校長，教頭，給食主任，栄養教
諭，配膳委託業者で協議を行った。
　本校では給食再開当初，次のように給食指導
を行った。

（１）準備・配膳
　手洗い場や配膳台前で密にならないよう，床
に１m間隔にテープを貼り，立ち位置を示す。
手洗いは全員が石鹸を使って30秒以上行い，ア
ルコール消毒をする。教室以外の学習室等も使
用して児童と児童の間隔をとり換気する。机は
全員が前向きにし，マスクをしたまま会話せず
静かに着席する。



日本学校歯科医会会誌 131号 ⃝ 31

特　集　❶

　配膳は教職員が行う。時間短縮のため担任に
加え支援員及び級外職員で行う。使用するトン
グやおたまは複数の人が使用しないよう料理ご
と分担して配膳し，必要に応じて使い捨て手袋
を着用する。配膳台以外の台も活用して全員分
を台に配膳し，分け終わったら数人ずつ取りに
来る。

（２）食事中
　落ち着いた雰囲気で黙って食べられるよう，
校内放送で静かな音楽を流す。
　配膳されたものの増減はせず，最初に分けら
れた量を食べる。おかわりは途中で席を立つこ
とになるためしない。

（３）片付け
　食べ終わった児童は静かに着席して待つ。片
付け時もマスクを着用し，時間を決めて数人ず
つ片付ける。
　牛乳の紙パックはこれまで各自が開き，当番
児童が洗浄してリサイクルに出していたが，片
付け時間の短縮と洗浄時の飛沫防止の観点から
廃棄処理とする。
　歯みがきは密にならないよう間隔を空け，飛
沫が飛ばないよう注意する。
　当初は，これまでと異なる配膳方法や，前向
きでの黙食に慣れず，給食を受け取る列で友達
と密着してしまったり，食事中に後ろの児童に
話しかけてしまったりして，担任から注意を受
ける児童も多く見られた。しかし，しばらくす
ると児童同士で声には出さずに注意し合う姿が
見られ，徐々に定着していった。会話を楽しむ
ことはできないものの，校内放送で流れる給食
の献立紹介やゆったりとした音楽を聴き，落ち
着いた雰囲気で食事をしている。また，これま
では友達とおしゃべりしすぎて食べる時間がな
くなってしまったり，おかわり目当てに急いで
かきこむように食べたりしていた児童も多くい
たが，黙ってよく噛み味わって食べることにつ
ながっている。
　児童が『新しい生活様式』に慣れてきてから

は，感染状況に応じて給食指導も変更してい
る。現在は給食当番による配膳を行っている
が，体調や身支度等の衛生チェックを確実に行
い，体調が悪いときは当番を交代することを徹
底している。また，牛乳パックのリサイクル活
動も再開した。
　当市の23校の小中学校は，複式学級のある学
校や１学年６学級の学校と学校規模もさまざま
であり，また，発達段階により一律の給食指導
は難しいことから，学校ごとに試行錯誤して給
食を再開した。学校給食再開から約１年が経過
した令和３年６月には，『島田市小中学校食育
担当者研修会』で各校の取組内容について情報
交換を行った。今後も地域の感染状況等を考慮
し，関係者が知恵を絞ってより安全安心な給食
指導について検討していきたい。

５．栄養教諭による食に関する指導

　当市では国の食育推進基本計画を踏まえ，市
内でとれた地場産物の学校給食での使用割合を
40％以上と定め，地場産物を活用した学校給食
を食に関する指導の一つの柱としている（令和
４年度からは第４次食育推進基本計画７）に合
わせ，金額ベース56.2％の維持向上が目標）。
　茶・小松菜・とうもろこし・さつま芋・椎
茸・ブロッコリー・みかん等，四季折々の地場
産物を盛り込んだ年間献立計画や地場産物カレ
ンダーを作成し，計画的に献立に取り入れてい
る。学校給食に地場産物を活用することで，児
童生徒が地域の自然や環境，食文化，産業につ
いて理解を深め，生産者や生産過程を理解し，
食べ物への感謝の気持ちを抱くことができるよ
うにすることがねらいである。
　これまで毎年，食育月間のある６月や全国学
校給食週間のある１月には，地場産物の生産者
に給食時学級訪問への同行をお願いし，児童生
徒に栽培の工夫や生産にまつわる苦労等を直に
聞かせ，学習する機会としてきた。また，保護
者や地域の方々に学校給食への理解と関心を深
めてもらうため，地場産物を取り入れた夏休み
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親子料理教室や，給食センター施設見学会，市
民試食会等の食育行事を開催してきた。しか
し，こういった活動もコロナ禍の中，見直しを
迫られた。
　令和２年度は学級担任と栄養教諭とのティー
ムティーチングの依頼が激減し，食育行事も相
次いで中止となったが，令和３年度は『島田市
小中学校食育推進委員会』や『島田市学校給食
センター運営委員会』等での検討を踏まえ，授
業も食育行事も，感染状況に応じて対策を検討
しながら実施している。

（１）ICTを活用した生産者紹介
�　地場産物生産者との給食時学級訪問に代え，
事前にビデオメッセージを作成し，学校のICT
設備を活用しての指導を試みることになった。
ICTについては，コロナ禍以前から『GIGAス
クール構想』により各教室でパソコンとプロ
ジェクター等を利用できる環境整備が進められ
ていたことから，スムーズに運用できている。
これまでに椎茸生産者とキャベツ生産者の２
本の動画を作成したが，給食時のみならず，
教科学習にも活用場面を広げることができた
（図３）。

（２）とうもろこしの皮むき体験
　小学校２年の生活科で『とうもろこしの皮む
き』を行った。これは，給食に使用する採れた
てのとうもろこしを児童にむいてもらう活動で
ある。活動前に手洗いとアルコール消毒をし，
給食時と同様に白衣と帽子，マスクを着用し，

換気のよい屋外で少人数のグループ活動として
実施した（図４）。

（３）コロナ禍における給食のマナー学習
　小学校１年の学級活動では『コロナ禍におけ
る給食のマナー』について学習をした。児童の
給食時間を振り返り，黙食やマスクの扱い等に
ついて，みんなが安心して給食を食べるにはど
うしたらよいかを考える場とした。食事のマ
ナーが定着するには時間がかかることから，栄
養教諭の指導後は学級担任から継続的に声をか
けてもらっている。また，学校で指導している
内容をワークシートや献立表等で保護者に知ら
せ，家庭でも実践してもらうようにしている。

（４）県内産物の提供と郷土料理紹介
　静岡県の『県産農畜水産物提供事業』によ
り，コロナ禍で需要が減少した県内産の牛肉，
アジ，マダイ，ニジマス，うなぎ，いちご，マ
スクメロンを学校給食用に提供していただき，
献立に取り入れた。校内にこれらの産物を使用
した郷土料理のレプリカを展示し，児童に紹介
した（図５）。

図３　ビデオメッセージによる生産者紹介
（動画より引用）

図４　給食に使うとうもろこしの皮むき

図５　郷土料理レプリカの展示
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（５）食品ロス削減のための取組
　コロナ禍前までは，学級担任が一人一人の体
格や食べられる量に応じて配膳量を増減した
り，分け残ったおかずをおかわり分として提供
したりしていたが，感染拡大時はこれらの取組
を中止したことにより，給食の残食率が高く
なった。その後，感染状況を見ながら取組を再
開したが，児童生徒は給食が食缶に残っている
ことに慣れてしまったためか，残食率が高い状
態が続いた。
　そこで，中学校の技術家庭科の学習に『日本
の食品ロスと学校給食』を組み込んでもらい，
体育館の広い空間でグループごとに分散し，食
品ロス削減のために自分たちができることを考
える活動をした。また，他の学年においても，
残食が多くなりがちな給食の野菜料理を題材に
して，野菜には体の調子を整える働きがあり，
コロナウイルスを含む感染症の予防にも効果的
であるということを学習した。
　こうした学習や給食委員会による呼びか
け等により，残食率は下がってきているが
（図６），自分の健康を維持し，食に携わる人々
への感謝や食べ物を大事にする心を育むために
も，食品ロス削減のための指導は続けていきた
いと考えている。

6．最後に

　まだまだ黙って食べる給食時間が続いている
が，栄養教諭が様子を見に行くと，児童生徒は
身振り手振りやアイコンタクトで「おいしいよ」

を一生懸命に伝えようとしてくれる。制約の多
い生活の中でもほっとできる，そんな給食時間
を児童生徒が送ることができるように，栄養教
諭として給食管理や食に関する指導に励みたい。
　今年度，地場産物を活用した新たな食に関す
る指導の取組として，『地場産物みーつけた！
島田川柳コンクール』を実施した。初年度にも
かかわらず児童生徒から780点もの応募があっ
た。どの作品からも島田市の地場産物に対する
愛着が読み取れ，これまでの食に関する指導へ
の手応えを感じることができた（図７）。
　これからも給食センター，生産者，学校，家
庭が連携し，学校給食を通して児童生徒の食へ
の興味関心を高めていきたい。

文　　献
１）文部科学省：学校給食実施基準の一部改正につい
て（通知），２文科初第1684号，令和３年２月12日．
２）独立行政法人日本スポーツ振興センター：平成22年
度 児童生徒の食事状況等調査報告書【食事状況調査編】．
３）文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課：臨時
休業等に伴い学校に登校できない児童生徒の食に関す
る指導等について（事務連絡）．令和２年５月13日．

４）公益財団法人全国学校栄養士協議会：新型コロナ
ウイルス感染症への対応～休校中における栄養教
諭・学校栄養職員の取組～，令和２年12月．
５）文部科学省初等中等教育局長：新型コロナウイル
ス感染症対策としての学校の臨時休業に係る学校運
営上の工夫について（通知），２文科初第222号，令
和２年５月１日．
６）文部科学省：新型コロナウイルス感染症に対応し
た学校再開ガイドライン，令和２年３月24日．
７）厚生労働省：第４次食育推進基本計画，令和３年
３月．

図６　学校給食市内平均残食率の推移（令和１～３年度）

図７　�島田市地場産物川柳コンクールでの教育長賞受
賞作品
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1．はじめに

　コロナ禍３年目を迎えた。学校での新型コロ
ナウイルス感染症の対応は，文部科学省が示す
「学校における新型コロナウイルス感染症に関
する衛生管理マニュアル～『学校の新しい生活
様式』～」１）（図１）に基づき，進めてきた。こ
のマニュアルには，新型コロナウイルス感染症
の子供への感染の特徴，現状や分析結果が併記
され，改訂が繰り返されており，学校での衛生
管理の具現化の根拠になっている。
　また，新たな知見や学校生活の継続に関する
「新しい生活様式」の実践例なども追記され，
有効な資料となっている。このマニュアルに示
された基本的な対策は，図２のとおりである。
　中には，感染リスクが高まる給食等の食事を
とる場面の対応（図３）も示されている。

特集❶　「新しい生活様式」に基づく学校での“食”を考える【養護教諭の立場から】

コロナ禍前後での学校給食時間の変化
〜学校現場からの報告〜

有野久美	 山梨県　市川三郷町立六郷小学校　養護教諭

要　約　　学校での新型コロナウイルス感染症の対応は，文部科学省が示す「学
校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～『学校の新
しい生活様式』～」に基づき進めてきた。その中には，感染リスクが高まる給食
等の食事をとる場面の感染症対応も示されている。これにより，豊かな食事を摂
取し，食に関する指導の重要な指導機会だった給食の時間は，さまざまな変更が
求められた。
　「配膳前の手洗いの徹底と密の回避」「給食の配膳での密の回避」「おかわりの
方法の変更」「黙食」「片付けと歯みがきの分散」等である。これにより，給食の
時間のおしゃべりや異年齢集団での交流が制限され味気ない思いもあるが，反面
「食材をじっくり噛んで味わう」「献立の組み合わせを考える」という経験は，今
まで以上に行うことができている。また，教職員だけでなく，子供自身も感染症
対応と両立する豊かな食事の時間の創出を模索している。
　新型コロナウイルス感染症の流行の終息がいまだ見通せない中，子供の心身へ
の影響はますます大きくなっていくであろう。だからこそ保護者と協力し，子供
の健康に関わる学校医，学校歯科医，学校薬剤師や地域関係者から多くの助言と
ご協力をいただき，子供の健やかな成長を守り，育てていきたい。

図１　「�学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛
生管理マニュアル ～『学校の新しい生活様式』～」

（出典：文部科学省，2022年４月１日 Ver.8）

図２　基本的な感染対策
（文部科学省，「学校における新型コロナウイルス感染症に関す
る衛生管理マニュアル」，2022年４月１日 Ver.8，p.13から抜粋）

◦３つの密を避ける
◦人との間隔が十分とれない場合のマスク着用
◦手洗いなどの手指消毒
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2．学校における食に関する指導

　学校で行われる給食は「学校給食法」に基づ
き実施され，食に関する指導は，食育基本法や
文部科学省が示す「食に関する指導の手引き
─第二次改訂版─」２）等に基づいて行われてい
る。その指導は，学校教育活動全体を通して，
食に関わる資質・能力の育成を目指している。
　図４の目標達成のための指導場面には，「各
教科等における食に関する指導」「給食の時間
における食に関する指導」「個別的な相談指導」
がある。その中で「給食の時間」は，日々の生
活として「給食」を教材とし，準備から片付け
の実践活動を通して，計画的・継続的に指導を
行うことができ，望ましい食習慣と食に関する
実践力を身に付けさせる場でもある。また，提
供される献立内の地場産物，郷土食や行事食を
目にし食することを通して，地域の文化や伝統
に対する理解と関心を深めることもでき，高い
教育効果を上げている。
　学校での子供の健やかな育ちを支える重要な
食の場である給食は，栄養の摂取だけでなく，
食に関する指導の場として，全教職員が組織的
に「学び」の指導も進めている。

3．本校の歯・口の健康の様子

　本校のある市川三郷町は，山梨県の峡南地区
に位置し，豊かな自然に囲まれ，和紙，花火，
印章等の伝統産業が息づく地域である。その町

の南端にある本校は，児童106人，７学級（令
和４年度から８学級）の小規模校である。小規
模校の利点を活用し，縦割り班活動をはじめ異
年齢集団の活動を活発に取り組んできた。
　令和元年度末から，新型コロナウイルス感染
症の対応として，地域感染レベルに応じて，学
年を超えた活動を縮小・中止しており，子供へ
の影響をできるだけ少なくする工夫を重ねてき
た。しかしながらコロナ禍が長期化し，課題は
新たに，そして，大きくなっている。
　学校保健としての本校の課題は，就寝時刻の
遅れに起因する生活リズムの乱れを抱える子供
が一部にいること以上に，歯と口の健康の課
題がある。定期健康診断結果の小学６年生の
DMFTは図５のようになっている。
　本校のDMFTは年々減少しているものの，
町内平均を大きく上回っている。全学年を通し
てむし歯の治療率は高いが，低学年で乳歯の

図５　本校の小学６年生のDMFTの推移

図３　給食等の食事をとる場面の感染症対応
（文部科学省，「学校における新型コロナウイルス感染症に関す
る衛生管理マニュアル」，2022年４月１日 Ver.8，p.56から抜粋）

◦�学校給食施設，人的資源を最大限活用し，児童生徒の
栄養摂取や食生活をどう支援するか，感染リスクに配
慮しつつ積極的な検討する

◦「学校給食衛生管理基準」に基づく調理・配食等の徹底

◦食事前後の手洗いの徹底

◦飛沫を飛ばさない席の配置

◦�大声の会話を控える，距離がとれない場合は会話を控
える

◦食後の歓談時はマスク着用

図４　食に関する指導の目標，食育の視点
（文部科学省，「食に関する指導の手引き ─第二次改訂版─」
（平成31年３月）から抜粋）

食に関する指導の目標

（知識・技能）
◦�食事の重要性や栄養バランス，食文化等についての理

解を図り，健康で健全な食生活に関する知識や技能を
身に付けるようにする。

（思考力・判断力・表現力等）
◦�食生活や食の選択について，正しい知識・情報に基づ

き，自ら管理したり判断したりできる能力を養う。

（学びに向かう力・人間性等）
◦�主体的に，自他の健康な食生活を実現しようとし，食

や食文化，食料の生産等に関わる人々に対して感謝す
る心を育み，食事のマナーや食事を通じた人間関係形
成能力を養う。

食育の視点
　「食事の重要性」　　　　「心身の健康」
　「食品を選択する能力」　「感謝の心」
　「社会性」　　　　　　　「食文化」
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むし歯の未治療が多く，「むし歯のない者」の
割合が少ない。半面，歯列矯正を行っている子
供も年々増加しており，保護者の歯の健康に関
する意識格差が大きくなっている。また，噛む
力，飲み込む力の未熟さが影響している小食の
子供もおり，山梨県で行っている各県立特別支
援学校のセンター的機能を活用し，専門職によ
る給食時の行動観察や個別相談も受けてきた。
　令和元年度から歯科保健活動に重点をおき，
歯・口の健康づくりに関する継続的な学びの積
み上げと，歯みがき指導に力を入れてきた。給
食後の歯みがきの時間に養護教諭が教室を巡回
し，一人一人の歯みがきの様子を見ながら，歯
列に合わせて個別に歯ブラシの当て方や動かし
方を指導した。また，年間を通して，放課後に
小グループでの個別歯みがき指導も行ってき
た。加えて，子供たちの健康について，より多
面的に保護者や専門家や地域の方々と協議する
場として，令和２年に学校保健委員会を立ち上
げた。
　個別の歯みがき指導を繰り返し行うことで，
子供や保護者の意識が徐々に高まり，歯みがき
でのみがき残しが目に見えて改善してきた矢先
の新型コロナウイルス感染症の流行。その影響
は，新たな課題をもたらしている。そこで，コ
ロナ禍前後の給食時間の様子を報告し，その影
響を考えたい。

4．コロナ禍前の給食の様子

　本校の給食は，敷地横にある給食センター
で，隣接する中学校分とともに調理，配送され
ている。栄養教諭と調理員の努力により，季節
を意識した献立，行事食や地元の食材を生かし
た献立が提供されている。献立によっては，調
理中の香りが校舎にまで漂い，子供は給食をと
ても楽しみにしている。
　給食の時間は「配食準備」「食事」「片付け」「歯
みがき」を含め45分となっているが，低学年で
はその後の昼休み時間と調整し，１時間弱とし
ている（表１）。

　各教室では，給食時間になると自分の机と椅
子を班ごとに合わせ，配膳を協力し合い行って
いた。配膳が済むと，「いただきます」の挨拶
前に，苦手な食材を減らす申し出を行ってい
た。
　そして，挨拶とともに会話をしながら，子供
も学級担任も食事を楽しんできた。学校生活の
こと，友だちのこと等，おいしい給食を食べな
がらの会話は，人間関係のつながりを深める重
要な時間であった。また，給食の献立を通し
て，家庭の食事との違い，互いの嗜好の違いに
も気づき，大切な食に関する学びの機会でも
あった。
　食事が進むと，デザート以外の食事を食べ切
り，なお，おかわりをしたい子供は，自分で配
膳台に行き，残った食材を盛り付けていた。そ
のため，好きな献立のある日は，おかわりをす
るために友だちよりも早く食べ切りたくなり，
早食いの傾向になることが課題になっていた。
学年によってはおかわりの時刻を決め，その早
食いを防ぐ工夫もしていた。
　逆に，食事に時間がかかる子供は，「ごちそ
うさま」の挨拶の後も，時間を限定して食べる
時間を確保していた。学級担任は日々の生活の
中で，食に関する学びだけでなく，食事のマ
ナーや食べ方の育成にも根気強く関わってい
た。
　併せて，栄養教諭が給食の時間に巡回し，配

表１　コロナ禍前の給食の時間の流れ

12：25～ 給食着・給食帽子・マスク着用
手洗い・配膳台消毒

配膳・量や苦手な食材の調整

「いただきます」の挨拶

⃝校内放送
⃝食事（班ごとに，話しながら…）
⃝栄養教諭の巡回指導
⃝おかわり

13：05～ 「ごちそうさま」の挨拶
食べ切れない子供は延長

片付け・歯みがき

13：10～ 昼休み
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膳や食べ方の個別指導，ときには資料を持参し
食材や献立に関するミニ指導も行っていた。本
校の給食献立表には地元食材が赤字で記述して
あり，毎日の献立を通して，食に関する学びを
積み重ねている。
　食事を終える時刻になると「ごちそうさま」
の挨拶を行い，片付けを済ませ，学級ごとに全
員が揃って歯みがきを行っていた。その後の時
間帯は，時間を延長して食べる子供，配膳を片
付ける当番，片付けを済ませて外遊びにと校庭
へ飛び出す子供と，教室の中は騒然としてい
た。
　給食は，自らの学年教室で食べているが，学
年を超えて食事を共にする機会もあった。
　年度当初，６年生は，給食時間になると当番
で数人ずつ１年生の教室に出向き，配膳の手助
けを行い，そのまま１年生と一緒に食べること
もあった。学年間の交流とともに，６年生に
とっては，高学年の意識を高めるよい経験で
あった。
　また，各学年の子供を４グループに分け，全
校児童の４つの縦割り集団として集団ごとに一
堂に会して給食を食べる「わくわくランチ」
は，児童会活動の大きな行事であり，子供たち
にとって文字通りわくわくする時間であった。
　各学年教室で配膳した給食を持ち，それぞれ

の縦割りグループで決めた教室に移動し，給食
を食べた。グルーブごとに，低学年と高学年の
子供が向かい合い食べながら，自己紹介をした
り，簡単なゲームをしたり，とても和やかな時
間を過ごしていた。その際の企画，準備や片付
けも，児童会活動として高学年が積極的に指
示，先導し，取り組んでいた。リーダーシップ
の育成とともに，各縦割りグループの結束を高
める絶好の時間でもあった。
　「共に食べる」時間は，栄養摂取だけでな
く，「食に関する学び」「交流を深める」機会で
もあり，子供のさまざまな力や思いを育てる，
貴重な時間であった。

5．コロナ禍での給食の様子

　学校で行われる全ての活動で「学校の新しい
生活様式」の具現化が求められ，特に給食の時
間は感染リスクが高まる機会と捉え，全教職員
の共通理解のもと対応を進めてきた。そのよう
な対応の中でも可能な限り，給食の時間を通し
た健康づくりや食に関する学びをどう進めてい
くかも，何度となく検討を加えてきた。
　表２の給食の時間を通して，子供の動きが密
になる機会の対応が重要なポイントになり，そ
れぞれ以下のような対策を講じている。

（１）配膳前の手洗いの徹底と密の回避
　コロナ禍前から，配膳前の手洗いについて指
導してきたが，新型コロナウイルスのエンベ
ロープが脂質の膜であることに注目し「石けん
を使用した手洗い」の有効性を根拠に，重ねて
指導を行ってきた。現在，子供自らが確実に行
う対策として定着している。教室内や廊下の手
洗い場には十分なスペースがないため，学年
の発達段階に合わせて，間隔を確保できるよ
う，目安になる足形やポイントを設置している
（図６）。

（２）給食の配膳での密の回避
　以前は，安全に衛生的に配膳を行うため，学

表２　コロナ禍での給食の時間の流れ

12：25～ 給食着・給食帽子の着用
マスクの付け替え
手洗い・配膳台消毒

配膳

「いただきます」の挨拶

⃝量や苦手な食材の調整
⃝�教職員が，おかわり希望の子供に追加

の盛り付け
⃝校内放送
⃝食事（机は移動させず，黙食）
⃝栄養教諭の巡回・見守り

13：05～ 「ごちそうさま」の挨拶

グループに分かれて時間差で
片付け・歯みがき

昼休み
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級担任が指導しやすい教室内で配膳を行ってい
たが，限られたスペースでは，子供同士の間隔
を十分とることができない。そこで，配膳場所
を廊下に移動させている（図７）。広いスペー
スで配膳を行うことができる反面，学級担任の
指導範囲が広がり，負担は大きくなる。そこ
で，学級担任以外の教職員が各学年の配膳の支
援をしている。複数の教職員で配膳指導を行う
ことで，適切な間隔をとりながらも短時間で配
膳が可能になっている。

（３）おかわりの方法の変更
　給食でのおかわりは，子供にとって大きな楽
しみである。コロナ禍以前では，配膳された給
食を食べ切った子供たちが配膳台に集まり，お
かわりを行っていた。密になる活動を回避する
ために，全学級で次のように変更した。

①�「いただきます」の挨拶後，配膳された
量や苦手な食材を減らす等の調節を学級
担任等が対応する。
②�その後，おかわりを希望する子供は，着
席のまま挙手する。
③�学級担任と支援する教職員が，食缶を
持って巡回し，希望する子供に追加を盛
り付ける。

　おかわりの対応の変更は教職員の負担が大き
く，教職員の食事時間は短くなってしまうが，
子供には思いがけないさまざまな成果がみられ
た。
　高学年で，自らの食べられる量と盛り付け希
望量を日々考えることで，自分にとっての適正
量が明確になり，残菜が少なくなった。加え
て，おかわりを希望するために友だちより早く
食べ切る必要がなくなったため，食べる時間が
十分確保され，ゆっくり噛んで食べるようにな
り早食いがなくなった。

（４）黙食
　マスクを外し，食べ始めてから食べ終わるま
での黙食は徹底されている。食事中の会話を促
さないように，栄養教諭による給食を教材とし
た指導は自粛し，見守りと個別の声かけに限定
している。
　食の時間としては味気ない思いがするが，反
面，「食材をじっくり噛んで味わう」「献立の組
み合わせを考える」という経験を，今まで以上
に行うことができている。特に，低学年の子供
が一生懸命に噛んでいる姿は印象的である。

（５）片付けと歯みがきの分散
　ごちそうさまの前に食事が終わった子供は，

図６　手洗い場前の足形 図７　コロナ禍の廊下での配膳
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マスクをつけて，少しのおしゃべりを始める。
しかし，机と椅子の間隔を１m以上とっている
ので，和気あいあいのおしゃべりには程遠い
（図８）。
　学級ごとに確認した時間になると「ごちそう
さま」の挨拶を行い，配膳台前と手洗い場の密
を回避するため，片付けと歯みがきをグループ
ごとに時間差をつけて行う。分散して行うこと
で，以前より片付け・歯みがきの時間は長くな
り，片付け当番の子供は昼休みの外遊び等自由
に過ごす時間が短くなっている。このように感
染症対応を優先することで，子供はさまざまな
制限の中で我慢することが増えている。
　コロナ禍前の歯みがきは，学級ごとに全員で
一斉に行い，そこに養護教諭が出向き個別の指
導を行っていたが，現在は子供の密を回避する
ことを優先し，出向いての個別指導は実施でき
ないでいる。
　県内の大規模校では，手洗い場周辺での密を
回避できず，給食後の歯みがきを自粛している
学校もある。本校では，食後の歯みがきの習慣
づくりと食後の歯みがきで口の中がさっぱりす
る感覚は何物にも代えられないと捉え，給食後
が慌ただしく子供や教職員の負担はあるもの
の，給食後の歯みがきを感染症対応と両立しな
がら継続してきた。

6．子供も取り組む豊かな食の時間づくり

　食の時間は，単なる栄養摂取だけでなく，食
事を通じた人間形成能力を育む目的も併せも
つ。相手を思いやり，楽しい食事時間を共に過
ごすことで，つながりも深めている。コロナ禍
では黙食が続くため，「食を通じた楽しみ」が
薄くなってしまうことを教職員も危惧し，校内
放送の工夫等できることを模索している。
　そのような中，子供も感染症対策を行いなが
ら，今までの活動に近づけることはできないか
と自分たちで考えて取り組んでいる。本校５年
生の「誕生日かんぱい！」もその一例である。
　この学年は，以前から給食の時間に同級生の
誕生日に合わせて「いただきます」の挨拶とと
もに，牛乳瓶を手に持ち，お祝いの「乾杯」を
していた。号令とともにみんなで「おめでと
う」の言葉をかけ，楽しい食事が始まってい
た。
　コロナ禍になり黙食が徹底される中，レク
レーション係の子供を中心に，「『誕生日かんぱ
い！』がなくなるのは寂しい，どうしたら続け
られるか」を考え，次のように進め方を工夫し
て，今年度も実施している。

⃝�「いただきます」の挨拶の前に，全員が
封を開けていない牛乳瓶を手に持つ。
⃝�皆の前に立つレクレーション係が，マス
クを着けたまま，「〇〇さん，誕生日お
めでとう！」と号令をかける。
⃝�学級全員が，小さな声で「おめでとう！
かんぱーい！」と声をかけ，続けて「い
ただきます」の挨拶をし，マスクを外
し，黙食を始める。

　以前のような皆で盛り上がるにぎやかさはな
いものの，「誕生日をみんなで祝いたい」とい
う思いを実現するために，子供なりに感染症対
策との両立を模索したことは大変意義深い。ま
さに，新しい学びの力として目指す「困難な状
況でも対応できる思考力，判断力，表現力」を

図８　コロナ禍の給食時間の様子
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大きく広げることができたであろう。

7．今後懸念されること

　コロナ禍３年目。「学校の新しい生活様式」
として感染症対策を継続し，学校の給食の時間
も大きく変化してきた。すでに小学校では，半
数の学年がコロナ禍前の学校生活習慣を経験し
ていない。いまだ新型コロナウイルス感染症の
終息は見通せないが，子供への影響を軽減させ
るために，学校での食の意義を見直していかな
ければならないだろう。

（１）地域感染レベル「３」での給食対応の影響
　「学校における新型コロナウイルス感染症に
関する衛生管理マニュアル～『学校の新しい生
活様式』～」によると，「地域感染レベル３」
では，感染リスクに配慮し，配膳の過程を省略
するために，品数の少ない献立提供等の工夫が
求められている。現在本校では，栄養教諭と調
理員の努力に支えられ，献立の品数は減らさ
ず，配膳の手間を省けるよう食材を組み合わせ
た給食が提供されている。しかし，今以上に地
域の感染拡大が大規模になった際には，品数を
減らさずに，より感染リスクを下げる配膳を実
現するために，教職員が工夫と対応を模索して
いかなければならない。子供と向き合う時間を
十分確保できるよう教職員の負担増加・多忙化
対策として，より一層の人的加配等の追加対策
を願いたい。

（２）黙食継続の影響
　幼稚園・保育所からの指導も重なり，小学校
低学年の子供にも食事中の黙食が定着してい
る。これにより，学校での感染拡大が抑えられ
たことは大きな成果ではあるが，共に語り合い
ながらの豊かな食事の時間を体感することな
く，食べることだけに集中することが通常に
なっている。共に食事をする仲間への思いやり
や関心が封じ込められるのではないかと危惧し
ている。共に過ごすことで多くの思いを交流
し，理解し合う機会を意図的に補っていかなけ
ればならないだろう。

　新型コロナウイルス感染症の流行が今後終息
し，全ての教育活動が以前に戻ったとしても，
子供の心身への影響は長らく残っていくのでは
ないか。だからこそ，保護者と協力し合い，子
供の健康に関わる学校医，学校歯科医，学校薬
剤師や地域関係者から多くの助言とご協力を
いただき，子供の健やかな成長を守り育てて
いきたい。全国の教室で，笑い声とおしゃべり
が広がるにぎやかな食事ができる日を願いなが
ら…。

参考文献
１）文部科学省：学校における新型コロナウイルス感
染症に関する対応マニュアル～「学校の新しい生活
様式」～，2022.4.1 Ver.8．
２）文部科学省：食に関する指導の手引 ─第二次改訂
版─，平成31年３月．
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特集❶　「新しい生活様式」に基づく学校での“食”を考える【その他の視点から】

「食事観」を育む場としての
学校給食の再認識を
〜新型コロナ禍を機に考える
　学校給食の原点と給食指導でのICT活用〜

吉田賢一　株式会社 健学社　月刊『食育フォーラム』　編集長

1．２年余にわたる"異常"な給食

　新型コロナ禍で学校給食や食育を取り巻く状
況は大きく変わりました。感染拡大予防を重視
した給食が全国で行われています。喫食時の
「前向き食べ」と「会話禁止（黙食）」…。給食
時間が以前と比べ，味気なくつまらないものに
なったという声は子供だけでなく教職員からも
聞かれます。一方，配食時の衛生管理の意識は
否応なしに高まり，皮肉なことですが，食べる
ことに集中できる環境ができ，「おかわり」も
控えられて各自食べきりを前提に配食されるた
め，残食が減ったという学校もあるそうです。
　また，現在の小学校１・２年生はこの形態の
給食しか知りません。一般に子供は環境順応性
が高く，この“変な”給食も次第に普

ニューノーマル

通になっ
て定着してしまうのではないか。そんな心配も
されています。小論では，新型コロナ禍での２
年余，学校給食とそれに基づく学校の食育が直

面した課題を整理し，新型コロナ禍後，私たち
はどのような学校給食や給食時間を摸索すべき
かを考えたいと思います。それは決して単に以
前の状態に戻すものにはならないでしょう。ま
た学校歯科医の先生方に，新型コロナ禍後の学
校給食，学校食育に関して期待していることも
書き添えたいと思っています。

2．学校給食とは何だろう

　「黙食」が始まり，学校給食関係者が直面せ
ざるを得なくなったのが，学校給食の意義や意
味についてです。「まずは安全に食べて栄養を
とる」ことと，特に一斉休校明け後の簡易給食
では「配食は簡素，皿数は少なく」との要請で
個包装の既製品を配るだけになったり，配膳に
手間のかかる汁物等が敬遠されて「汁なし給
食」になってしまったり…１）。非常時で致し方
のないことでしたが，教育的な意義や文化の伝

要　約　　「前向き」「黙食」の給食になって久しい。新型コロナ禍下の学校給食
は，給食そのものの意義について考える機会となった。学校給食は「福祉・厚
生」「経済・産業」そして「教育」の３点から捉えなければならない。新型コロ
ナ禍で教育としての学校給食の側面がやや後ろに下がる形となってしまったが，
意欲ある学校や栄養教諭・学校栄養職員の創意工夫で，整備が進んだICT機器の
活用を通した新たな給食時間の指導と実践が始まっている。本論ではとくに動画
と電子黒板，そして児童・生徒１人１台配布されたタブレットを使った実践を紹
介したい。新型コロナ禍後に向け，子供たちに「食事観」を育む大切な食育の時
間としての給食時間の位置づけと，それを支える「味わうこと」，そして口腔保
健のリテラシーの啓発について，学校歯科医の先生方の協力を期待したい。
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承などは給食にとって，何かまるで二の次のこ
とであるかのような見方や扱いを早々にされて
しまったことに心を痛めた者は少なくありませ
ん。
　また，飲食店の営業自粛等の影響による余
剰物資の消費先として，学校給食に白羽の矢
が立ち，国産農産物の無償提供が各地で行わ
れました。「100gが1,000円の国産牛肉が給食に
登場！」。暗い世相を照らすニュースとしてメ
ディアも好意的に報じています。生産者支援や
食品ロス削減の点ではまったく異論はないです
が，全国すべての学校がその恩恵に浴したわけ
ではありません。平等が１つの原則である学校
給食にとっては波紋を投げかける措置でもあり
ました。しかも，そうして生産者や経済のピン
チを果敢に応援した学校給食が，いざ経済が回
復し，再び高価で取引されるようになれば，「儲
けにならない」と関係を白紙に戻される。そん
な事態が起きることも，今後大いに予見されま
す。学校給食とは一体何か。食育の重要性が言
われて久しいですが，「本質はやはり栄養補給
なのか？」「行政が都合よく使える経済の安全
弁なのか？」。そんな疑問も頭をよぎります。

3． 学校給食を考えるための３つの視点

　学校給食を考えるとき，私は次の３つの視点
から捉えると，さまざまなことが整理されて議
論が進むと感じています。それは「教育」「福
祉・厚生」「産業・経済」という学校給食に抜
きがたく組み込まれた三要素から考えることで
す。これは歴史学者である藤原辰史先生の『給
食の歴史』（岩波新書，2018年）から着想を得
ました。この３つの視点に，学校給食に関わる
中央省庁など主なステークホルダーを入れてみ
ます（図１）。
　先ほどの事態を図式的に整理するなら，新型
コロナ禍が直撃した学校給食は，まず「子供の
命や生活を守る」という「福祉・厚生」の要素
が前面に出てきたことになります。その後，「産
業・経済」の問題を解決すべく，給食を仲介と

した生産者支援が行われました。では，「教育」
としての学校給食は…。これが本稿の大きな
テーマとなります。
　ここで，学校での給食と食育を中心的に担う
栄養教諭について若干の補足説明をしておきま
す。学校教育法上，栄養教諭の職務は「児童・
生徒の栄養の指導及び管理をつかさどる」です
が，文部科学省『食に関する指導の手引─第二
次改訂版─』（2019年）では，「管理栄養士又は
栄養士の免許を有しており，栄養に関する専門
性と教育に関する資質を併せ有する教師」とい
う定義がされています。これが他の管理栄養
士・栄養士とは異なり，一般の食育実践者とも
違う点です。また現在，学校には「学校栄養職
員」という肩書きで学校に勤務される栄養士も
いますが，その職務内容は栄養教諭に準じま
す２）。

4． 学校の「食育」で何を行うのか

　新型コロナ禍渦中の令和３（2021）年３月，
国から『第４次食育推進基本計画』が公表され
ました。今回，キーワードとして考えてよいの
が「食を営む力の育成」と「自然に健康になれ
る食環境づくり」です。とくに学校・保育所等
での食育については，「子供たちの食に対する
意識の変容の方向性や食に対する学びの深化の
程度等を，食を営む力として評価していくこと

産業・経済
農林水産省
（通商産業省）

教育
文部科学省

福祉・厚生
厚生労働省
（環境省）

栄養教諭
学校食育

一般栄養士
健康教育
（ヘルスプロ
モーション）

一般食育

学校給食

図1　学校給食を考えていくための３つの視点



日本学校歯科医会会誌 131号 ⃝ 43

特　集　❶

が求められている」３）と記されています。で
は「食を営む力」とは一体，何か。このことを
考える上でぜひ参考にしたい資料があります。
　平成25（2013）年，厚生労働省は「日本人の
長寿を支える『健康的な食事』のあり方」の検
討会を開き，翌年10月に最終報告書をまとめま
した４）。画期的だったのは，単に医療や栄養の
専門家だけでなく，広く学校教育関係者や農
学，歴史学の研究者，料理人の方も委員に迎え
て「健康的な食事」とは何かを一から議論して
整理したことです。報告書では，食に関して教
育に期待される役割として，「望ましい食習慣
の形成」「豊かな食体験，学習」「食嗜好の形
成」，そして「食事観の形成」を挙げています。
「食事観」とは「適切な食事の実践，継続にか
かわる価値観」のことです。結論を急げば，私
はこの「食事観の形成」こそが「食を営む力」
の源泉となり，新型コロナ禍後の学校の食育で
中心にしていくべきものと考えています。

5． 「食事観」を育む食育を目指して

　家庭内の食事だけでなく，実は学校給食を通
しても，私たちはこの「食事観」を子供たちに
伝えています。給食の時間とは，給食という具
体的な食事をもとに，私たち大人，つまり子供
たちにとって家族以外の大人の，食への向き合
い方や態度に表れる価値観を子供たちに有言無
言で伝えている時間に他なりません。
　厄介なことに，ここに中立的な立場はありま
せん。「たかが給食…」「給食ってこんなもの」
と，学校給食に関わる大人たちが心の中でもし
そう思っていたとしたら，それはそのままそう

4 4

した
4 4

価値観として子供たちに伝わります。その
意味で，今回の新型コロナ禍がもたらした状況
は，平時にも増して，私たち学校給食関係者が
日頃から給食にどう向き合ってきたか，また，
今後どう向き合っていくかが試された（てい
る）場と言えます。
　では，その「食事観を育む食育」とは，一体
どのようなものなのでしょう。端的に言えば

「食は大切，食は楽しい」５）を子供たちにしっ
かり伝えていく食育になると考えています。

6． 学校食育の４つのコンセプト

　先日，文部科学省から『中学生用食育教材：
「食」の探究と社会への広がり』という副読本
が公表されました６）。いわゆる“食育の教科
書”となり，平成28（2016）年の『小学生用
食育教材：たのしい食事 つながる食育』に続
き，義務教育で学校食育が扱う内容の指針とな
るものです。そこでは冒頭に，中学段階の食育
で扱う４つのコンセプトが示されています。順
に挙げると「Ⅰ．体を作る・動かす」「Ⅱ．自
らの「食生活」を営む」「Ⅲ．体を守る・強く
する」「Ⅳ．食を通して他者と関わり,よりよい
社会をつくる」です。話の展開としては「自
分」を出発点に「なぜ食べるのか」「どう食べ
るのか」「食べるとどうなるのか」と進み，最
後に「食べるとはどういうことか」と，他者・
社会へと関心を向けていきます。まずは代謝
（metabolism：生命維持のための化学反応）の
基礎が扱われ，最終的に，食料の生産・流通・
消費に至るフードシステムについての現状と課
題を認識し，解決のために実践できることにつ
いて考えていくという構成です。
　ここであらためて留意したいのが，食育は社
会とのつながりも扱うことです。これは第４次
食育推進基本計画がうたう「食環境づくり」に
も直結する事柄です。従来，こうした社会的課
題について，とくに栄養士にとってはテリト
リー外のことと捉えられがちでした。しかし，
今後は栄養士もその課題に主体的に参与してい
かなければなりません。厚生労働省でも昨年度
から「自然に健康になれる持続可能な食環境づ
くりの推進」の検討会を立ち上げています７）。
その意味で学校教育の中にいる栄養士である栄
養教諭・学校栄養職員に期待される役割は大き
くなっていますし，従来から取り組んできた，
給食での「生産者とのつながり」や「減塩」「食
物アレルギー対応」の推進にとっても，あらた
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めて実践の根拠が与えられたことになります。

7．ICTを活用した給食時間の指導

　ここで，本論のテーマ「食は大切，食は楽し
い」という食事観を新型コロナ禍の中で子供た
ちにどう伝えていくのか，その実践について紹
介します。ここでのカギはICTの活用です。
　まず，大きく注目されたのが電子黒板と動画
です。給食時間での視聴覚教材活用の有効性
は，以前からも一部で指摘されていました８）。
しかし，「ながら食べ」を助長するものとして
積極的に扱われてはいませんでした。現在はタ
ブレット等で簡単に動画編集ができることもあ
り，その日の調理の様子や生産者からの声など
をもとに「味わう視点」を提供しながら３分間
ほどの動画にして校内で共有し，担任がクラス
の様子を見ながら上映する取組が各地で進めら
れています。さらに，電子黒板はカラーで投影
でき，以前は白黒印刷だった当日の「給食メ
モ」も，色彩豊かな映像資料として提示できま
す。「前向き食べ」や「黙食」はここでは効果
的に作用し，子供たちも担任もよく見てくれま
す。取材した東京都調布市立深大寺小学校（校
長：濵松章洋先生）では，「給食時間は食育の
授業をする時間」ということを教員間で再確認
し，栄養士の安齋亨先生が毎日作成する資料を
電子黒板に投影しながら，担任が「食トーク」
を行っています。無償提供の国産牛肉が出た日
には，BSE（牛海綿状脳症）騒動を機に整備さ
れた個体識別番号を活用して，資料からトレー
サビリティのサイトに誘導する仕掛けも作りま
した。番号を入力すると，牛の性別と出生地，
と畜された日の情報が瞬時に出てきます。それ
をもとに受け持ちの学年に合わせ，担任が，今
食べている牛肉の由来，なぜ今回給食に使われ
たのかの話をしました９）。
　ここに最近，さらに興味深い取組が加わりま
した。それは「パシャパシャタイム」（図２）
です10）。これは，当日の給食を子供たちが自分
のタブレットで撮影し，充電のために持ち帰る

自宅でその写真を見せて，家族と給食について
話してもらう取組です。撮影時間は学級ごとに
決め，喫食に影響の出ないようにしています。
　献立の写真は以前からHPに掲載する学校も
多く，「何か違うの？」と思われる方もいるか
もしれません。しかし，自分の子供が撮影した
ものなので保護者は必ず見ます。そこで子供
は，当日担任がクラスで給食について話したこ
とを家で再び話します。結果として，「食育だ
より」などの文書ではなかなかアウトリーチで
きなかった保護者層にも，学校給食を通して伝
えたい情報が届くようになりました。写真の盛
り付け量を見て，家庭から問い合わせもあった
そうです（同小学校では，子供が食べきれると
申告した量をもとに配食している）。学校から
は，今は子供に無理に食べさせる指導はしない
こと，しかし，減らす量があまりに多い場合に
は担任が必ず声をかけて，栄養士もきちんと
フォローしていることなどを伝えました。そこ
から保護者とのコミュニケーションが生まれま
す。学校の食育では積年の課題であった個別指
導の充実にもつながっていくのではないかと期
待しています。
　また，オンライン会議アプリを使い，給食室
から生中継をして授業を行った学校もありま
す。衛生管理が厳格になった今の給食室は一般
の立ち入りは厳しく制限されています。その学
校では，それまで学期末の給食終了後に給食室
の体験見学を行っていましたが，新型コロナ禍
を機にオンラインに変えました。実際の調理器

図２　�東京都調布市立深大寺小学校での「パシャパ
シャタイム」の取組の様子
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具の触って大きさを実感したり，調理員さんと
直に交流できたりする体験見学と比べると，両
者それぞれに長所・短所があるそうですが，オ
ンラインの場合は，まさに作る現場と教室をリ
アルタイムで結ぶ臨場感が絶大な効果を発揮し
ます。
　このように大いなる可能性を秘めた食育での
ICT活用ですが，大きなネックもあります。ま
ず，自治体によっては栄養教諭や養護教諭に
タブレット端末が支給されていないことです。
「授業をしない」というのがその理由だそうで
すが，給食や保健指導も立派な「授業の時間」
です。今後は国が進める「教育データ標準」
「データヘルス計画」等の進展に伴い，学校の
健康診断データを子供自身の生涯の健康づくり
に，さらに疫学にも活用して，国や地域の健康
増進に役立てていかなければなりません。その
最前線に立つであろう栄養教諭や養護教諭が
学校のICT化から早々に外されてしまったのは
由々しき事態です。
　給食施設内のICT環境の整備も課題です。
自校式給食の学校でもなぜか給食室には校内
LANのWi-Fiが届いていないケースが多く，先
に紹介した学校では，栄養教諭が私物のスマホ
を使い，通信費も自費で補っていました。ここ
はぜひ，学校内で「学校三師」と呼ばれ，学校
運営や地域の教育行政に大きな影響力を持つ学
校歯科医の先生方からも，学校や地域教育委員
会などに強く整備を働きかけてほしいところで
す。

8．味わうことの重視と口腔リテラシー

　もう１つ，学校歯科医の先生方にお願いした
いことがあります。先ほどの食事観の育成にも
関連することですが，学校給食においての「味
わう」ことのさらなる重視と，教職員に向けた
口腔保健に関するリテラシーの啓発です。まず
「味わう」ことの大切さについて，小誌で東京
都主任栄養教諭・松本恭子先生に伺ったインタ
ビュー記事から以下に引用します。

松本　この「味わう言葉」の取り組み，つ
まり「○○を食べて，短い言葉で表しま
しょう」という取り組みにはとても大きな
成果があり，自分自身にも大きな気づきを
もたらしてくれました。まず，この取り組
みがある日に残食が減った。ここなんで
す。別に「全部食べて」とは言わなかっ
た。こちらはただ「よく味わってね」と
言っただけです。（中略）「味わう」ことは
「よくかむ」ことなのです。だから私は「こ
れからは徹底して『味わう』にこだわって
いいんだ」という確信を持てました。
──なるほど。「味わって」ということの
中には，そこに必然的に「よくかむ」とい
う動作も入ってくる。
松本　もちろん，ただ「味わって」と言っ
ても，子どもたちはまだ「よく味わうとは
どんなことか」をわかっていません。なの
で，まず味を表現する視点として，「味覚」
「香り」「食感」など自分の感覚をすべて使
うことは教えないといけません。でも，そ
の前にそもそも「かむ」をしないことには
始まらないのです。よくかまないとそうし
た味の観察ができないと子どもたち自身が
わかれば，もう何も言わなくても“よくか
む”。だから「味わう」という行動に注目
させれば，そこに「かむ」は必ずついてく
る。そしてよくかんでよく味わっていれ
ば，食材や料理のよさがわかる。そのよさ
がわかれば，もう残す理由なんてないんで
す。だって，もともとまずいものなんて出
していないし…（笑）。
──あはは…
松本　給食がおいしいこと。それはもう前
提です。だから，この「味わう言葉」の取
り組みには大きな成果がありました。「よ
くかみなさい」「残さないで食べなさい」
とは言っていないのに，子どもたちはよく
かむし，実際によく食べられた。
（月刊『食育フォーラム』2020年６月号，
特集「味わう言葉の学び」，p.28）



46 ⃝ 

　もう１つは，京都市の元栄養教諭の和泉正美
先生への取材記事です。先生はとくに低学年を
中心に「かむことのしくみ」から分かりやすく
指導されています（図３）。和泉先生は特別支
援学校の栄養士との交流から咀嚼・嚥下の機序
を学んだことで，指導に大きなブレークスルー
があったといいます。以下に引用します。

　「下くちびるの上にのせて！」と言っ
て，みんなにさせる。「そしたらベロで片
方の奥歯にのせる。上手にのっているね」
と，みんなの顔を見ながら言います。次
に「じゃあ，お口を閉じて音聞くよ。どん
な音がする？」って聞いて。そうしたら何
人かが答えてくれます。それを聞いて「す
ごい音，みつけたね。じゃあ10回くらいか
んだら，反対の奥歯にベロでお引っ越しし
て，またかむよ。音をもう一回聞いてね」
と言って。そこでご飯を一口入れさせて一
緒にかませる。すると味が薄まって，キャ
ベツも甘かったり，苦かったり，だしの味
がしてきたりします。
（月刊『食育フォーラム』2019年12月号，
特集「食べ方を学ぶ」，p.21）

　こうした「かみかた」の指導をして，教室全
体で取り組むうちに苦手なものも食べられるよ
うになる子供が続出したそうです。
　ここで何を言いたいのか。まず給食時間が
「食べる」時間であり，なかんずく「味わう」

時間であることの再認識です。これは新型コロ
ナ禍であっても，いやそうした最中だからこそ
改めて注目したいことです。栄養教諭が全力で
考えた献立自体の力を信じることにもなりま
す。そして，その「味わう」行為を支える基礎
としての，学校の食育に当たる栄養教諭をはじ
めとした教職員の口腔リテラシーの向上です。
とくに学童期において，歯の生え替わり時期の
子供が抱える「食べにくさ」について，大人は
なかなか気づかないものです。また，咀嚼・嚥
下の仕組みがきちんと理解できれば，なぜ口を
閉じ，姿勢を正して食べなければならないかに
ついて自信を持って指導できます。
　ただ，以前知り合いの教員に「先生方も給食
をもっと味わって食べてほしい」と口走り，後
でひどく叱られたことがあります。給食時間は
そんなにのんびりした時間ではない。担任がい
かにその時間，子供たちの安全や関係性に神経
を張り巡らしているか分かっていないと言うの
です。しかし半面，指導する教員が心から給食
を楽しんでいなければ，子供たちにもその良
さ，大切さ，つまり「食事観」が伝わりにくい
のも確かでしょう。給食の開始時刻（社会通念
的には12時からですが，学校給食はほぼ40〜45
分遅れる）も関係する喫食時間の短さ，また担
任ひとりに指導の負担を負わせてよいのかも含
め，味わい，学び，食事観を伝える大切な時間
としての給食時間を尊重し，その教育的な価値
についても研究を進めていくべきです。
　もちろん「楽しく」も，学校給食では大切な
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図3　和泉先生への取材をもとに小誌で作成した資料（月刊『食育フォーラム』2019年12月号より，イラスト：日南田淳子）
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ことです。しかし，今後はその質も同時に考え
ていかなければなりません。例えば，戦後給食
の象徴とも言える「揚げパン」ですが，果たし
て通常，菓子パンを主食に食事をするでしょう
か11）。また，それを「食べ方の手本」として示
してよいものでしょうか。最近では「今は食品
ロスが問題だから，食べ慣れない和食などはや
めて，なるべく子供が残さないものに…」と，
献立に対して心ない要求もあるといいます。こ
うしたことに葛藤を抱える栄養教諭は少なくあ
りません。ぜひ学校歯科医の先生方には，健康
を支える専門家として，ややもすると後面に退
いてしまいがちな教育としての学校給食を支
え，それを担う栄養教諭の取組を応援する存在
になっていただきたいと思っています。

注及び参考文献
１）「汁なし給食」になる理由としては，他に厳しく
なった食塩の学校給食摂取基準，また自治体によっ
てはパン給食の時代から続く，１回の給食での使用
食器数の厳格な制限なども考えられる。ただ，仮に
減塩の理由からだとしても，学校給食が率先する形
で和食のミニマルである「飯＋汁」の型を崩してし
まうことは，過去の『変な給食』（幕内秀夫，2009年）
発刊のときに似た騒動を再燃させてしまうかもしれ
ない。
２）栄養教諭と学校栄養職員の大きな違いは，教室で
授業ができる教諭格の有無だが，実際には栄養教諭
免許を持ちながら，自治体の財政的な理由で学校栄
養職員に留め置かれていることもある。単なる処
遇改善と誤解されているケースも多い。国と文部

科学省では，栄養教諭への速やかな転換と配置の促
進を求めている（現在は，１校に１名いない）。文
部科学省「食育・栄養教諭に関してよくある質問
Q&A」（https://www.mext.go.jp/a_menu/sports/
syokuiku/06121505/001.pdf）参照のこと。
３）農林水産省（2021年）：「第４次食育推進基本計
画」，p.18
４）厚生労働省（2014年）：日本人の長寿を支える
「健康な食事」のあり方に関する検討会 報告書．
（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000059931.
html）
５）文部科学省食育調査官・清久利和先生のご発言な
どから。参考：月刊『食育フォーラム』2019年７月
号 特集「『食に関する指導の手引』改訂」，「学びに
つながる食育・学校給食を」
６）文部科学省（2022年）：中学生用食育教材「食」の
探究と社会への広がり．（https://www.mext.go.jp/
a_menu/shotou/eiyou/1288146.htm）
７）厚生労働省HP：自然に健康になれる持続可能な食
環境づくりの推進に向けた検討会．（https://www.
mhlw.go.jp/stf/shingi/other-kenkou_128610_00012.
html）
８）隂山英男：朝ごはんから始まる健康，そして学
力，月刊『食育フォーラム』2008年４月号，p.14．
９）本稿と内容が重複するが，2021年に（公財）神
奈川県学校給食会に寄稿した拙稿「新型コロナ禍
での学校給食」（https://www.kanakyu.or.jp/file/
kengakusha.pdf）に，これらの実践の詳細を書いた。
10）「パシャパシャタイム」の取組の詳細については，
「DX版 話食のすすめ」（月刊『食育フォーラム』
2022年４月号）に記した。
11）もっとも，現代の学校給食では仮に揚げパンが提
供される場合でも，それは主食としてではなく，デ
ザートの１つとして位置づけられ，献立に加えられ
ることが検討されるであろう。
※WEB資料はすべて2022年２月22日アクセス
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学校歯科医が知っておくべき 
支援が必要な児童生徒への 
アプローチの仕方

　戦後の昭和22年，憲法26条の「教育を受ける権利」が教育基本法の「教育の機

会均等」として条文化されたことを受け，同年に制定された学校教育法では「特

殊教育」が学校教育の一環に位置付けられ，全国に特別支援学校や特殊学級等

が設置され始めた。

　しかし，しばらくの間は特例措置がとられていたため，なかなか義務制の実

施には至らず，昭和54年にようやく実施された。

　日本学校歯科医会としても，過去に特別支援が必要な児童生徒を対象とした

学校歯科保健に関する冊子を数冊刊行し，情報を発信してきた。平成25年の調

査では，特別支援学校や特別支援学級だけでなく，普通学級においても何らか

の支援が必要な児童生徒（学習障害，注意欠陥多動性，高機能自閉症）が6.5％

程度在籍しているとされており，多種多様な障害をもつそれら児童生徒への対

応についても，学校歯科医として考慮する必要がある。

　今回の特集では，上記のような背景や状況を踏まえた上で，すべての学校歯

科医が知っておくべきことについて，各専門分野の立場からご示唆いただき，

少しでもご自身の学校歯科保健活動に役立てていただければ幸甚です。

� （専務理事・長沼善美）
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⃝支援教育専門家の立場から

教師の意識と保護者の思い
─特別支援学校の立場から─
神田基史
帝京大学教育学部　初等教育学科　教授

⃝特別支援学校の立場から

「大丈夫。この子は僕が診ているから」�
�学校歯科医と子供をつなぐ学校の役割
中澤美奈子
埼玉県立東松山特別支援学校　嵐山学園分校　養護教諭

⃝障害者歯科専門家の立場から

摂食嚥下や学校歯科保健における問題点に�
ついて
弘中祥司
昭和大学歯学部　スペシャルニーズ口腔医学講座　口腔衛生学部門　教授
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特集❷　学校歯科医が知っておくべき 支援が必要な児童生徒へのアプローチの仕方【支援教育専門家の立場から】

教師の意識と保護者の思い
─特別支援学校の立場から─

神田基史	 帝京大学教育学部　初等教育学科　教授

1． 知的障害特別支援学校教員の意識と
歯みがき指導

　筆者は，国立大学附属の知的障害特別支援学
校に31年間勤め，その後，私立大学の教育学部
で特別支援教育担当の教員をしている。経験か
ら言えば，学校歯科医については，内科・小児
科医と精神科医とともに３名いる学校医の一人
であることと，歯科健康診断は年に１回実施さ
れていること（本校は年２回）くらいの知識し
か持っていなかった。私たち教員は，仕事とし
て歯科健康診断の日には保健室に子供たちを引
率し，養護教諭とともに待機児童生徒の指導や
健康診断の手伝い・補助をする。加えて，知的
障害の子供たちの日常生活の指導として，給食
後や宿泊学習での朝晩の歯みがき指導を行う。
私自身も教員として歯みがきを率先垂範し，幼
稚部や小学部低学年では仕上げみがきや歯みが
き補助を根気よく繰り返していたことを思い出
す。また，副校長の時には，健康診断前と終了

後に学校歯科医にご挨拶にうかがうことも仕事
であったが，学校歯科医による保護者研修等は
専ら養護教諭任せであった。学校歯科医とじっ
くりお話しした記憶もない。
　また，個人的な事情として，学校歯科医を長
くしていた伯父（故人）がおり，従兄弟である
息子が跡を継ぎ，学校歯科医の職も長く続けて
いるにもかかわらず，学校歯科医に関して特別
な関心を持ったり理解を深めた経験は，残念な
がらほとんどない。
　教育に関して言えば，当時，歯みがき指導
では養護教諭が作成したポスターや歯みが
きの手順表などがあったことを覚えている
（図１，２）。トイレ前の手洗い場に表示されて
おり，これを示しながら歯みがき指導を行っ
た。幼稚部・小学部では，歯ブラシ・コップ・
歯みがき粉は各自が持っており置き場も決まっ
ていた。給食が終わり次第片付けをして，歯み
がきに取りかかる。教員が個別に指導に当たる
が，家庭での指導が行き届いていたせいか，子

要　約　　私は国立大学附属の知的障害特別支援学校に31年間勤め，その後，私
立大学教育学部で特別支援教育担当の教員をしている。その経験をもとに特別支
援学校の立場から，歯科健康診断や歯みがき指導・摂食指導等でお世話になって
いる学校歯科医に伝えたいことや知ってもらいたいことについてまとめた。「知
的障害特別支援学校教員の意識と歯みがき指導」「保護者の思い」「日本学校歯科
医の基本資料から」の章立てで，現状と課題，到達点をまとめた。結語として，
①学校歯科医と養護教諭の連携・協力が奏功して保護者への相談・研修事業や各
学級における教員の保健指導の充実につながっていること，②校長・副校長が
学校歯科医の話を聞き，学校運営に生かすこと（私自身の反省から），③願わく
ば，学校歯科医の皆さん方には，思いを語れない児童生徒とその養育に真剣に取
り組む保護者一人一人に細心の気配り心配りをお願いしたいこと（保護者の思い
から）の３点を強調した。
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供たちの歯みがきで苦労した経験はほとんどな
かったと記憶している。教員としての意識の低
さとともに教育指導の中身も漫然としており，
心許ない限りである。

2．保護者の思い

　知的障害特別支援学校の保護者（母親）は，
家庭の指導として歯みがきも幼児の頃から丁寧
に根気強く取り組んでおられた。幼稚部担任
だった３年間の歯みがき指導を振り返っても，
特に苦労・苦心したという記憶がないのは各家
庭の指導が行き届いていたからだと思われる。
歯科医院への通院には苦慮されたのではないか
と思われるが，親同士の情報交換で対応可能な
歯科医院を見つけていたようである。中には，
特別な病院で麻酔をかけて治療したという話も
聞いたことがある。今思えば，むし歯の治療や
歯科医院選びは家庭任せであった。養護教諭や
学校歯科医が，適切に情報提供や相談に応じて
いたのだと思われる。
　今回，歯科医院に関する保護者アンケート調
査なるものをネット検索して見つけたので，保
護者の思いとして概要を紹介する。これは，「発
達が気になるお子さまの歯科医院利用に関する

アンケート」（ミュゼプラチナム・LITALICO
発達ナビ，2019年１月24日～２月３日実施）の
表題で，保護者806名が回答している１）。
　以下に，内容の抜粋を掲載する。

　まず歯科医院を受診したきっかけ（複数
回答可）については「定期健診のため」が
もっとも多く67％，ついで「虫歯予防」
54％と「虫歯治療」43％と，やはり「虫歯」
に関わる治療が多くなりました。歯並びの
相談や歯が生え始めたタイミングでという
回答も比較的多く，虫歯治療をしないで済
むようにという，予防歯科の意識もうかが
えます。
　では，「歯医者さんに行こう」と言われ
たお子さんの反応はどうでしょうか。「苦
手だが頑張って行っている」が39％で最も
多く，「苦手で自分からは行こうとしない」
が27％で，合わせて66％が苦手だと感じて
いることが分かりました。「特に問題なく
行く」は27％，「好んで行く」は７％でし
た。
　最近の小児歯科医院では待合室に遊具が
あったり，治療後のごほうびを用意するな
ど，歯科医院への恐怖心を小さくしたり，
楽しみを増やすような工夫をしているとこ
ろもあります。子どもの治療に特化した小
児歯科を利用するなど，医院選びもお子さ
んにとって歯科治療のハードルを下げるポ

図２　小学部～高等部までの歯みがき指導表
（資料提供：筑波大学附属大塚特別委支援学校養護教諭・圡田
裕美教諭）

図１　幼稚部用の歯みがき指導の手順表
（資料提供：筑波大学附属大塚特別委支援学校養護教諭・圡田
裕美教諭）
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イントになりそうです。

　「歯科医院が苦手な子供は，何が原因なの
か」については，567件の回答が図３に示され
ている。
　「見通しが立たない慣れない行為や場所であ
ること 43％」，「治療などで用いる機械などの
音 40％」，「診察や治療にあたって口周りや
口内を触られること 32％」，「じっとしてい
ること 28％」，「治療などで用いる薬などの
味 22％」，「治療で感じる歯の痛さ 22％」等が
主な理由となっている。
　発達障害の特徴である新奇な状況（物）や場
面に対応できないことや，感覚過敏に関する内
容が原因となっていることが分かる。
　「歯科医院の対応について，保護者はどう感
じているか」に関しては，図４のとおりであ
る。

○よいと感じた対応の例
　約６割の保護者が，子どもへの対応が良
いと感じています。スタッフが優しかった
り，治療中にDVDが見られたり，「頑張っ

たね」とごほうびをくれたりと，歯科医院
側の心配りが保護者に安心感を与えている
ことがわかります。
　歯科医院側がごほうびを用意してくれる
例もあるようです。
⃝�最後にコインをもらってガチャガチャが
できるようになっているので，嫌がりま
せん
⃝�待つ間，タブレットでアニメを見せてく
れる
　「いきなり処置せず，機械を見せなが
ら，時には触らせながら説明をしてくだ
さった」「この先から風が出るよ～とか見
せてくれてから作業してくれます」など
と，常に小さな「見通し」を示すことで，
子どもの心理的ハードルも下がるようで
す。
　ほかにも，
⃝�一番初めに今日の治療内容を説明してく
れる。器具に対しての質問に詳しく答え
てくれる
⃝�処置の詳しい説明と，使用する器具の説
明をしてくれた。また，器具を触らせて
くれて痛みのないことを話してくれてか
ら処置に入った。処置の間は子どもが鏡
を見て処置の理解ができるようにしてく
れた
⃝�10回さわるよ，と数をカウントしながら
治療してくれる
⃝�クイズ形式にしてむし歯の治療のやりか
たや怖い音も楽しい音楽のように言って

図３　歯科医院が苦手な子供は，何が原因なのか
（文献１）から）

見通しが立たない慣れない
行為や場所であること

Ｑ．お子さまは歯科医院の何に抵抗感を感じていますか？
（複数回答可）

治療などで用いる
機械などの音

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

(43％）61％

57％

45％

40％

31％

31％

18％

13％

(40％）

(32％）

(28％）

(22％）

(22％）

(12％）

(９％）

診察や治療にあたって
口回りや口内を触られること

じっとしていること

治療などで用いる薬などの味

治療で感じる歯の痛さ

歯科治療など医院のスタッフ
を怖いと感じること

その他

※「Ｑ．お子さまの歯科医院への親近感について当てはまるものを教えてください」で，
苦手で自分からは行こうとしない，苦手だが，頑張って行っていると回答した565名
への質問

※（　）内は全回答者806名を母数とした場合の割合
回答数：565件

図４　�歯科医院の対応について，保護者はどう感じて
いるか（文献１）から）

Ｑ．利用している（したことがある）歯科医院は
　　お子さまへの対応がいいと思いますか？

59％29％

● とてもそう思う
● 少しそう思う
● あまり思わない
○ まったく思わない

１％

11％11％11％

回答数：806件



日本学校歯科医会会誌 131号 ⃝ 53

特　集　❷

頂き，楽しい場所と教えてくださいまし
た
　といった声が寄せられました。
○よくないと感じた対応の例
　逆に「終わるよ」と言ってなかなか終
わらなかったり，無理やり押さえつけた
り，「ほかの子は我慢できるのにおかしい
なー」などと劣等感を刺激されると嫌がる
ようになる，といった回答が多く寄せられ
ました。
　対応が良くなかったと思う理由としては
ほかにも，
⃝大まかに説明してすぐ口を見せてという
⃝脅しと押さえつけ行為にて治療
⃝�先生の思うように治療が進まないとイラ
イラする
　というように配慮を欠いた治療の進め方
や，今後の治療への拒否感につながるよう
な対応をされたという声もありました。

　以上，引用が多くなったが，特別支援教育に
関わる教員であれば「なるほど」と思われる回
答となっている。思い起こせば，自分の現役時
代にも，同様な話を保護者会や家庭訪問等で耳
にしてきたことである。

3．日本学校歯科医会の基本資料から

　「障害児」と「歯科治療」で参考資料を探そ
うと検索しているときに，日本学校歯科医会作
成の『特別支援が必要な児童生徒に対する学校
歯科保健（特別支援学校・学級における学校歯
科保健）』（平成23年３月31日）２）を見つけた。
　同書の「第Ⅳ章　特別な支援を必要とする児
童生徒への学校歯科医の対応」の「１．保健管
理での留意点，配慮すべき事項（児童生徒への
基本的対応）」では，表１のとおり，「対応の基
本」がまとめられている。そのまま，特別支援
学校や特別支援学級の新任教員へのアドバイス
として活用できる内容である。
　言葉の理解や知的発達に遅れのある児童生徒
の障害特性や一人一人の“困り感”に応じた丁
寧な対応が求められる。特に，簡潔で分かりや
すい言葉を使うことや，言葉を補足する視覚的
な支援（文字カード，絵カード，シンボルマー
ク，イラスト，写真等）の活用が有効である。
このことについては，同書の「Ⅴ章　特別な支
援を必要とする児童生徒への支援方法」に詳述
されており，教育情報ナショナルセンター（現
在は運用停止）等で情報提供されている「保健
教育で使う静止画や動画」や口腔保健センター
や保健所などで活用されている「視覚情報カー
ド」の具体例が示されている。さらに，国立特
別支援教育総合研究所の発達障害教育推進セン
ターの「発達障害児のためのサポートツール
データベース（DB構築：全国LD親の会）」の

表４　対応の基本（文献２）から）

接し方

⃝落ち着いて診査が受けられたら，検査中や検査後に十分褒める。
⃝言葉かけや説明は，発達状態に合わせた言葉で行う。
⃝意味のはっきりした言葉を使う。
⃝肯定的な雰囲気で行い，怒ったり，否定的な言葉は使わない。

見通しを持たせる

⃝「次に何をするか？」を伝える。
⃝10カウントを行う。
⃝絵カードなどの利用。
⃝�入り口に，「しかけんしんちゅう」「すわったらおおきなくちをあけ

る」などと書いた文字カードや口を開けたカードを貼る。

視覚情報の活用

⃝絵（写真，文字）カードや学習障害の児童生徒に解るカード。
⃝顎模型。
⃝手袋（軍手やミトン）付きエプロン（座った時の手の位置）。
⃝足形を床に貼る。
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紹介があり，例として「日常生活動作　食事30
項目，歯みがき６項目」の説明が掲載されてい
る。

4．まとめ

　筆者自身は，特別支援学校教員としては専ら
歯みがき指導を担当してきただけであり，具体
的に学校歯科医を頼ったり，連携した具体的な
体験は乏しい。今回，原稿を書くに当たって元
の勤務校の養護教諭に簡単な取材をしたとこ
ろ，養護教諭と学校歯科医は非常にきめ細かに
連携・協力していることが分かり，今更ながら
感心させられた。
　保護者への保健研修だけでなく，教員が授業
の中で実施する歯科保健指導でも，学校歯科医
がYouTube動画に自ら参加している（図５）
との話もあった。保護者や教職員からの信頼が
厚いのは当然で，保護者・教員はこの学校歯科
医の名前と顔を知っているし，必要なときには
開業先の歯科医院を積極的に訪ねているとのこ
とであった。なお，YouTubeの活用はコロナ
禍における教育的対応の新しい在り方としての
意味合いも大きかったようである。
　最後にまとめとして，①学校歯科医と養護教
諭の連携・協力が奏功して，保護者への相談・
研修事業や各学級における教員の保健指導の充
実につながっていること，②校長・副校長が学
校歯科医の話を聞き，学校運営に生かすこと，
③願わくば，学校歯科医の先生方には，思いを

語れない児童生徒とその養育に真剣に取り組む
保護者一人一人に，細心の気配りと心配りをお
願いしたいこと（保護者の思いから）の３点を
挙げておきたい。

引用文献
１）ミュゼプラチナム，LITALICO発達ナビ：発達が
気になるお子さまの歯科医院利用に関するアンケー
ト，2019年１月24日～２月３日実施．https://h-navi.
jp/column/article/35027260
２）日本学校歯科医会：特別支援が必要な児童生徒に
対する学校歯科保健（特別支援学校・学級におけ
る学校歯科保健）（デジタルブック），平成23年３
月31日．https://nichigakushi.or.jp/dentist/book/
digitalbook/shien_book/shien.pdf

図５　学校歯科医と連携した保健だよりの例
（資料提供：筑波大学附属大塚特別委支援学校養護教諭・圡田
裕美教諭）
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特集❷　学校歯科医が知っておくべき 支援が必要な児童生徒へのアプローチの仕方【特別支援学校の立場から】

「大丈夫。この子は僕が診ているから」
学校歯科医と子供をつなぐ学校の役割
中澤美奈子　埼玉県立東松山特別支援学校　嵐山学園分校　養護教諭

1．特別支援学校を取り巻く昨今の現状

　少子高齢化の一方で，医療の進歩，特別支援
教育への理解の広がり，障害の概念の変化や多
様化など，特別支援教育をめぐる社会や環境の
変化に伴い，特別支援教育を必要とする子供の
数は増加の一途をたどっている１）。ある特別支
援学校では，教室不足対応として，特別教室を
２つに区切り２教室として使用している。建築
資材である水色の断熱材をパーテーションに張
り付け，音に過敏な生徒が集中できる工夫が散
見される。
　文部科学省設置「新しい時代の特別支援教育
の在り方に関する有識者会議」では，障害の状
態に応じて，その可能性を最大限に伸ばし，自
立と社会参加に必要な力を培うため，一人一人
の教育ニーズを把握し，適切な指導及び必要な
支援を行う必要があるとしている。また，主な
検討事項として，①特別な配慮を必要とする子
供たちに対する指導及び支援の在り方，②医療
や福祉と連携した特別支援教育の推進方策の２
点を挙げている２）。
　特別支援を要する子供にとって，歯・口の健

康づくりの実践は，心身の発育・発達を促し
個々の持つ能力を最大限に伸ばし，生活の自立
や社会生活への参加，障害の改善や克服につな
がる生活を豊かにする手段であり，生涯にわた
るQOL向上のための重要な活動である３）。
　さらには二次的な障害を防止するために重要
な課題である４）。
　一生涯を見据えた健康観をこの学齢期に構築
するため，多職種連携先として学校歯科医に頼
るところは大きい。近年の健康課題の多様化に
対応して，学校歯科医には保健管理・保健教
育・組織活動を通して学校への支援のさらなる
充実が求められている５）。
　埼玉県養護教諭会の調査６）によると，特別
支援学校の養護教諭の71％が連携先として医療
機関を挙げている。医療との連携は不可欠であ
り，他校種よりも連携度は極めて高い。特別支
援学校の養護教諭配置に関しては，他校種より
早く複数配置が行われている。それは児童生徒
の障害理解や校内外との連携調整の重要性が大
きく関係しているからである。複数配置の成果
は大きく，「特別支援におけるセンター的機能」
はより高まりを見せた７）。センター的機能の実

要　約　　特別支援教育を必要とする子供の数は増加の一途をたどっており，小
中学校では，健康診断や歯みがき指導での“困り感”が増大している。特別な支
援を要する子供にとって歯・口の健康づくりの実践は，社会参加，障害の改善・
回復につながる生活を豊かにする手段であり，生涯にわたるQOL向上のために
重要な活動である。さらには二次的な障害を防止するにも有効な手立てである。
学校歯科医と児童生徒・保護者をつなぐことで自立の方向性を可視化できる。そ
して，一生涯の健康を保持する医療と児童生徒の関係性の構築・円滑化がゴール
である。「なんとしてもお医者様に慣れてほしいのです」という保護者の切なる
願いを実現させるものでありたい。
　学校歯科医には，この新年度「特別支援教育への考え」「子供への思い」を改
めて学校関係者に語っていただければと考える。学校の受け入れ体制に課題があ
れば，要望をお伝えいただけると幸いである。
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態としては，地域支援の枠をはるかに超え，県
内各所，ときには県外からも相談が寄せられ，
保健指導における小中学校の“困り感”が直に
伝わってくる。
　今後，社会情勢の変化や児童生徒の障害の多
様化・重複化が予想され，ますます包括的・総
合的なアプローチが必要とされるであろう。

2．学校歯科医と子供をつなぐ

　養護教諭が，学校歯科医との情報共有を工夫
して，コーディネーターとして働きかけること
で，児童生徒の学びにつなげることができるの
ではないだろうか８）。

〈エピソードＡ〉
　小学部２年男子。情緒の日変動が激しい。朝
は，平静を保てていたが，健康診断直前で衝動性
が高まり始めた。「健康診断は無理か」と，関係
者一同で諦めかけたところ……
　「大丈夫。この子は僕が診ているから。定期健
診でフォローしておくよ」と学校歯科医。

　たまたま学校歯科医が主治医でもあり，この
子供の歯の状態を知り尽くしているところでの
一言である。医療と子供をつなぐ意義を強烈に
印象づけたエピソードであった。
　子供は，初対面や白衣を苦手とする特性があ
るため，学校歯科医は来校時に学校オリジナル
Tシャツを着用している。このTシャツは日常
的に教職員が着ており，子供たちは親しみを感
じやすい。Tシャツの似合う学校歯科医を目に
すると，本校職員としてチームを構成している
一体感を感じる。教職員にも好評である。
　文化祭や運動会，授業参観日には招待の通知
を送り，開催通知ポスターの病院への掲示をお
願いした。また，作業学習で作成した物品の展
示を医院内で実施して，地域交流の橋渡し役を
引き受けている学校医もおられる。普段の様子
を知っていただくため，保健だよりを毎月送付
している。学校医の顔写真を保健室の一番目立
つ位置に常設掲示をしている。健康診断前に
は，特に説明を加えて学校医を紹介する。視覚
優位で刺激に対して過集中になるため，他の掲
示物は極力控えている。
　子供は，表現手段が限られるため，原因が明

らかでない口腔内の外傷については，歯科相談
につなげる。特性である自傷・異食・歯ぎしり
と区別する見立ては，学校歯科医の協力がぜひ
とも必要である。歯科相談から虐待通報につな
がる事例は少なくない。

3．歯科健康診断の工夫

　子供は「初めての人」「初めての場所」「初め
ての経験」を苦手とする特性を持っているの
で，慣れる練習が欠かせない。スモールステッ
プで少しずつ目標値を上げていく。

（１）保健室に入ってみる
　保健室が苦手な子供には，気持ちの余裕のあ
る時を見計らって，担任と何度も訪れ，少しず
つ距離を縮めていく試みをしている。担任と話
し合いながら課題を設定し，そのつど賞賛し，
成功体験を重ね，抵抗を少なくしていく。

〈健康診断までのスモールステップ〉
１日目…保健室廊下まで散歩
２日目…廊下の掲示物を読む
３日目…入り口にタッチ
４日目…�大好きな小物を保健室の机上にあらかじ

め置いておき，取りに行く
５日目…体重計に乗ってみる
６日目…養護教諭と握手
７日目…デンタルミラーを手に取る
８日目…模擬歯科健康診断（図１）

　通常の通院場面では，白衣の医療従事者に関
わることになるため，白衣の担任と模擬歯科健
康診断をすることもある。また，アニメキャラ
クターのエプロンを着用する学校歯科医もい
る。
　模擬歯科健康診断を行うことにより子供が慣
れ，本番がスムーズに行われる場面が見られ

図１　マイブラシで一安心の模擬健康診断
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子供もいるので，一人一人の実態に合わせて指
導を行う。特に新小学部１年生は，歯科に限ら
ず「身体測定」「耳鼻科」「眼科」「心電図検査」
と，事前の練習を積み重ねて健康診断への適応
力を獲得する（表１）。４月の校内探検オリエ
ンテーションでは保健室に入室できなかった児
童が，６月には入室し始める姿が見られる。
「今は受診困難でも，12年間かけて受診を目指
す」。それが生涯健康でいられるための医療受
診や，予防のための健康診断受診につながると
考えられる。
　「病院が苦手なので，何とか学校でお医者様
に慣れて欲しいのです…」という保護者の切な
る願いがある。特別支援学校の健康診断は，『医
療と児童生徒を結びつけ，病院に行けるよう支
援していく』ことをねらいの１つにしている。
健康診断を受診できた成功体験が児童生徒の大
きな自信となり，一生涯の健康を保持する医療
受診につながっていく。

（２）待合の工夫
　健康診断開始まで長時間待つことが苦手なた
め，待合で絵本の読み聞かせをする。絵本には
『わにさんどきっ はいしゃさんどきっ』（五味
太郎作，偕成社）が選ばれている。
　子供の特性によっては，タイミングを見計
らってすぐに会場に入れるよう教室で待機させ
る場合もあり，個別の対応を工夫している。
　他児の健康診断の様子を見てもらうと安心す

るケースもある。また，最後尾にまわして仕切
り直す時間を確保することもある。また，担任
自らが健康診断を受けて「あー，いたくなかっ
た。大丈夫。学校歯科医の先生ありがとう」と
模範受診を見せることが有効な例もある。
　担任と手をつないでゆっくり入室し時間をか
けて実施するため，小中学校よりゆとりのある
時間設定が必要である。
　静かに待つことも大事な課題である。健康診
断会場前に図２を掲示し「これこれ」と見せる
と，模倣しあう姿が見られる。大声を張り上げ
るよりも掲示で静かに伝えたほうがより具体的
な分かりやすい指示となる。
　集中して歯科医の声を聴きとり，自分の歯の
状態を自ら確認できるようにするため，診断記
号の説明を待合に貼り出す。「〇って，いい歯
じゃないんですね」と驚いて確認に来るのは毎
年恒例である（図３）。

（３）具体的指示とは
　特別支援学校では，行動を具体的に言語化し
た指示が求められる。具体性の法則（MORSの
法則）を利用し，より分かりやすい指示を工夫

表１　知的障害特別支援学校小学部における学校医検診の工夫と配慮の全体図（文献９）を改変）

発達の遅れに伴う心理的混乱への工夫と配慮
雰囲気を
体験させる

◦模擬練習
◦�器具に触れる

検診をイメージ
させて理解を促す

◦示範
◦視覚説明

落ち着かせて
安心させる

◦�学校医の顔に慣れ
る

◦�保健室と養護教
諭に慣れる

◦付き添い
◦�服装の工夫
◦�受診体位の工夫
◦�実施場所の工夫
◦�待機場所の工夫

◦�心電図：室温調整
◦�眼 科 検 診： 部 屋

の明るさ調節
◦�歯 科 検 診： 健 診

手技の工夫
◦�歯 科 検 診： 移 行

対象を待つ

恐怖心から気を
紛らわせる 心電図：ディストラクション

重複する発達の偏りや歪みへの工夫と配慮

始まりから終わり
までの見通しを
持たせる

◦�流れの構造化
◦�時間の構造化
◦�場所の構造化

刺激を避けて
集中させる

◦�視覚の刺激の遮
断

◦�聴覚刺激の遮断

◦�耳 鼻 科 検 診： 触
覚刺激の遮断

◦�眼 科 検 診： 注 視
させる

パニック時の
安全を確保する ◦�耳鼻科検診：怪我の防止

プライバシーへの工夫と配慮
児童の
プライバシーを守る

◦�内科検診：性別に留意

注）カテゴリーは太字，網カケ部分は検診項目に特化したカテゴリーとサブカテゴリー

図２　指示を視覚化する
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することができる10）。

〈具体性の法則〉
	 Measured	＝	数値化できる
	Observable	＝	�観察できる　誰が見てもどんな行

動か分かる
	 Reliable	＝	�信頼できる　複数の人が見ても同

じ行動だと認識できる
	 Specific	＝	明文化されている

　健康診断時に「椅子に座るよ」と声かけする
ときは，椅子を指さしながら，「この丸椅子に
座ります」と伝え，「この丸椅子」という座標
軸を示すことでより分かりやすくなる。動線も
ビニールテープで可視化し，動きを明確にして
いる（図４）。
　また，「すぐにおいで」と呼び寄せる場面で
も，「10かぞえるうちに中澤先生の右にいきま
す」と，具体的な時間と近寄る場所をピンポイ
ントで伝える。10カウントはゆっくり子供の様
子を観察しながら数えていく。複雑な指示は，
混乱するので短い単純な言葉が有効とされる。
「ちゃんとそこにすわって」「こっちおいで」は
あいまいでとても難しい指示とされる。
　「１センテンス＝１ミーニング」とし，「１回
の声掛けで１回の指示＋賞賛」で行動を見守る
ことが効果的である。作業記憶がとても限定的
であるので，時間を追って「継次処理」するよ
う促すのが適切である11）。
　手順書（図５）を利用して事前指導を実施す
る。始めから終わりまでの手順が分からないと
混乱する特性を補うものである。見通しを持た

せるために，健康診断の当日には保健室の前に
も掲示する。先行研究によると①健康診断手順
書を利用することにより見通しがつき安心して
健康診断を受けることができる，②会場整備や
個別スケジュールとの連動で担任や学校医と連
携できると報告されている12）。

（４）見通しを持たせる声かけ

〈歯科健康診断の声かけ〉
①�「はじめるよ あーっ」➡開始の明確化（図６）
　� 「半分終ったね。あと半分だよ」➡折り返し
②�数を数える「10数えるとおわるよ」➡終了の
見通し
③「最後にがっちん。あー。いー」
④「おしまい」➡終了の明確化
⑤�「よくできたね。さすが○○さん」➡賞賛
⑥�みがけているねカード（図７）を渡す➡賞賛

　図8で示すように，複数で対応に当たるが，
声をかけるのは，最も関係性のできている担任
に絞る。あちらこちらの多方向から声をかけら

図６　�開口指示を視覚
化する

図７　�みがけているねカード

図５　手順書（歯科健康診断）
図３　診断記号を暗号のように楽しむ 図４　見えない動線を視覚化する

はみがきが上手にできています



日本学校歯科医会会誌 131号 ⃝ 59

特　集　❷

れると，誰の指示に従えばよいか，子供に混乱
が生じてしまうからである。

（５）安心・安全をデザインする
　健康診断会場は，カーテンやパーテーション
を利用して視覚的に遮断し，落ち着きのある空
間にする。
　安心感を持たせるために全身を毛布でくるむ
こともある。好きなぬいぐるみを抱っこさせ
る，また，気に入っているハンカチを持たせ，
心の安定を図る場合もある。
　セラピーマットや畳マット，ベッド，長椅子
を利用して，横臥位による健康診断も選択肢と
して準備しておく。学校歯科医の膝枕に頭を置
き，下半身は担任の胴に巻き付けて受診する事
例も見られる（図9）。
　自分の歯ブラシを持参し，歯ブラシで健康診
断を実施すると安心して口を開くケースもある。
　衝動性の高い子供に対応するために腰コル
セットや硬化プラスチックの指サックを持参す
る学校歯科医もいる。何よりも関係者の安全が
第一で，手洗いや歯科ライト等物品の位置を子
供の動線から外し，多動時を想定しておくこと
が必要である。

（５）健康診断未受診者のフォローアップ
　子供がどうしても健康診断会場に入れない場
合は，学校歯科医自ら教室に出向いて，慣れた
教室で健康診断をしていただくこともある。ま
た，子供の信頼を得られている担任が口腔内を
スマートフォンで撮影し，画像を学校歯科医に
見ていただき指導を受けることもあった。
　年々，子供は受診に慣れていくが，昨年でき
たことが今年はできなくなることもある。経年
変化を見ていただくために，健康診断票の校医
所見欄に受診時の様子を記入しておき，フィー
ドバックすることが有効である13）。
　予備日に再チャレンジしたり，別日に保護者
と病院にて健康診断することも想定し，取りこ
ぼしのない実施を進めている。

4．学校歯科医と保護者をつなぐ

（１）事後措置
　学校健康診断をきっかけに学校歯科医と保護
者との信頼関係が構築され，子供の通院を始め
るケースが散見される。また，歯科健康診断で
の真摯な姿に絆された教員が，自らの主治医と
して選ぶこともよく見られる事例である。

〈エピソードＢ〉
　中学部２年男子。保護者から「てんかん薬の副
作用による歯肉炎なので通院したくない」と，歯
科健康診断の結果に対して医療拒否の申し出が
あった。

　学校歯科医と相談した結果，副作用の可能性
を受け入れつつ，口腔衛生とプロフェッショナ
ルケアの重要性を丁寧に説明することにより，
ご理解をいただくことができた。

（２）歯科健康相談
　歯科相談（図10）には，医療受診率を上げ，
保護者のニーズを満たす効果がみられる。そこ
で「保健だより」で相談日をお知らせし，広く
保護者に呼びかけている。
　保護者のニーズは以下の５点に分類できる。
　①かかりつけ歯科医を探している
　②学校歯科医の先生を知りたい
　③治療が怖いので受診方法を模索している
　④�主治医に相談するほどでもないが，話を聞図9　膝枕で歯科健康診断

図8　支援者の柔らかな声が耳に入る
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きたい
　⑤�実際の受診は困難ではあるが，セカンドオ
ピニオンを聞きたい

〈エピソードＣ〉
　中学部２年女子。主治医からのフッ化物塗布を
受けられず，保護者は困っていた。場所が変わっ
て，慣れている学校だったらできるかもしれない
と，相談を希望された。

　学校歯科医は，母親の話を聞きとり，ゆっく
り時間をとって，歯みがき指導にあたった。結
果，初めてフッ化物塗布することができ，今後
の口腔衛生や歯科治療，予防に関して可能性を
広げることができた。

〈健康相談参加保護者の感想〉
　いきつけ医はあるものの，今までフッ素ができ
たことがありませんでした。なれた学校ならでき
るかもしれないと思い，気楽な気持ちで，お友達
のお母さんと参加しました。
　歯科医院ではできなかったフッ素ができ，歯み
がきの方法も学校医の先生にほめていただきとて
もうれしいです。これが，病院でのフッ素に結び
ついてくれるといいなあと思っています。

（原文掲載）

（３）学校保健委員会
　学校保健委員会では「かみかみ献立」を学校
歯科医が自ら立案。後日，正式に学校給食献立
として採用され，「招待給食会」実施の流れを
作った。その際，学校歯科医に摂食の様子を見
ていただき，生徒が直接指導を受けることがで

きた。歯科医師とともに給食を食べる機会を通
して，親近感を持たせ歯科診療につなげる意図
も期待できる（図11）。
　保護者を対象とした講演会では，食形態につ
いて取り上げている。また，事前に質問を保護
者から受け付けて保護者のニーズにあった講演
内容に組んでいる。欠席の保護者にも「学校保
健委員会だより」として情報が確実に伝わるよ
うにしている。また，小学生期の習慣づけがポ
イントとなるため，小学部１年生を対象とした
「親子歯みがき教室」も開催している（図12）。

〈歯みがき教室参加保護者の感想〉
　どうしてもはみがきがにがてで参加してみまし
た。かがみを使うといいですよとアドバイスいた
だきましたが，なかなかうまくいきませんでし
た。	 （原文掲載）

〈数日後の同保護者からの連絡〉
　おかげさまで，なんとかみがけるようになりま
した。かがみってすごいですね。	 （原文掲載）

図10　初めてフッ化物塗布ができた喜び

図12　手鏡に苦戦したが数日でできるようになった

図11　学校歯科医（左）の笑顔に児童も笑顔
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5．医療連携 ─医療と子供をつなぐ─

〈エピソードＤ〉
　小学部６年男子。歯科治療の際，団子菓子を咀
嚼しながら診察室に入ってきたとの情報を学校歯
科医から受けた。

　早速，保健だよりで「歯医者さんでのマ
ナー」について周知。児童保健委員会と教員の
ロールプレイ「はいしゃさんへいこう！」で病
院へのかかり方を学んだ（図13）。

（１）専門医情報の選択
　「障害者歯科専門診療所の予約が３か月後ま

で取れない」と尻込みをしてしまう保護者の話
を受け，生涯にわたって生活圏内で持続的な歯
科保健管理が受けられるように，障害者歯科相
談医の情報を集めた。このデータベースの紹介
をする際には，「高齢者に対応」「車いす診療に
対応」「発達障害に対応」と，歯科医によって
専門性が異なることから，事前に適応を電話確
認してから伝える仕組みにした。

（２）通院手順書の作成
　「学校歯科医の医院用」「障害者歯科専門診療
所用」「近隣歯科医院用」と，３パターンの通
院手順書を作って貸し出した。データの提供を
行ったところ，保護者が子供の名前を入れた
り，保険証のコピーをつけたりと，個に応じた

図13　ロールプレイ「はいしゃさんへいこう！」　児童はナレーターを担当

① 電話でよやくする

② 受診券・保険証・診察券を持つ ③ 歯みがきをする ④ 受付をする

⑤ おかしはたべない ⑥ 問診票をかく
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カードを作っていた。実際の受診の際に携帯
し，１枚ずつめくって確認していく場面も見ら
れた。１枚で全場面を説明している健康診断用
手順書と較べて，通院手順書では場面ごとに区
切られており，より分かりやすくなっている
（図14）。

（３）教員研修から地域に情報発信
　教員が障害者歯科について理解を深めるた
め，障害者歯科専門医を招いての校内研修会を
実施した。すると，専門医が主催する他の研修
の情報も入手しやすくなり，教員が連れ立って
参加するようになってきた。また，養護教諭会
の研修会に障害者歯科専門病院訪問（図15）を
組み入れ，養護教諭が障害者歯科についての知
識を深く掘り下げる機会を持った。内容は研究
発表会で伝達され，研究冊子となり地域に広
まっていく。

6．歯みがき指導

〈学校歯科医の歯みがき指導アドバイス〉
⃝繰り返しが必要
⃝�さまざまな特性があるので，個性の理解と尊重
が必要
⃝�歯みがきは人生の一部。苦手でも，みがいても
らえる習慣をつければ大丈夫
⃝�みがいてもらった人に，感謝の気持ちを表現し
よう
⃝�歯みがきは健康法。滑舌・咀嚼にも２次的効
果が期待できるので，特別支援教育には欠か
せない

（１）保護者と連携する歯みがき支援
　食後の歯みがきは，個別に支援に当たってい
る。子供によって支援方法はさまざまであり，
特性を見極め，保護者のニーズと家庭での手法
を聞き取り，学校でも反復させて定着を図る。
保護者の支援と同一方法をとることにより，集
中が高まる効果が期待できる。口腔感覚の過敏
さを持つ子供には，口腔マッサージでリラック
ス効果を上げて唾液の分泌を促したり，スポン
ジブラシに慣れるところから始める。

（２）使いやすい歯ブラシを管理する能力
　歯ブラシを咬んで口腔刺激にこだわる様子が
多々観察される。そのため，すぐに傷んでしま
う歯ブラシの管理も重要な日課である。「毛先
が曲がっていると，汚れを落とす効率が下がっ
てしまう」と，曲がったほうきを例に挙げて説
明している。保健指導の時間でも取り上げ，個
別に自分の歯ブラシと模型歯ブラシを比較し，
点検を子供自ら行っている（図16）。

図15　教員が実体験して地域に伝える

図16　自分の歯ブラシを点検する生徒

図14　通院手順書
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（３）うがいの練習
　うがい技術の獲得もスモールステップで支援
している。

〈うがいのしかた〉
①こっぷに水を半分入れる
②口に入れる
③うえをむいて「かー」という
④こころで５数える
⑤くちをとじ，流しに「ぺっ」とだす
⑥もう１回くりかえす

　フッ化物洗口を導入するにはブクブクうがい
ができることが前提となるので，支援の重点とし
ている。顔面の緊張をほぐし，口腔周囲筋の円滑
な動きを獲得する以下の取組を実践している。

⃝空気でブクブクうがい
⃝ゴム風船を膨らます
⃝ストローでブクブクする
⃝吹き戻し笛を吹く

（４）歯みがき教材の工夫
　歯みがき指導の導入として，手が届きやすく
可視化できる前歯の教材を作成した。奥歯より
見やすく，児童の小さな手も届き，歯みがき効
果が眼に見えやすいという利点がある。嘔吐反
射の強いケースにも対応しやすい。短時間で量
産できる簡易な作り方は，再現性にすぐれ多忙
な小中学校にも広めやすい（図17）。
　歯みがき手順書は，めくりカード型にした。
イラスト仕様，写真仕様と各種作成し，本人が
気に入ったものを採用している（図18）。
　歯垢染め出し材の味に過敏な子供には，ココ
アクッキーをかませて疑似汚れを作り出し，歯
垢を可視化している。実施する場合には，食物

アレルギー既往の確認が必要である。

（５）流し周りの構造化
　歯みがき時間の経過を可視化するために，タイ
マーや砂時計，歯みがきアプリを活用している。
ICT機器は水場で使いにくいのが課題である。
　手指の巧緻性に課題がある子供の場合，鏡を
持ちながら歯ブラシを動かす同時操作が困難な
場面が見られる。そこで，マグネットで黒板に
貼り付けられる，割れない鏡を採用し，子供の
背丈に合わせて上下できるように工夫している
（図19）。

（６）全国小学生歯みがき大会参加への工夫
　子供は，集中できる時間が短いので，DVD
の全編を使用せずに「歯肉観察」「歯みがき」
「フロス」に絞って活用した。理解を深めるた
めに，学校歯科医が解説を付け加えた。
　また，個別に対応するために，教員配置人数
を通常の授業よりも増員した。
　教材を研究し，児童の障害特性との相性を見
極めてマッチングさせる。例えば，全国小学生

図17　前歯教材 図18　歯みがき手順書
左：写真仕様　右：イラスト仕様

図19　歯みがき場の環境設定
（参考：日本学校歯科医会『給食後の歯みがきスタイル』）
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歯みがき大会参加の際に提供された立体Y型フ
ロスは三次元でのボディイメージが構築されて
いないと使用が難しい。そのような子供には，
平面状の弦型フロスを準備し，より単純に歯垢
を落とせるようにうながした。

7．特別支援学校における歯科保健の課題

　学校歯科医が感じている特別支援学校におけ
る課題として，①学校歯科医の食育への関与が
26.1％に留まっていること，②家庭との連携の
重要性と困難さ，③学校の体制が不十分で十分
な関与に至っていないという問題提起がされて
いる14）。学校との連携を推進する条件として，
「担当者との対話」が挙げられている15）ことか
らも，今後は学校としての連携体制を研究し，
深める余地があると考えられる。
　また，特別支援を必要とする保健教育の実践
報告が非常に少ないことが挙げられる。文部科
学省監修の健康診断マニュアル16）を見ると，
特別支援が必要な児童生徒の健康診断の方法に
ついては，具体的に提示されていないのが現状
である。養護教諭の数から考察してみても，
特別支援学校に勤務する養護教諭は全国41,191
人中2,049人（4.9％）17）と極端に少なく，研究
数も限られる18）。同じ養護教諭間でも，十分に
職務を理解しているとは言い難い19）。したがっ
て，日常の実践研究が情報となって蓄積され，
より広められ，地域の小中学校に浸透すること
が期待される。
　養護教諭の養成段階において，特別支援学校
への勤務が想定されていない指摘20）もある。
養護教諭の研修・養成段階で，具体的な対応場
面を想定した研修・学習内容の検討も必要であ
ろう。当校でも，養護教諭養成課程のある大学
や地域の小中学校の見学受け入れを積極的に推
し進める動きがある。
　学校歯科保健は，学齢期という時間的制限が
ある。よって，生涯健康でいられるように乳幼
児歯科保健から成人歯科保健にたすきをつなげ
る重要な任務がある。自立の方向性を可視化で
きるように，次の支援者につなげていきたい。
　児童生徒は確実に成長していく。その歩みが
ゆっくりであっても，ときに後ずさりをしても
止まっても我々（学校歯科医と学校）が道標と
なって，進んだ距離を確認し喜び合いたい。
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特集❷　学校歯科医が知っておくべき 支援が必要な児童生徒へのアプローチの仕方【障害者歯科専門家の立場から】

摂食嚥下や学校歯科保健における
問題点について
弘中祥司	  昭和大学歯学部　スペシャルニーズ口腔医学講座　口腔衛生学部門　教授

1．はじめに

　現在のわが国の摂食嚥下リハビリテーション
では，超高齢社会を迎えて，高齢者を中心とし
たニーズが高い。高齢者の摂食嚥下リハビリ
テーションでは，「維持」「回復」が主たる目
的となるが，生後間もない小児の場合では特
に「発達」を考慮したアプローチが必要とな
り，その点において大きく対応が異なる。また
同様に摂食嚥下のプロセスは，①先行期（認知
期），②準備期，③口腔期，④咽頭期，⑤食道
期の５期に分類されるが，それぞれの期間に対
応して，食べる機能の発達を考慮する必要があ
る。
　筆者が所属する昭和大学歯学部スペシャル
ニーズ口腔医学講座口腔衛生学部門では，長年
にわたって摂食嚥下機能の発達と障害を研究し
ており，地域の保健・医療・療育・教育施設と
連携を図り，また，昭和大学歯科病院スペシャ
ルニーズ歯科センター（障がい者歯科）の診療
スタッフとして，多くの摂食嚥下障害の患者さ

んとも接している。
　発達期（子供）の摂食嚥下障害を考えた場
合，主に脳性麻痺児に代表されるように，中枢
神経系の障害が成長・発育のバランスを崩して
しまうことが広く知られている１）。このアンバ
ランスに対して発達の視点から口腔周囲筋に対
する治療を行ったのが「発達機能療法」であ
り，小児患者の摂食機能療法の原点ともいえる
のが金子芳洋先生の『食べる機能の障害』（医
歯薬出版，1987年）２）である。その本が刊行さ
れてから35年近くの年月が過ぎ，摂食嚥下障害
もEBMの時代へ突入し，日本摂食嚥下リハビ
リテーション学会の医療検討委員会からも数々
のマニュアルが公開された。これらがわが国の
摂食嚥下の保険診療を下支えしていることは
紛れもない事実であり，その多くのEBMにな
らって，毎年多くの摂食嚥下の専門家がさまざ
まな職種で誕生していることは喜ばしい事実で
ある。
　一方で，超高齢社会に突入したわが国にとっ
て，オーラルフレイルや認知症患者の嚥下障害

要　約　　発達期の摂食嚥下ハビリテーション（リハビリテーション）には，長
期間のケアが必要となる。また，同時に多くの職種の連携が必要となるケースが
圧倒的に多く，保護者の協力も不可欠である。1980年代に日本に広がった「食べ
る機能の障害」へのアプローチは40年の歳月が経過しようとしている。保護者か
らすると，遠くの目標も重要であるが，近くの学習課題を確実に一歩ずつ進める
ことが大きな進歩に続くということを今でも多く経験している。しかし，この40
年近くで発達期の摂食嚥下障害の治療法や評価・訓練方法はどれだけ普及し，進
歩を遂げたであろうか？　また，平均寿命が30歳までと言われていた脳性麻痺児
等は還暦を迎えており，発達期の障害であるのに加齢変化を考慮しなければなら
ないという極めて複雑な病態も呈している。摂食嚥下に対する学校歯科保健は，
まさに「生き抜く力」を育む重要な学習課題であることをいま一度，思い返して
いただきたい。
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は「EBMが根本的に構築しにくい患者層」と
言われて，臨床対応も苦慮することが多いが，
患者数の大幅増加により，ビッグデータを扱う
研究手法によって科学的な手法が開発され，さ
らにはNBM（Narrative Based Medicine）と
いう対応法も普及し始めている。残念ながら，
発達期の摂食嚥下障害に対しては，EBMの構
築の観点からは年月の割に十分な成果が得られ
ていないのも現実で，学校歯科保健の中でも，
摂食嚥下の専門性を持つ学校歯科医は，全国で
もごく限られていると思う。
　さらに近年では，障害のない健康な子供を連
れた保護者が，「噛まない」「口にためる」こと
を主訴に相談に来るケースが少ないながら増え
てきた。地域における保健センターでは，乳幼
児歯科相談事業の中で「食べ方相談」を行った
ところ非常に多くの相談者が訪れるなど，障害
の有無に関わらず，乳幼児に対しても「食」に
関する支援はこれまで以上に重要であることが
分かった３，４）。「正しい育児」「正しい食育」が
議論され，現在もゴールが時代背景によって移
ろいでいることも事実である。しかしながら，
健全な摂食嚥下機能の獲得は，小児患者共通の
ゴールであるため，今後も時代背景を考慮した

研究を推進しようと考えている。その観点か
ら，学校歯科医の先生方に是非とも知っていた
だきたい，摂食嚥下にまつわる学校歯科保健の
問題点について解説したいと思う。

2．食べる機能の発達

　健康な子供の場合，摂食・嚥下機能は，出生
後からすぐに生育環境・食環境や口腔の感覚─
運動体験を通して，新たな機能を獲得しながら
発達する運動機能である（図１２），図２）。
　したがって，摂食嚥下機能の発達は，他の全
身の発達と同様に感覚運動系の発達をなすとい
われており，感覚刺激（主として触圧覚）に対
して引き出される種々の運動・動作を，食べる
目的に合った動作（機能）に統合させることで
営まれる随意運動である。摂食嚥下機能に関わ
る機能の多くは，乳幼児期に獲得される。同時
に，口腔・咽頭部の形態の成長が著しい時期で
あり，形態的な成長変化とともに機能発達がな
されるが，反対に，その学習時期に負の因子が
加わることによって，小児期の摂食・嚥下機能
障害は発生する（図３５））。

図１　食べる機能の獲得（文献２）から作成）
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図２　口腔の間隔─運動体験
おもちゃやタオル等の刺激が運動体験として学習される

図３　機能発達の面から見た各life stageにおける摂食機能障害の発生（文献５）から作成）
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　実際に負となる因子としては，はっきりして
いるものでは，中枢神経系の障害や，筋疾患，
先天性の異常，幼児経管依存症なども報告され
ている６）が，健常児でも，保護者からの因子
で過介助（過保護）やネグレクトなど負の因子
も多因子にわたるため，正しい摂食嚥下機能の
獲得を知ることが，この時期の子供たちへの支
援となる。

3．発達期における摂食嚥下障害の原因

　発達期における摂食嚥下障害の原因にはさま
ざまな疾患が挙げられる（表１７））。脳性麻痺
や精神運動発達遅滞など，運動機能の発達や知
的発達に障害のある小児では，その多くに摂食
嚥下機能の障害が認められる。心身の障害が複
合し，かつ重度な重症心身障害児では，中枢神
経系の障害が摂食嚥下障害の発達期あるいは発
達期以前に生じており，これが正常な摂食嚥下
機能発達の遅延あるいは停止の原因になってい
る（図４）。したがって，発達期における小児
の摂食嚥下障害に対する対処法は対症療法的手
法ではなく，健常児が摂食嚥下機能を獲得して
いく過程と同様な過程をたどらせることを基本
とした発達療法的アプローチが必要とされる。
ただし，学齢期は歯の交換期であり，また口腔
容積のみならず，咽頭の容積も大きくなるた
め，安定した咀嚼・嚥下が難しい時期でもあ
る。その点は，学校歯科医として成長のスパー
トを周囲の関係職種に伝えるべきである。

4．複雑な問題のある主訴

　摂食嚥下機能に問題がある児童生徒の保護者
が，筆者らの外来を受診する理由の多くは，
「噛まない」「丸呑みする」「舌が出る」といっ
た口腔の機能的な問題から，「むせる」「誤嚥す
る」「チューブが外れない」「口から食べない」
等の嚥下機能や，心理的な原因から来院される
ことが多い。ひと言で「摂食嚥下障害」と言っ
ても，児童生徒自身が就学前に哺乳指導・離乳
指導・療育など，多くの摂食嚥下のサポートプ
ロセスを経て我々の元に来院するのであるが，
歯列口腔がどの段階にあるのか，また，口腔機
能発達はどの段階にあるのか，さらに，嚥下の
５期のどこに問題があるのかを見極めてサポー
トすることが重要である５〜11）。ただ，比較的
多い主訴には，「学校給食と家庭での食事が乖
離している」「学校で水分が摂れていない」等
の，学校の方針や教職員の手技についての不満
を漏らす保護者も多い。筆者が仲裁に入るケー

図４　小児の摂食・嚥下障害の要因（文献２）から作成）
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表１　小児の摂食嚥下障害の原因疾患

（文献７）より一部改変）

１．未熟性（未熟児，低体重児，早産児）
２．解剖学的な構造異常（先天性，後天性）
	 口蓋裂，小顎症，咽頭軟化症，食道狭窄症など
３．中枢神経，末梢神経，筋障害
	 脳性麻痺，染色体異常，筋ジストロフィー症など
４．咽頭・食道機能障害
	 輪状咽頭筋機能不全，食道無弛緩症（アカラシア）など
５．精神心理的問題
	 摂食拒否，経管依存症など
６．その他
	 口腔乾燥症など
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スもあるが，学校側から「安全に食べるため」
「時間内に食べるため」と言われてしまうとど
うしようもない。「安全に食べる」＝「食形態
を下げる」では決してない。学校は学ぶ場所で
ある。生き抜くための力を育む場所である。適
切な学習素材（給食）を用いて，児童生徒たち
の価値ある学びになることを切に願っている。

5．機能障害を修飾する因子

　機能障害を修飾する因子で最も大きいものは
基礎疾患である。基礎疾患による摂食嚥下機能
への形態的・機能的因子は，学齢期の児童生徒
に大きな影響を及ぼす（図５）。また，それに
加えて表２に示す因子が大きく関わってくる。
　疾患による器質的，機能的な摂食嚥下障害に
対して，表１に挙げたように，個々の摂食嚥下
機能に合わない食物形態や介助方法などが，障
害を修飾する因子としてよくみられる。摂食嚥
下機能は，日常生活機能の中で呼吸に次いで基
礎的な機能である。毎日の成長発育に関わるこ
とが多いこれらの修飾因子は，発達に合わせて
変えることが必要となるが，個々の機能発達程
度に合っていない場合や機能発達を促すことが

できない場合には，機能障害の進行や遅滞がも
たらされてしまう。しかしながら，全身状態の
不安定から早期に取り組めないケースも多く遭
遇する。可及的に速やかに行うことは必要では
あるが，保護者の焦りにも注意しなければなら
ない。基本的に，食事は楽しいものでないと学
習は停滞してしまうので，急ぐよりも，摂食専
門医等に相談してペース配分を調整することも
大変重要であると考えている。そして，学校歯
科医としては，少なくとも歯列・咬合は診査対
象である。図５をよく理解していただいて「何
故この児童生徒は，こんな歯列になったのだろ
う？」と想像を巡らせることもトレーニングで
ある。後は，実際に給食の場面を観察すれば，
おのずと機能が見えてくるはずである。

6．おわりに

　昨年（2021年）９月から「医療的ケア児支援
法」が施行された。どのような支援が学校でで
きるのかはいまだ未知数であるが，少なくと
も，気管切開や胃瘻を増設している児童生徒に
とって，また，その保護者にとってプラスとな
ることは間違いない。食べることにもいろいろ
なパターンがある。「すべて口から食べる」「一
部，経管から」「一部，口から」「味見程度，口
から」等，どの段階にせよ，初めは“ひと口”
からスタートする。障害児者の摂食嚥下を学ぶ
ものにとってバイブルである『食べる機能の障
害』２）にも記載されているが，遠くの目標も重
要であるが，近くの課題を確実に一歩ずつ進め
ることが大きな進歩に続くということを，今で
も多く経験している。日本学校歯科医会の全国
学校歯科保健研究大会の特別支援教育部会に何

図５　口腔周囲筋のバランスと歯列

表２　摂食嚥下機能を修飾する主要因の構成因子

⃝感覚過敏，鈍麻
⃝心理的拒否
⃝長期間の経管栄養による依存症
⃝薬剤による影響
⃝食事介助方法（姿勢を含む）の不適
⃝食物形態（テクスチャーなど）の不適
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回も参加させていただいて，養護教諭や担任か
ら発表されるIoTを利用した歯科保健活動の取
組には感銘を受けている。そして，特別支援教
育部会でも，確実にう蝕や歯肉炎は減少してき
ている感がある。次は，歯列・咬合，そして口
腔機能を診査する時代に来たと思う。まずは歯
列から，「なぜこうなった？」という疑問を学
校歯科医から，児童生徒そして保護者・教員に
説明してあげて欲しい。口腔健康管理，とくに
歯科保健管理は「目に見える」から理解しやす
い。筆者はそう思っている。本稿によって，少
しでも摂食嚥下機能に興味が湧いていただけれ
ば幸いである。
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幼児期の生活習慣が口腔機能に与える影響

　本研究発表は，2018年12月６日・７日に
沖縄県の沖縄コンベンションセンターにて
開催された第82回全国学校歯科保健研究大
会にて審査員特別賞を頂き，2019年９月20
日・21日にマレーシアのペナン島にて開催
された第10回学校歯科保健アジア会議でも
発表させていただきました。その内容につ
いてご紹介いたします。

１．諸　言

　老年期での食べる喜び，話す楽しみ等の
QOL（生活の質）の向上を図るためには，口
腔機能の維持・向上が重要である。口腔は「食
べる」「話す」ならびに「呼吸する」ための機
能を担っており，その基本的機能は成長発達期
までの間に獲得されるべきである１）。成長発達

期に正常発育していれば本来持つ潜在能力を獲
得し，青壮年期で機能維持した後に老年期にお
いて機能が減衰したとしても，オーラルフレイ
ルの発現に至らない程度に抑えられ，QOLの
維持は達成される可能性が高い。しかし，成長
発達期に獲得した口腔機能が低機能だった場
合は，青壮年期で機能維持できたとしても低機
能のままであり，老年期での機能減衰によって
オーラルフレイルが発現する可能性が高まり，
その結果ロコモティブ症候群，ひいては要介護
に至る可能性が高くなる。よって，老年期にお
いてのオーラルフレイルを予防するためには，
成長発達期から良好な口腔・顎・顔面の成長発
育と適切な口腔機能を獲得させるか，それが低
水準であった場合には軌道修正させることによ
り，青壮年期・老年期にかけて口腔機能を高水
準で維持・向上を図っていくことが重要であ
る２）（図１）。
　現状はどうであろうか。現在，幼児のう蝕罹
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図１　老年期でのQOL維持に向けた口腔機能獲得の重要性（参考文献１，２）から改変）
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患率は減少傾向にあり，口腔内環境は過去と比
較して改善傾向にある。これは保護者及び園・
学校教職者と歯科医師の他，関係者の取組の成
果と思われ，アジア圏においても先進的な状況
であり大変素晴らしいことである。しかし，近
年，お口ぽかん（口唇閉鎖不全）や口呼吸，異
常嚥下のある子供が日常臨床において多く認め
られ，さらに口腔機能発達不全症という新たな
病名が定められるほど，その問題が明確化して
きている。さらに，成長発達期の子供たちを取
り巻く生活環境や生活習慣が全身に及ぼす悪影
響も問題になっている。特に，テレビやスマ
ホ，ゲームなどのメディアに接する時間や睡眠
時間の長短などの生活習慣が，小児らの口腔内
環境に影響を与えていることが報告されてい
る３）。
　一般的に小学生以降は学業の習得に重きが置
かれ，口腔周囲の機能獲得は就学前までに行わ
れていることが前提となっている。そのため，
幼児期までの口腔機能獲得状況と生活習慣の状
態，その関連性が，子供たちの生涯を生き抜く
く力を育む上で重要な要素になると思われる。
しかし，幼児期での口腔機能と生活習慣につい
ての関連性の報告は少ない。今回，就学前児童
の実態調査と，園・家庭・園歯科医が一体と
なった歯科保健活動のさらなる充足を目的とし
て，幼稚園年長児を対象とした生活習慣のアン
ケート調査と，口腔機能検査を含めた歯科健康
診断を実施し，幼児期において生活習慣が口腔
機能に与える影響について調査したので報告す
る。

２．対象及び方法

（１）調査対象
　調査対象は愛知県瀬戸市にある学校法人河合
塾学園真貴幼稚園に通園している年長児128名
（男児58名，女児70名）とその保護者で，対象
の年長児に対する現地調査は2018年６月に行っ

た。

（２）方　法
１）アンケート調査
　2018年４月にアンケート用紙兼調査用紙
（図２）を配布し，事前に保護者向けアンケー
トとして，生活習慣10項目（昼間開口の有無，
鼻呼吸か口呼吸か，メディアの利用時間，保護
者のスマホを使用させているか，昼寝の有無，
睡眠時間，就寝時開口の有無，いびきの有無，
風邪の引きやすさ，姿勢５段階評価），食習慣
５項目（朝食について，食事中の水分摂取，食
べる速さ，食べる時のペチャベチャ音，咀嚼中
の開口の有無），歯みがき３項目（仕上げみが
きの有無，歯みがきの自主性，かかりつけ歯科
の有無），乳児期２項目（授乳方法・卒乳の時
期について）についてご回答いただいた。
２）口腔内検査
　同年６月の調査当日は歯科健康診断項目とし
て，通常の園歯科健康診断に加え，過蓋咬合の
有無（イーという口をした時に下顎前歯が，全
く見えない／半分見える／見えない），唇の縦
横比，歯列叢生部（ない／上顎のみ／下顎のみ
／上下顎），口蓋形態（Uで浅い／Uで深い／
△・V型）について評価した。口腔機能評価項
目として，口唇閉鎖力検査（「りっぷるくん（松
風）」使用，３回実施し中央値を測定），上唇検
査（低アレルゲンのボーロを１粒スプーンの上
に置き，上唇のみで咥える検査。できる／で
きるが不自然／できない），ロウソク消し検査
（できる／できない），咀嚼能力検査（「キシリ
トール咀嚼チェックガム（オーラルケア）」使
用，30秒咀嚼後に10段階の色判定）の４項目を
評価した。
３）�アンケート調査及び口腔内検査結果の関連
性の検討

　また，各アンケートと歯科健康診断，口腔
機能評価の結果より，生活習慣とDMFTの関
係，生活習慣や形態などとの関係，口唇閉鎖力
と咀嚼能力との関係について比較検討した。事
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後確認のために写真撮影（自然にしている時の
口唇の状態，口角鉤を使用し習慣性咬合時の正
面観と，開口時の上顎咬合面観の３枚）を行っ
た。各評価は個人によるバラつきが考えられた
ため，各検査の担当者は１人とした。

（３）統計的解析
　統計的手法はｔ検定を用い，有意水準は５％
とした。

３．結　果

　アンケート回収率は100％であったが，各質
問について無記入が１〜３名存在した。現地
調査実施率は97％であった。園児の平均身長は
109.1cm，平均体重18.2kg，平均ローレル指数
139.9であった。集計結果は以下のとおりである。

（１）アンケート結果
１）生活習慣について
⃝�日中の開口については，「開いている」が

15名（11.7％），「時々開いている」が50名
（39％），「閉じている」が61名（47.7％）で
無記入が２名だった。
⃝�普段の呼吸については，「鼻呼吸」が70名
（54.7％），「口呼吸」が9名（７％）で「鼻と
口の両方」が46名（35.9％），無記入が３名
であった。
⃝�メディアの利用時間は，「２時間未満」が55
名（43％），「２〜４時間」が65名（51％），「４
時間以上」が７名（5.4％），無記入が１名で
あった。
⃝�保護者のスマホを使って一人で遊ばせている
かについては，「一人で遊ばせている」が47
名（36.7％），「保護者と一緒なら遊ばせてい
る」が39名（30.5％），「遊ばせていない」は
41名（32％），無記入が１名であった。
⃝�昼寝の有無については，「２時間以上の昼寝
をさせている」が１人（0.8％），「２時間以
内の昼寝をさせている」が16人（12.5％），「昼
寝をさせていない」が110人（85.9％），無記
入が１人であった。
⃝�夜間の睡眠時間については，「９時間以

図２　アンケート用紙兼調査用紙
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上」が97人（75.8％），「８〜９時間」が29人
（22.7％），無記入が２名であった。
⃝�就寝時開口の有無については，「就寝時い
つも開口」が14名（11％），「就寝時時々開
口」が67名（52.3％），「就寝時閉口」が46名
（35.9％），無記入が１名であった。
⃝�いびきの有無については，「いつもいびきを
かく」が９名（7％），「時々いびきをかく」
が68名（53.1％），「いびきをかかない」が50
名（39.1％），無記入が１名であった。
⃝�風邪のひきやすさについては，「風邪をひき
やすい」が21名（16.4％），「風邪をたまにひ
く」が70名（54.7％），「風邪をひかない」が
35名（27.3％），無記入が２名であった。
⃝�姿勢については，「重心が後ろ」が０名，
「反り腰」が10名（7.8％），「猫背」が７
名（5.5％），「ストレートネック」が６名
（4.7％），「正常な姿勢」が106名（82.8％），
無記入が１名（姿勢については２名重複）で
あった。
２）食事（食習慣）について
⃝�朝 食 については，「主食のみ」が54名
（42.2％），「主食におかずがある」が78名
（60.9％），「食べない」が１名（0.8％）であっ
た。
⃝�食事中の水分摂取については，「よく飲む」
が34名（26.6％），「飲む」が83名（64.8％），
「飲まない」が11名（8.6％）であった。
⃝�食事の速さについては，「早い」が15名
（11.7％），「普通」が61名（47.7％），「遅い」
が52名（40.6％）であった。
⃝�食べるときのペチャベチャ音については，
「音がする」が14名（10.9％），「しない」が
114名（89.1％）であった。
⃝�食事中の開口については，「している」が
17名（13.3 ％），「 し て い な い 」 が109名
（85.2％），無記入が２名であった。
３）歯みがきについて
⃝�仕上げみがきの有無については，「毎日必ず
している」が89名（69.5％），「時々してい

る」が33名（25.8％），「していない」が６名
（4.7％）であった。
⃝�歯みがきを自分から進んで行うか（自主性）
については，「進んで行う」が48名（37.5％），
「時々行う」が33名（25.8％），「保護者に言
われて行う」が46名（35.9％）であった。
⃝�かかりつけ医の有無については，「いる」が
100名（78.1％），「いない」が28名（21.9％）
であった。
４）乳児期について
⃝�授乳方法については，「主に母乳育児」が80
名（62.5％），「母乳と哺乳瓶の混合」が31名
（24.2％），「主に哺乳瓶育児」が17名（13.3％）
であった。
⃝�卒乳の時期については，「生後６か月未満」
が3名（2.3％），「６か月から１歳未満」が66
名（51.6％），「１歳以上」が59名（46.1％）
であった。

（２）検査結果
⃝�下顎前歯の見え方は，「見えない」が12名
（9.5％），「半分見える」が52名（41.3％），「見
える」が62名（49.2％）であった。
⃝�唇の縦横比については，「１：２」が17名
（13.5％），「１：３」が81名（64.3％），「１：
４」が28名（22.2％）であった。
⃝�叢 生 歯列については，「ない」が91名
（72.2％），「上顎のみ」が７名（5.6％），「下
顎のみ」が22名（17.5％），「上下顎」が６名
（4.8％）であった。
⃝�口蓋タイプについては，「U字型で浅い」が
50名（39.7 ％），「U字 型 で 深 い 」 が71名
（56.3％），「△・V型」が５名（4％）であった。
⃝�上 唇 検 査 に つ い て は，「 で き る 」が21名
（16.7％），「不自然だができる」が28名（22.2％），
「できない」が74名（58.7％）であった。
⃝�口唇閉鎖力の中央値の平均は7.34gで，咀嚼
力の10段階色判定の平均は4.69，DMFTの平
均は0.92であった。
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（３）�各アンケート結果，検査との主な関連
結果

１）生活習慣とDMFTの関係
⃝�食事時間とう蝕罹患率の関係では，食事時間
の遅い園児ほどう蝕罹患率が有意に高くなる
結果が認められた（p<0.05）（図３）。

⃝�仕上げみがきの有無でう蝕罹患率を比較して
も大きな差を認めなかったが，自ら歯みがき
をする自主性のある園児と，言われないと歯
みがきをしない自主性のない園児で比較する
と，自主性のある園児の方がう蝕罹患率が有
意に低かった（p<0.05）（図４）。

⃝�スマホの利用時間とう蝕罹患率の関係では，
スマホを普段使用している園児のう蝕罹患率
が，利用していない園児と比較して有意に高
い結果が認められた（p<0.05）（図５）。

２）生活習慣や形態などとの関係
⃝�メディア利用時間と睡眠時間との関係では，
メディアの利用時間が多いほうが睡眠時間が
短い割合が高かった（図６）。

図５　う蝕罹患率とスマホ利用の関係

図３　う蝕罹患率と食事の速さとの関係

図４　う蝕罹患率と歯みがきの自主性の関係

図６　メディア利用時間と睡眠時間との関係
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⃝�昼寝の有無と睡眠時間との関係では，昼寝を
している児童のほうが睡眠時間が短い割合が
多かった（図７）。

⃝�口蓋形態と母乳・哺乳瓶育児の関係では，口
蓋形態がＵ型の方が完全母乳育児であった児
童の割合が多く，△・Ｖ型の方が哺乳瓶併用
育児であった児童の割合が多かった（図８）。

３）口唇閉鎖力と咀嚼能力との関係
　食事中に水分を取る頻度が多いほど口唇閉鎖
力は強くなる傾向が認められ，逆に咀嚼能力は
弱くなる傾向が認められた（図９）。

　また，叢生の状態と口唇閉鎖力の関係では，
叢生が顕著になるほど口唇閉鎖力が強くなる傾
向が認められた（図10）。

図８　口蓋形態と母乳・哺乳瓶育児との関係

図９　食事中の水分摂取と口唇閉鎖力・咀嚼能力との関係

図10　叢生歯列の状態と口唇閉鎖力の関係

図７　昼寝の有無と睡眠時間との関係
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４．考　察

　日中の開口については時々開いている児童も
含めると50.7％の児童が開口している可能性が
ある。また，児童が口呼吸もしくは鼻と口両方
で呼吸と答えた保護者は42.9％にのぼり，いか
に就学前の児童に開口・口呼吸が多いかが伺え
た。野上らの報告によると，日本人の子供たち
の30.7％が日常的な開口を示しており，その割
合は年齢とともに増加し，自然の改善が期待し
にくい可能性があるという４）。それを考慮する
と，就学前での保健指導の必要性を感じた。メ
ディアの利用時間についても，年長児に２時間
以上利用させている保護者が56.4％，スマホを
利用させている保護者が67.2％であり，その利
用率は想像以上に高かった。そしてスマホの利
用時間とう蝕罹患率の関係に有意差が認められ
たのは興味深かった。スマホを長時間利用する
ことによって交感神経優位となり，それが唾液
分泌を抑制して，口腔内自浄作用の低下や食事
中の食塊形成時間延長による食事時間の延長を
引き起こし，う蝕罹患率を高めるのではないか
と思われたが，スマホ育児と言われるような放
任育児の一症状として，う蝕を認める可能性が
あるのではないかとも思われた。
　歯みがきを自主性を持って行っている児童の
ほうが有意にう蝕罹患率が低かった結果を考え
ると，歯みがきのテクニック指導や仕上げみが
きの啓蒙も重要だが，児童本人が歯みがきにつ
いて高い関心を持つような教育をすることが重
要であると思われた。
　睡眠時間については，メディアの利用時間が
多い児童のほうが睡眠時間が短い割合が高かっ
たことを考えると，メディアによる睡眠習慣へ
の影響を危惧する。学校教育でICTの活用が当
たり前になる現在，メディア利用における家庭
内での正しい利用方法を周知させ，今後も他職
種と連携して検討を重ねるべき課題だと思われ
た。また，13.3％の児童が昼寝をしており，昼

寝をしている児童のほうが夜間の睡眠時間が短
い割合が多かった。幼児期の昼寝は必要な場合
もあるが，１時間程度の昼寝は夜間睡眠に影響
を及ぼしており，昼寝をとることによって入眠
時刻の遅延や入眠潜時が延長する場合には，
睡眠習慣を見直す必要性があると言われてい
る５）。本調査での昼寝の有無と睡眠時間との関
係で，昼寝している児童のほうが夜間の睡眠時
間が短い割合が多かったことを考えると，昼寝
による影響を受けている可能性が示唆され，就
学前に睡眠習慣を改善させる必要がある児童は
一定数存在する。学校歯科医が眠育の中で果た
す役割は大きいと思われた。
　いびきの有無では，「いびきをかく」と「い
びきを時々かく」を合わせると60.1％の児童が
いびきをかいている可能性がある。年長児の時
期は口蓋扁桃肥大やアデノイド増殖，アレル
ギー性鼻炎などの上気道抵抗の誘引となる症状
が潜んでいる可能性があり，これらがいびきを
発生させている可能性がある。いびきの症状が
あると閉塞性睡眠時無呼吸症を発症している可
能性があり，学校歯科の分野でも歯科と医科が
連携し，協同で児童の健康を守り育てる必要性
を感じた結果であった。
　姿勢についてのアンケート調査結果はほとん
どの児童が姿勢が良い結果となったが，この結
果は調査員の印象と乖離していた。この結果は
保護者の期待値が含まれている可能性が高く，
今後の調査への課題となった。
　また，母乳育児かそうでないかで口蓋の形態
に違いを認める傾向はあるものの有意差はな
く，哺乳瓶育児でもU字型の浅い口蓋である児
童も認めた。一般的に口蓋形態は母乳育児か否
かで形態が異なると言われているが，離乳食以
降の影響を受けて形態変化する可能性が示唆さ
れた。
　食事中に水分を多く摂取している児童ほど口
唇閉鎖力が高く，咀嚼力が低くなる結果は大変
興味深かった。食事中に水分を多く摂取するこ
とにより早期に食材が軟化し，食塊の表面水分
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が高まって食塊をより早期に咽頭移送させてし
まう。それが表情筋優位の嚥下を誘発させ，表
情筋の一つである口唇の力を強くさせたと思わ
れる６）。そして，咽頭移送が早期に開始される
ことにより咀嚼の機会が少なくなり，咀嚼力の
低下に繋がった可能性がある。また，叢生歯列
の範囲が増えるにつれて口唇閉鎖力が高値を示
した結果についても，表情筋優位の嚥下が習慣
化したことが影響して，表情筋の筋力増強によ
り叢生歯列を誘発させているのではないかと推
察する。これらの結果より，児童の口腔機能を
より良くするためにも，食習慣についての保健
指導や口腔周囲の筋機能療法を行うことが推奨
されるが，筋力が過剰になると歯列不正が起こ
る可能性を考慮すると，筋機能訓練のやり過ぎ
には注意が必要であると考える。歯科医師によ
る監督下において，児童の適切な口腔周囲の筋
力バランス維持に努める必要があると感じた。

５．結　論

　本調査を通して，生活習慣が多因子的に幼児
の口腔内環境，口腔機能に多くの影響を与えて
いることが分かった。日中の開口やメディアの
長時間利用，食事中の水分摂取などが就学前に
認められている場合，できるだけ早期に発見
し，介入することが重要だと思われた。そのた
めにも，園での歯科健康診断だけでなく乳幼児
歯科健康診断や育児相談などにおいても生活習
慣について問診し，改善が必要と思われる習慣

については関連性を踏まえ適切に指導を行うこ
とが，乳幼児の健全な成長発育を見守る歯科医
師としての役割であると考える。
　現在，愛知県歯科医師会では「０歳児からの
口腔機能育成事業」を行っている。その中で，
口腔機能育成についての知識とその必要性を関
連職種へ普及し，指導ができる歯科医師の育成
に努めている。子供たちの「生き抜く力」を育
ませるためにも，同様な取組が日本全域で広が
ることを願っている。
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川本　強 会長

● 開会式

● シンポジウム

柘植紳平 副会長 寺嶋　毅 教授
（東京歯科大学市川総合病院 呼吸器内科）

● 表彰式

布施英利 教授
（東京藝術大学美術学部 芸術学科 
美術解剖学研究室）

● 特別講演

■ 令和３年10月21日（木）ライブ配信の模様（於：東京都・有楽町朝日ホール）■
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開 催 要 項
１．主題および副題
	 「生き抜く力」をはぐくむ歯・口の健康づくりの展開を目指して
	 ─学校での新しい生活様式─

２．趣　旨
	 �　新型コロナウイルス感染症への対応が長期化する中，「新しい生活様式」に基づき身体的距離を確保しながらも，

関係各位による一致した取組が進められている。歯は私たちの体の状態や変化を自ら観察することのできる貴重な
教材ともなるものであり，その重要性は今後も変わるものではない。

	 �　新型コロナウイルス感染症への対応は感染症への直接的な感染対策だけではなく，日々更新される様々な情報の
中から不確かな情報に惑わされず，正確で信頼性の高い情報を選択するなど対応も含まれる。学校における歯みが
きについても，各学校において，その実施にあたり，「新しい生活様式」に基づく歯みがきの仕方や工夫などについて，
正確な情報を求める声が多くあった。

	 �　これからの時代を生き抜く上では，あくまでも根拠に基づく適切な情報を選択し，正しい知識のもとに自ら実践
する力というものが今まで以上に重要となる。主題に掲げる「生き抜く力」をはぐくむためにも，私たち一人一人
がこれらの実践的な知識の普及について調査研究を実施するものである。

	 　本大会では，健康長寿社会に向けた新たな学校歯科保健活動について研究を深める。

３．主　催
	 文部科学省，公益社団法人日本学校歯科医会，公益財団法人日本学校保健会，公益社団法人東京都学校歯科医会

４．後　援
	 �厚生労働省，東京都教育委員会，公益社団法人日本歯科医師会，公益社団法人日本歯科衛生士会，
	 全国養護教諭連絡協議会，全国学校保健主事会，日本私立小学校連合会（順不同）

５．期　日
	 令和３年10月21日（木）14：00～　ライブ配信　於：東京都（有楽町朝日ホール）
	 ※領域別研究協議会（５領域）は，ライブ配信終了後よりオンデマンド配信
	 ※会期終了後から令和３年11月21日（日）23：59までアーカイブ閲覧可能

６．日　程
	 14：00	 15：00	 15：15	 16：15	 16：30	 18：30	 18：45	 19：00

21日（木）　 開会式・表彰式 休
憩 特別講演 休

憩 シンポジウム 休
憩 閉会式
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７．内　容
ライブ配信 10月21日（木）14：00〜

	 ■開会式・表彰式	 （14：00～15：00）

	 ■特別講演	 （15：15～16：15）
	 　講 演 者	 東京藝術大学 美術学部芸術学科 美術解剖学研究室	 教　　授	 布施　英利

	 ■シンポジウム	 （16：30～18：30）
	 　座 長	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 副 会 長	 柘植　紳平
	 　基 調 講 演	 東京歯科大学市川総合病院 呼吸器内科	 教　　授	 寺嶋　　毅
	 　シンポジスト	 文部科学省 初等中等教育局 健康教育・食育課 がん教育推進	 係　　長	 馬場久美子
	 	 全国養護教諭連絡協議会	 会　　長	 小林　幸恵
	 	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 理　　事	 柴田　　宏

	 ■閉会式	 （18：45～19：00）

オンデマンド配信 10月21日（木）19：00 ～11月21日（日）23：59まで公開

	 ■領域別研究協議会
	 ①幼稚園・認定こども園・保育所部会
	 　　座 長	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 理　　事	 水谷　成彦
	 　　発 表 者 ①	 東京都荒川区立汐入こども園	 園　　長	 大山　祐子
	 　　発 表 者 ②	 大阪府大阪市立日東幼稚園	 指導養護教諭	 山中理恵子
	 　　アドバイザー	 神奈川歯科大学歯学部 小児歯科学講座	 教　　授	 木本　茂成

	 　②小学校部会
	 　　座 長	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 理　　事	 平瀬　久義
	 　　発 表 者 ①	 岐阜県美濃加茂市立太田小学校	 養護教諭	 稲垣　章子
	 　　発 表 者 ②	 岩手県二戸市立金田一小学校	 養護教諭	 梅津　美里
	 　　アドバイザー	 鶴見大学歯学部 小児歯科学講座	 教　　授	 朝田　芳信

	 　③中学校部会
	 　　座 長	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 常務理事	 佐々木貴浩
	 　　発 表 者 ①	 埼玉県熊谷市立富士見中学校	 養護教諭	 中島　良子
	 　　発 表 者 ②	 埼玉県加須市立加須平成中学校	 養護教諭	 青木　美子
	 　　アドバイザー	 日本大学歯学部 衛生学講座	 教　　授	 川戸　貴行

	 　④高等学校部会
	 　　座 長	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 理　　事	 吉岡　弘二
	 　　発 表 者 ①	 岩手県立大東高等学校	 学校歯科医	 熊谷　博伸
	 	 	 養護教諭	 内舘　優香
	 　　発 表 者 ②	 香川県立善通寺第一高等学校	 養護教諭	 琢磨　美生
	 　　アドバイザー	 東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科 健康推進歯学分野	 教　　授	 相田　　潤

	 　⑤特別支援教育部会
	 　　座 長	 公益社団法人 日本学校歯科医会	 常務理事	 今井　健二
	 　　発 表 者 ①	 千葉県立特別支援学校流山高等学園	 保健主事・養護教諭	 須田　浩美
	 　　発 表 者 ②	 宮崎県立延岡しろやま支援学校	 養護教諭	 内山　優子
	 　　アドバイザー	 昭和大学歯学部 スペシャルニーズ口腔医学講座 口腔衛生学部門	 教　　授	 弘中　祥司
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● 領域別研究協議会
　幼稚園・認定こども園・保育所部会

■ 領域別研究協議会（５領域）オンデマンド配信　事前収録の模様■
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● 領域別研究協議会
　高等学校部会

● 領域別研究協議会
　特別支援教育部会

● 領域別研究協議会
　中学校部会

● 領域別研究協議会
　小学校部会
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COVID-19流行下における歯と口の健康づくり
―新しい生活様式との両立―

１．はじめに
　COVID-19の感染予防のため，消毒及び十分な距離を保つことと，マスクの着用が勧められる。教室
内や休み時間，登下校など多くの場面においてマスク着用が推奨される。新しい生活様式においては，
マスクを着用しながらも歯と口の健康を維持することも重要である。

２．感染経路とマスクの効果
　COVID-19の主な感染経路は，飛沫感染と接触感染である。感染者が咳や声を出した時に飛散する飛
沫に含まれるウイルスが鼻や口の粘膜から体内に入る経路が飛沫感染である。落下した飛沫には感染性
を保ったウイルスが含まれており，付着したところに触れた指で鼻や口の粘膜を触ると接触感染とな
る。また，飛沫よりも小さい軽いエアロゾルとしてウイルスを含んだ粒子は，数時間も感染力を保った
状態で空気中を浮遊している。密閉された空間では感染のリスクを高め，密集した状況では一度に多く
の人に感染させてしまう。マスクには，感染者が周囲にウイルスを拡散しない，非感染者にウイルスが
入ることを防ぐ効果がある。密着させて着用することで，その効果は最大限に発揮される。

３．マスクの功罪と口呼吸への注意
　マスク着用によるデメリットも考慮する必要がある。表情が分かりにくい，言葉が聞き取りにくいな
ど学校生活への影響が考えられる。医療従事者では，わずらわしい，皮膚のかゆみ，肌荒れ，活動時の
息切れ，口呼吸が報告されている。口呼吸によって口腔内の乾燥を招き，唾液の減少は口腔内の衛生状
態の低下を招く可能性がある。
　口呼吸では，気管支喘息の罹患率が高いという報告がある。口呼吸によりアレルゲンやほこりなど
が，鼻腔のフィルターを介さずに直接気道内に入り込むこと，乾燥した空気が直接気道内に吸い込ま
れ，気道の水分が失われることが考えられている。一方，マスク着用には，ほこりやアレルゲンを防ぐ
フィルターの働きがあり，防御効果も同時に作用していると考えられ，両者の影響を考慮する必要があ
る。

４．口腔内を清潔に保つことの重要性
　SARS-CoV-2の受容体は口腔内の細胞にも発現しており，唾液中にも多くのウイルスが存在する。口
は病原体が体内に侵入する門戸のひとつであり，口腔内の衛生状態を保つことは，ウイルス感染を防ぐ
ことにもつながる。

５．さいごに
　COVID-19流行下における新しい生活様式，感染対策を取り入れた生活は，学童の日常生活や学校生
活及び集団活動などに大きな影響を及ぼしている。当初は学童では感染者数が少なく，重症化率が低い
といわれてきたが，変異株の出現に伴い，感染者数の増加や集団感染のケースが報告されている。学校
での感染対策においては，多くの努力と試行錯誤が行われてきた。ワクチンによって感染者数は減った
が，今後もワクチンと感染対策の併用が必要と考えられる。COVID-19流行下における新しい生活様式
においても，歯と口の健康づくりが大切であることを強調したい。

東京歯科大学市川総合病院 呼吸器内科　教授　寺嶋　毅
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「生き抜く力」を育む歯・口の健康づくりの展開を目指して
―学校での新しい生活様式―

　「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）」の影響で，昨年（令和２年）に福井県で開催予定だった第84回全国
学校歯科保健研究大会は中止を余儀なくされた。「今回の第85回大会は，記念大会としてなんとか開催したい」
という川本会長の強い希望に東京都学校歯科医会が応える形で，従来と違う方法で開催された。領域別研究協
議会は全て事前収録の形式であったが，開会式からシンポジウム，閉会式まではライブ配信（後日オンデマンド
配信も行われた）形式であったため，やり直しは効かない。座長として通常での開催以上に緊張した。
　今回のシンポジウムは，『「生き抜く力」を育む歯・口の健康づくりの展開を目指して─学校での新しい生活様
式─』がテーマであった。特にコロナウイルスについてほとんど何も分からない初期において，「歯みがきは飛
沫が飛ぶから危険だ」という風評が立ち，多くの学校で昼食後の歯みがきやフッ化物洗口が中止になった。日
本学校歯科医会にも全国の学校や教育委員会，歯科医師会などから「歯みがきでウイルス感染予防効果がある
というのは本当ですか」とか，「歯みがきは飛沫が飛び散るので学校では止めたほうが良いですか」などの質問
が多く寄せられた。結論から言うと，歯みがきで口の中の衛生を保つことは感染症予防に効果があり，非常に大
切なので継続することが望ましく，現に歯みがきが原因でのクラスターの報告はまだ一例も報告されていない。
コロナ禍で約１年９か月が過ぎ，子供が感染予防に気を配りながら学校生活を過ごす中で分かってきた事実と正
しい知識を共有し，今後の学校歯科保健活動をどのように行えば良いのかを，今シンポジウムでは明らかにする
狙いがあった。
　寺嶋毅先生（東京歯科大学市川総合病院呼吸器内科教授）から，新型コロナウイルス感染症の正しい知識を共
有するための基調講演をいただき，シンポジウムにも加わっていただいた。そして，文部科学省の馬場久美子先
生（初等中等教育局健康教育・食育課がん教育推進係長），現場の養護教諭である小林幸恵先生（全国養護教諭
連絡協議会会長），学校歯科医である柴田宏先生（日本学校歯科医会理事）と，それぞれのお立場で話していた
だいた。
　寺嶋先生の基調講演は非常に明快で分かりやすく，その後のシンポジウムを盛り上げる大きな要因となった。
馬場先生は，学校生活を送る子供や教職員の状況報告の分析から文部科学省が作成した『学校における新型コ
ロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～』を中心として，「ただ，不安だ
からというだけで，子供の学ぶ機会を奪ってはならない」という国としての今後の方向性を示された。小林先生
は，令和２年度「養護教諭の職務に関する調査報告書」の中から，養護教諭が学校での歯科健康診断の実施や
歯科保健活動への取組に苦労している現実について話され，マスクの使用で口呼吸が増えたり，歯肉炎が増えた
りしている実感にも言及された。柴田先生は中学校の学校歯科医として，また日学歯の理事として，学校での歯
科保健を実際に進める上での課題や問題点を浮き彫りにし，日学歯作成の歯みがきポスターなどにも言及してい
ただき，座長として大いに助けられた。日学歯のホームページから，歯みがき時の注意事項を記載した学校向
けのポスターや歯みがき動画を無料でダウンロードできるのでぜひ活用いただきたい。
　今回広まった学校での新しい生活様式はコロナ禍が去っても定着するものが多いと思われる。「私たち学校歯
科保健関係者が，どうやって歯科保健を展開していけば，「生き抜く力」を育む歯・口の健康づくりにつながり，
子供の健康で幸せな将来に役立つのか」について議論を深めることができたのは，ひとえに各シンポジストのお
かげであった。この場を借りて感謝の気持ちを伝えたい。

公益社団法人 日本学校歯科医会　副会長　柘植 紳平座長のまとめ
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　領域別研究協議会幼稚園・認定こども園・保育所部会においては，まずアドバイザーとして私
から「新しい生活様式における口腔機能の発達支援」と題して，小児の口腔機能発達不全症と口
腔機能の発達を阻害する因子として口唇閉鎖不全と口呼吸，さらに舌の機能の異常について概説
した。また，新型コロナウイルス感染拡大による在宅時間の長期化にともない，幼児期における
口腔機能の発達支援には，子供にとって最も身近にいる家族の役割が増している点について説明
を加えた。
　研究発表１では，東京都荒川区立汐入こども園園長の大山祐子先生が，「健康な心と体（口腔）
について自ら考える子を目指して～園での新しい生活様式～」と題して，こども園の活動につい
て発表を行った。
　まず，園の概要として，０歳～就学前の149名の園児が通う同こども園は小学校，中学校，公
園に隣接する恵まれた環境に立地し，創立間もないころから，園歯科医との連携により歯科健康
診断，歯みがき指導や講話を継続して行っていることが説明された。教育目標として，「いきい
きした子ども」「おもいやりのある子ども」「かんがえる子ども」を掲げ，子供の自主性を重視し
ている。その成果として，令和２年度には荒川区の教育研究指定園に認定され，「いきいきした
子供を育てる～健康な心と体を視点にして～」と題した日頃の保育教育について研究発表を行っ
ている。
　次に同園の取組として，食育活動，保健指導，口腔健康教育，さらに家庭への発信について説
明された。食育活動については，園児が野菜の栽培，収穫を行うことで，食材に興味や関心を持
たせることを目指している。そして三色食品群別に食材の栄養を学び，年齢別に食事の役割を理
解させることで，健康につながるメニューにも興味を持たせるように努めている。保健指導にお
いては，１・２歳児への絵本を使用した歯みがき指導から，４歳児への口腔周囲筋を鍛えて唾液
流出を促す「あいうべ体操」，５歳児における小人数での歯みがき指導やポスター作成など，年
齢に合わせた意識付けを行っている。毎年，歯と口の健康に関する図画・ポスターコンクールに
５歳児全員が応募し，一昨年度から連続して東京都，全国において表彰を受けた子供もいて，園
児の励みとなっている。

「生き抜く力」をはぐくむ歯・口の健康づくりの展開を目指して
─学校での新しい生活様式─

神奈川歯科大学歯学部 小児歯科学講座　教授　木本 茂成アドバイザーのまとめ

幼稚園・認定こども園・保育所 部会
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　口腔健康教育において特筆すべきは，園歯科医との良好な連携の下で口腔機能の発達を重視し
て，健康増進における食生活の重要性を園児のみならず家庭に向けて発信している点である。家
庭の保護者に向けて，「園だより」「学年だより」「保健だより」「給食だより」，さらに「ホーム
ページ」を通じてさまざまな媒体を駆使して効果的に発信を行っている。
　以上のように，同園では新型コロナウイルス感染拡大の状況下において多くの制約を受ける中
で，教職員と園医が同じ方向に向かって効果的に連携が行われていることが伝わる発表であっ
た。
　研究発表２においては，大阪府大阪私立日東幼稚園指導養護教諭の山中理恵子先生から，「継
続した歯みがき指導と一人一人に寄り添った支援や啓発活動に取り組む」と題して，幼稚園での
活動について発表が行われた。同幼稚園の概要として，大阪市南部の商業地域に位置し，約70人
の３～５歳児が在籍しているが，中国，韓国，ベトナム，フィリピンなどの外国をルーツに持つ
園児が約２割を占めていることは特徴的である。ひとり親世帯や共働き等の家庭が多く，さらに
言語や文化，習慣の違いから，園児の家庭環境は極めて多様化している。そのため保護者への啓
発活動は，一人一人に寄り添った細かく丁寧な指導を熱心に行っている。園の教育目標として，
「健康で明るく，元気な子ども」「友達となかよく，遊べる子ども」「主体的に行動し，がんばる
子ども」を掲げている。
　保健活動全般に対する考え方として，「自分の体を大切にし，身の回りを清潔で安全なものに
する」「生活に必要な習慣や態度を，幼稚園生活の中で身に付ける」「生活に必要な行動につい
て，見通しをもって自律的に行動できるようになる」という目標を掲げ，保健年間計画を立てて
指導に取り組んでいる。年間計画においては，教育的側面，管理的側面，組織活動的な側面に分
けて，毎月段階を踏んで実施目標を設定している点は，年間目標の実現に向けての進捗状況の把
握に役立っていると考えられる。
　歯科保健の目標として，①子供自身が毎日の歯みがきを通して，「歯をみがくと気持ちがいい」
ということを感じ，歯みがきをすることでむし歯を予防できることを知り，自ら進んでみがくよ
うになること，②教師が一人一人の仕上げみがきを行うことで，子供の口腔内の様子を知り，
個々に応じた家庭への啓発を行うことを掲げている。新型コロナウイルスの感染拡大後は，教師
による仕上げみがきの中止を余儀なくされているが，感染防止への対策から，園児の年齢ごと
に，ソーシャルディスタンスを保ちながらの歯みがきや口腔模型を使用した個別指導に切り換え
て，工夫を凝らして実施していた。歯科健康診断は園歯科医がマスクやフェイスシールドを着用
しながら実施しており，また園歯科医による講演会では保護者から事前に受けた質問事項に答え
る形で啓発活動を行っている。また，食育活動については５歳児に対して保護者との「調理実
習」や園児の構成から「世界の料理」として外国の食文化を学ぶ機会を設けていたが，感染防止
の観点から中止を余儀なくされている。
　立地や園児構成の異なる施設であるが，ウイルスへの感染防止対策をとっている環境下で，両施
設とも工夫しながら歯科保健活動に懸命に取り組む姿は，新型コロナウイルス感染収束後の活動に
おいても，教職員や園歯科医及び保護者との連携を図る上で有効な道筋として役立つと考えられ
る。
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　小学校部会は，研究発表に先立ち筆者によるアドバイザー導入から開始され，学校での新しい
生活様式について２つの視点から発表を行った。１点目として，新型コロナウイルス感染症をは
じめとする各種の感染症の拡大を防ぐことが，児童自身のみならず，大事な家族や友人の命を守
ることに繋がることを理解し実践することが大切であり，感染予防を意識した生活様式を身につ
けることの重要性を示した。２点目として，口腔の健康が感染予防に繋がることを意識した歯や
口の健康づくりを実践することの大切についての報告を行った。
　研究発表１では，「ひびきあい・つながる・ひろがるは（歯）っぴー活動withコロナ～幸せ・楽
しさ・アイデアいっぱい歯・口の健康づくり～」を主題として，岐阜県美濃加茂市太田小学校養
護教諭の稲垣章子先生から発表が行われた。歯科保健活動においては，幸せと親しみやすさを願
い「歯（は）っぴー活動」と命名し，はっぴー活動の４本の柱を軸に学校における取組が紹介さ
れた。①ひびきあう「保健教育」として，エチケットを守る歯みがきの実践を通して主体的・対
話的な深い学びを学習すること，②自分と向き合う「保健管理」として，一斉歯みがきやフッ化
物洗口に対するコロナ対策の実践や口呼吸予防対策としての「あいうべ体操」，歯みがき技術の
向上を目指した「はっぴー教室」など，③連携の輪をつなぐ「組織活動」として，HPや健康ア
プリを活用し，家庭に合わせて取組が選べるように，資料をHPへ掲載したり，スマートフォン
を使っての健康アプリの取組，④ひろがる「はっぴー活動」として，自己肯定感を高める歯みが
き上手な子に「はっぴー賞」として全校朝会での表彰や，伝統をつなぐ取組として６年生が１～
４年生の教室に行き，歯みがきを教える取組が紹介された。さらに，コロナ禍であっても，しっ
かりとした感染対策の取組により，「はっぴー活動」を継続することができ，保護者の理解も得
られたことが報告された。
　研究発表２では，「健康課題を自ら解決し，行動できる子供の育成～学校・家庭・地域が共に
歩む歯・口の健康づくりを通して～」を主題として，岩手県二戸市立金田一小学校養護教諭の梅
津美里先生から発表が行われた。学校保健目標として「心身ともに健康でよりよく生きようとす
る子どもの育成」を掲げ，自分の健康課題を解決するために進んで行動できる態度を育成するこ
とを目指し，「健康でたくましい子どもの育成」の重点項目として「子供が自らの健康に関心を

鶴見大学歯学部 小児歯科学講座　教授　朝田 芳信アドバイザーのまとめ
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持ち，むし歯の予防に繋げる」「歯科指導の徹底を図り，歯みがきの習慣形成に努める」ことを
学校歯科保健の目標として掲げている。研究発表では，歯・口の健康づくりの実際を軸に，その
取組が紹介された。
　学校保健委員会活動を中心として，金田一小中合同での学校保健委員会からスタートした取組
が，現在では金田一地区小中合同の委員会にまで発展し，子供の健康問題について対応している
ことが報告された。次に，教育活動全体を通した歯・口の健康づくりでは，歯科保健指導に関し
て学校歯科医・歯科衛生士との連携のもと，歯と口の健康課題を自ら解決し行動できることを目
指し，子供の発達段階を踏まえた指導を実践していることが紹介された。さらに，栄養教諭との
連携のもと，食の大切さや感謝する心について学ぶ機会を設け，口腔機能に関する指導では，「か
みかみ運動」や「口輪筋トレーニング」が導入されていた。上記の活動を通じて，家庭・地域と
連携した歯・口の健康づくりが実を結び，６年生のDMFTは劇的に減少したことが報告された。
　続いて平瀬久義先生から２校の研究発表に対し，「座長のまとめ」として感想が述べられた。
岐阜県美濃加茂市太田小学校では，新型コロナウイルス感染症の緊急事態においても，学校歯
科保健活動が「はっぴー活動の４本柱」を軸に，有機的にまた有効に機能している。学校歯科
医の協力もあり地域や学校の状況を踏まえ，「新型コロナウイルス感染症下における活動の進め
方」について検討に検討を加えた結果だと感じた。自分の課題に気づき自ら解決していくことへ
の挑戦として，なぜ歯みがきするのかを考え，自分と向き合うことによって課題に気づく教育の
実践，そしてそれらを基に，「自分と向き合う」保健管理に繋げ，組織活動に広げていくという，
理にかなった健康教育が行われていた。新たな歯科保健活動のあり方が模索できたのは，「今だ
からできることがある」という言葉が，「キーワード」となったからだと思われる。まさに副題
のとおり「幸せ・楽しさ・アイデアいっぱい　は（歯）っぴー活動」に取り組まれており，その
具体的活動をご教示いただき大変参考になった。岩手県二戸市立金田一小学校の発表では，感染
拡大予防を最優先としながら，歯・口の健康づくりをはじめとする健康教育をどのように進める
べきか，悩みながら手探りで取り組んだ１年だったと述べられた。その中で，学校歯科保健活動
を維持推進することができたのは，歯と口の健康づくりに関する知識や技能を持つ専門家や地域
の方々の協力が大きな力になったとのことである。発表の中で「連携」と「継続」いう言葉が多
く出てきた。連携にいたるまでの「立ち上げ」，そしてそれを続ける「継続」については，大変
なエネルギーが必要だったと思う。それを実践されてきたご努力に頭のさがる思いである。
　最後に，２校の研究発表に対して，学校歯科保健関係者がこの新型コロナウイルス感染症拡大
の緊急事態にどのように取り組んでいくべきか，道筋を示していただいたことへの謝辞が述べら
れ，小学校部会は閉会した。
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　学校保健は，保健教育と保健管理を柱とし，これらを円滑に進めるために組織活動が展開され
る。いずれの取組も生徒・児童が主体的であることは，望ましい生活習慣を獲得する上で重要と
なる。むし歯と歯周病は，健康と疾病の連続性を実感でき，そのリスク因子も身近であることか
ら，学校保健において主体的な取組を促しやすい教育材であるが，その取り上げ方は学齢や対象
の特性に合わせる必要がある。
　これらを背景として，領域別研究協議会の中学校部会では，最初にアドバイザーによる導入と
して，直近の学校保健統計調査におけるむし歯と歯周病の有病状況と，これら歯科疾患の宿主要
因，細菌要因，環境要因（むし歯では食事要因）の「３つの輪」と生活習慣との関係性を確認し
た。さらに，令和１・２年度生きる力を育む学校での歯・口の健康づくり推進事業で実施された
アンケート調査をもとに，中学生の生活習慣全般や歯科保健に関する意識の傾向が示された。次
いで，研究発表１として埼玉県熊谷市立富士見中学校での取組が養護教諭の中島良子先生から，
研究発表２として埼玉県加須市立加須平成中学校での取組が養護教諭の青木美子先生から発表さ
れた。両研究発表では，学校が所在する地域の特徴や校風，ならびにそれらに根ざした学校歯科
保健の取組が紹介された。
◎研究発表１（主体的に活動する生徒の育成を目指した保健活動～自分の健康は自分で守ろう～）
　埼玉県熊谷市立富士見中学校では，生徒による保健委員会の活動が活発であり，在学中を通じ
て保健委員を務める生徒も認められる。生徒の代表が中心となって各月の目標や活動内容が決め
られ，生徒達の活動も自分たちで考え実践する主体的な取組が行われている。学校保健委員会
（年２回開催）の第１回目では，２年生の保健委員によるヘルス・クオリティー・コントロー
ル・シート（HQCシート：熊谷市が実施するより良い生活習慣を身につけさせる取組に活用され
る）の成果の発表の様子が紹介された。また，小学校との連携においても，保健委員の意見をも
とに作成したビデオレターの送付を契機として，出前歯みがき教室が行われるに至っている。
　一方，保健管理の面においては，CO・GOがある生徒とむし歯の未治療者を対象に，むし歯の原
因や予防と歯のみがき方の学習，歯垢を染め出しての指導など，健康診断結果を有効に活用した
取組が行われている。その結果，歯みがきについては個別対応の対象者が減少し，全校を対象に

日本大学歯学部 衛生学講座　教授　川戸 貴行アドバイザーのまとめ
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した歯みがき教室に移行するに至っている。また，特別支援学級においては，養護教諭と担任が
協力した「歯に良い食べ物，飲み方」「口の中の様子と正しいみがき方」の指導が行われ，後者に
ついてはテレビ画面上に口腔内を映し出すことで，生徒の気付きを誘導する取組が行われている。
　これらの取組は，ホームページを活用して保護者に情報提供がなされ，また，熊谷市の学校保
健会会報で発表されている。教職員の異動などがあっても取組が継続する組織の形成と「自分の
健康は自分で守る」という意識付けを強固にする上で，これらの情報発信が重要な役割をなして
いる様子が伺えた。
◎研究発表２（歯と口の健康を守ることで，生涯健康で生き抜くことのできる生徒の育成をめざして）
　埼玉県加須市立加須平成中学校の歯科保健活動では，養護教諭や学級担任と歯科専門職が有機
的なつながりを持って取り組むことで，生徒の主体性が引き出されている。市の保健センターの
歯科衛生士による歯みがき指導では，プラークモニター（細菌観察），歯垢の染め出し，RDテス
トを活用し，生徒自身の気付きが重視されている。COと判定された生徒や歯並びの面で歯みがき
に工夫が必要な生徒，歯垢の染め出しでみがき残しを認めた生徒に，歯科衛生士と養護教諭が個
別指導をする様子も示された。個々生徒の様子を直接確認できる歯科健康診断では，事前の保健
調査を有効に活用した診査と手鏡を用いたみがき残し部位の確認と指導など，学校歯科医による
細やかな取組の様子が示された。健康診断後は学校歯科医と全職員との情報共有が図られ，ま
た，学校における保健委員会，地域学校保健委員会，職員研修への学校歯科医の参画の様子も紹
介された。
　保健委員をはじめとする生徒の取組も活発であり，歯と口の健康標語コンテストの実施や，歯
と口の健康ポスターコンクールなどでの積極的な発表の様子が示された。成果物を掲示する「歯
みがきストリート」や校長先生による表彰も，自分の健康を自分で守るという意識の向上につな
がっている様子が伺えた。
　これらの学校歯科保健活動は，家庭・地域へとその輪を広げている。保健委員が幼稚園を訪問
し，歯と口の健康に関する寸劇や模型を用いた歯みがき指導を行うなどの活動が，生徒の発案の
もと行われている。また学校公開日に歯科保健の取組の様子を詳細に公開し，地域における歯科
保健の啓蒙につながっている。
　座長とアドバイザーを交えた質疑応答形式のディスカッションでは，学校歯科医が保健活動
に参画する上では事前の準備や周知が必要であり，あらかじめ具体的な質問項目を準備するなど
のポイントが示された。また，コロナ禍にあって活動を行う上では，地域の感染状況に応じた活
動計画の再検討と，教職員，生徒，保護者間の意思疎通や共通理解が必要であり，この点におい
て情報リテラシーがこれまで以上に求められることなどが話し合われた。
　学校歯科保健活動の評価は，一人平均DMF歯数，COやGOを持つ者の割合，歯科健康診断後
の受療率などをもって論じられることが多い。今回の両学校の発表では，これらの数値に加え，
保護者，教職員の歯科保健に対する意識の向上，生徒による活動の継続といった視点でも成果や
今後の課題が示された。今回の中学校部会の協議を振り返り，今後は歯科保健活動による健康を
保持増進する能力（生きる力）の向上を評価する方策についても検討する必要があると感じた。



領 域 別 
研究協議会

92 ⃝ 

　領域別研究協議会の高等学校部会では，日本学校歯科医会理事の吉岡弘二座長の司会進行の
下，岩手県立大東高等学校の学校歯科医である熊谷博伸先生，香川県立善通寺第一高等学校の養
護教諭である琢磨美生先生，およびアドバイザーである筆者の発表が行われた。
　まずは筆者から「新型コロナウイルス感染症流行下での学校歯科保健を考える」として，導入
の講演が行われた。新型コロナウイルス感染症対策として幅広い活動制限が行われているが，こ
れは一方で，若者や女性の自殺などの増加といった悪影響も生じさせている。学校保健において
は，歯みがきやフッ化物洗口が中断され，むし歯の増加が危惧される。そこでコロナ禍の「新し
い生活様式」の中で学校歯科保健活動はどのように考えたらよいのか発表を行った。最初に，新
型コロナウイルスの感染リスクについて，歯みがきによる飛沫の拡散は口を閉じることで予防で
きることを説明した。日本歯科医師会や日本学校歯科医会，日本口腔衛生学会などの公的機関か
らの新型コロナウイルス感染症を考慮したうえでの，歯みがきやフッ化物洗口の実施方法につい
ての説明や，実際にオンラインで行われた学校歯科医によるフッ化物洗口の開始の指導の様子の
紹介も行い１～５），感染リスクを抑えながら，学校歯科保健活動を再開・継続していくことの重要
性を訴えた。
　次に，岩手県立大東高等学校の学校歯科医の熊谷博伸先生からは，同校の養護教諭である内舘
優香先生とのこれまでのご活動を報告いただいた。30年にわたる長いご活動から，小学校におけ
る毎週水曜日に歯科医師・歯科衛生士が訪問して行われた染め出しと，毎日実施した歯みがきに
よる「むし歯ゼロ運動～めざせ！歯の甲子園日本一～」の取組，その後の中学校における歯みが
きの継続や，学校歯科健診結果を生徒に配布するシステムの構築とハイリスク生徒への個別指導
を含んだ，生徒自身が「自らの健康について考え，改善しようとする努力（プロセス）」を目指し
た取組，高等学校におけるむし歯と生活習慣の関連を分析した上での効果的な保健指導や，自動
販売機の無糖商品を増やす取組などの幅広い活動が報告された。どの活動でも結果を分析し，そ
こから取組を改善していく努力がうかがえた。また，コロナ禍の最近では感染予防を考慮して，
DVDやメール，スマートフォンアプリの開発と活用の実例も紹介された。開発したアプリは現
在では20以上にもなり，学校保健においては「むし歯と肥満予防になる糖質を計算するアプリ」

「生き抜く力」をはぐくむ歯・口の健康づくりの展開を目指して
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「タバコを吸った場合の生涯の金額を計算するアプリ」「口腔内を見るためのカメラアプリ」があ
り，その幅広さがうかがえる。感染リスクの面で直接の指導が難しい場合には，生徒たちによる
このようなアプリの活用が効果を発揮してくるだろう。
　最後に，香川県立善通寺第一高等学校の保健主事・養護教諭である琢磨美生先生からは，学校
での年間にわたる丁寧な取組が紹介された。学校歯科健康診断の効果を上げるために，事前にブ
ラッシングなどの重要性について保健だよりや放送，担任の事前指導などで伝える取組，健康診
断の中での健康相談の資料とするために健康診断前に「保健調査票」によって状況を把握する取
組が紹介された。実際の健康診断の際には，コロナ禍において感染リスクを減らすための換気や
人数制限，事前の健康チェックなどの実施について説明された。事後指導として，お知らせを配
布して受診の指導をすることも説明された。また，学校行事として大規模に実施されている，学
校歯科医から紹介された歯科衛生士によるブラッシング指導の取組についても紹介された。さら
に，教育の機会を増やすために，保健体育・家庭科・芸術といった教科と連携したり，文化祭や
特別活動などにも広げて保健教育を行っていることも紹介された。こうした取組は，養護教諭だ
けでなく学校の先生全体の理解を深め，そして生徒たちの口腔保健状況を改善しており，今後の
継続とさらなる発展が目指されている。
　座長で日本学校歯科医会理事の吉岡弘二先生の進行によるディスカッションでは，これらの発
表の理解を掘り下げることができた。
　今回の発表は，学校歯科医と学校の連携により，多角的・多面的に学校歯科保健・教育活動が
行えることを示している。さまざまな状況のため発表いただいた学校ほどに歯科保健活動が実施
できていない学校においても，比較的容易に取り入れやすいエッセンスがあったのではないかと
思う。むし歯や歯周病は減ってはいても他の病気と比べると極めて多い疾患であり，年齢が上が
るほど有病者は増えるため，高等学校においては大きな問題である。そのため，ひとつの取組で
すべて解決することは難しいが，今回の発表のように活動を積み重ねていくこと，コロナ禍にお
いても安全に継続していくことが，生徒たちの口腔保健の向上に求められているだろう。

文　　献
１）�文部科学省：学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生
活様式」～（2021.4.28 Ver.6）（令和３年５月28日一部修正），2021．https://www.mext.go.jp/a_menu/
coronavirus/mext_00029.html

２）�日本歯科医師会：日歯8020テレビ　ウィズコロナ時代の歯のみがき方，2021．https://www.jda.or.jp/
tv/99.html

３）�日本学校歯科医会：「新型コロナウイルス感染症対策室」を設置しました，2020．https://www.
nichigakushi.or.jp/news/corona2.html

４）�日本口腔衛生学会：新型コロナウイルス緊急事態宣言下における集団フッ化物洗口の実施について，
2020．https://www.nichigakushi.or.jp/news/pdf/koukuueiseigakkai.pdf

５）�岐阜県山県市：新しい生活様式でのフッ化物洗口の開始，2020．https://www.city.yamagata.gifu.jp/
site/sakuraosyo/15952.html
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　わが国の特別支援教育を語る上で，「療育」を理解しなければならない。この「療育」という
言葉には英訳がなく，すなわちわが国固有の考え方であると理解される。わが国の「療育」の始
まりは，治療・教育・職能の三位一体論を掲げ，昭和17年（1942年）に整肢療護園（現在の心身障
害児医療療育センターの前身）の創設に尽力した高木憲次先生（1888～1963）の功績によるものが
大きい。これまでの高木憲次先生の伝えによると，「療育とは，現代の科学を総動員して不自由
な肢体を出来るだけ克服し，それによって幸いにも恢復したら『肢体の復活能力』そのものを出
来るだけ有効に活用させ，もって自活の途に立つように育成することである」とあり，特別支援
教育部会はその意味では「生き抜く力を育む」の精神がまさに児童・生徒の教育課題となってい
ると言える。
　わが国の新生児医療・周産期医療の発展に伴い，10年前では生存さえ危ぶまれていた子供たち
が，現代では元気に活動できる時代背景であるとはいえ，子供たちを取り巻く地域との包括的
な連携がなければ特別支援教育も徒労となってしまうが，超高齢社会対策も相まって，地域包括
ケアシステムも，より良く機能している感があることは喜ばしいと思っている。また，旧年のわ
が国の国連障害者権利条約の批准と前後して，障害者虐待防止法，障害者雇用促進法，障害者差
別解消法の整備もあり，教育の場面でも「合理的配慮」そして「医療的ケア児支援法」さらに
「COVID-19」がキーワードとなった年であると言える。合理的配慮や医療的ケア児の支援には
さまざまな点が言及されるが，「全国どの学校でも」という点も，合理的配慮に相当すると思わ
れる。また，多くの世界の人々を巻き込んだCOVID-19も多くの生活様式を一変させた。その観
点から，今回の部会では，千葉県で職業教育を熱心に行っている「千葉県立特別支援学校流山高
等学園」と，宮崎県の北部に立地する延岡市で統合された特別支援学校である「宮崎県立しろや
ま支援学校」から，感染対策をしっかり行った上で，地域環境を踏まえ研究を発表していただい
た。
 　まず初めに，千葉県立特別支援学校流山高等学園の養護教諭の須田浩美先生から学園の概要と
取組について報告があった。千葉県立特別支援学校流山高等学園は現在学年12クラス96名定員で
今年度の生徒数は282名であるという。職業教育を中心に教育課程が行われ，園芸技術科・工業

「生き抜く力」をはぐくむ歯・口の健康づくりの展開を目指して
─学校での新しい生活様式─

特別支援教育 部会

昭和大学歯学部 スペシャルニーズ口腔医学講座 口腔衛生学部門　教授　弘中 祥司
アドバイザーのまとめ
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技術科・生活技術科・福祉流通サービス技術科の４つの専門学科と８つのコースが設置されてい
る。同学園での特徴的な取組は，歯科健康診断をソファーに生徒を座らせて行う方法である。ソ
ファーの背側に歯科医師がおり，生徒がソファーに頭を乗せることによって，視野を広げ，また
生徒もリラックスして受診することが可能である。本方法は独創的で，良い発想の健康診断方法
であると感じた。また，受診後の「お知らせ」についても，挿絵を多用して生徒本人や家族にも
分かり易い配慮がなされている。ただ，本研究の中で，歯科受診を勧められたにも関わらず，受
診していない生徒の割合も少なくない。学校と異なり，定期健康診断が義務となっていない社会
に出ていくためには，学童期に定期歯科受診の必要性ならびに予防歯科の重要性をこれからも伝
えていくことを先生は強く願っていた。今後の生徒たちの行動変容について注目していきたいと
思った。
　一方，宮崎県立しろやま支援学校からは，養護教諭の内山優子先生から，延岡市で唯一の支援
学校にして，３障害種（聴覚障害・肢体不自由・知的障害）合同の支援学校であるしろやま支援
学校の取組と課題について報告がされた。現在の在校生は聴覚障害10名，肢体不自由37名，知的
障害151名であるそうだ。特徴的な取組は，学校歯科医の医院訪問で，歯科健康診断の事前学習
から，その後の歯科医院での専門的治療まで，段階的にクリアしていく方式がとても斬新で興味
深かった。確かに，学校は学びの場であり，友人たちや教員のサポートで，歯科健康診断も何と
かできるようになる児童生徒はいるであろうが，その後の処置となると見知らぬ場面であり，拒
否につながるケースは往々に遭遇する。そのための工夫としては，地域を挙げて学校歯科医が時
間を作る，医院を開放する点は頭が下がる思いである。また，コロナ禍での新しい試みとして，
Web歯みがき教室は良い着眼点であると思う。教職員向けのブラッシング研修も重要な要素であ
るが，やはり自ら健康を意識できるプロセス作りが，特別支援学校でも重要な要素であると，特
に感じた。
　両校の取組から，地域特性さらに障害種は異なるものの，コロナ禍でも工夫ができている点に
熱意が感じられた。「創意工夫」「学校歯科医の尽力」「自己の健康管理」等のキーワードに関し
ては，両校ともに同一であることが理解できる。特別支援教育は冒頭に示したように「自活の途
に立つように育成することである」ことから，地域が異なれども目指す健康のゴールは同じであ
る。近年では，さらに食支援も含めた「摂食支援」もキーワードに加えることができる。特別
支援学校の児童生徒では数年に一度，窒息事故の問題が議論されている。また，肢体不自由の児
童生徒では，安全な給食の提供も感染対策とともに重要であるケースも散見される。両校の取組
が，全国の特別支援教育における「生き抜く力を育む」教育方法の参考になれば幸いである。
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ポスター発表
■ 演題一覧 ■

No.1
─2019・2020年度　生きる力をはぐくむ
　歯・口の健康づくり推進事業校─
歯科治療完了率100%を目指SO（曽於）！！
～自ら考え、自ら行動できる生徒の育成～

〇實方めぐみ

鹿児島県立曽於高等学校・養護教諭

No.2
下顎第二大臼歯の萌出障害について

〇高橋　滋樹	 沖部　則子	 根来　武史
　阿部　純子	 安永　　敦	 深井　統久
　福山　英治	 森本　徳明	 金山　隼人
　島田　　正	 曽矢　猛美	 三村　　博
　茶谷　仁史	 野村　泰世

公益社団法人日本臨床矯正歯科医会
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No.4
GOを科学する

〇鈴木あい子１）	 金田　和彦１）	 峯岸　大造１）

　嘉部　　曉１）	 浜野　美幸１）	 平野　光恵１）

　矢野　　章１）	 山﨑　　靖１）	 小森　幸道１）

　山室　直子１）	 澤田　章司１）	 鈴木　　博１）

　和泉　雄一２）

１）�公益社団法人東京都学校歯科医会
２）�東京医科歯科大学名誉教授

No.3
教育現場における効果的な手洗い指導の取り組み

〇白水　雅子	 木林美由紀	 神田　恵実
　小澤　純子	 中川裕美子	 中村　隆志

大手前短期大学歯科衛生学科
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No.6
地域交流イベント（東山ふれあいフェスタ）
─「ガムを噛もう口腔育成講座」の取り組みと
　その検討─

〇佐藤　太吾	 小木曽　力	 青山　哲也
　甘粕　洋一	 井上　敬介	 松本　　崇
　村川比呂志	 河村　宏幸	 神戸　正文
　加古　美裕

知多郡歯科医師会

No.5
保育園における歯と口の健康づくり
～生きる力を育むために～

〇福富　千鶴

フォレストキッズ保育園
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全国学校歯科保健研究大会 年次表

回 開催地 年　月　日
１ 東 京 都 昭和６年４月６日
２ 東 京 都 昭和７年４月８日
３ 福 岡 県 昭和８年５月20日〜22日
４ 愛 知 県 昭和９年５月20日〜22日
５ 東 京 都 昭和10年５月19日〜20日
６ 山 梨 県 昭和11年５月３日〜５日
７ 大 阪 府 昭和12年５月16日〜18日
８ 静 岡 県 昭和13年５月１日〜３日
９ 京 都 府 昭和14年５月13日〜15日
10 宮 崎 県 昭和15年５月11日〜13日
11 秋 田 県 昭和16年６月14日〜16日
12 兵 庫 県 昭和17年５月９日〜10日
13 東 京 都 昭和18年５月16日〜17日
14 愛 知 県 昭和25年10月21日
15 福 岡 県 昭和26年10月５日
16 宮 城 県 昭和27年８月３日
17 香 川 県 昭和28年11月14日〜15日
18 島 根 県 昭和29年10月８日
19 東 京 都 昭和30年11月23日〜24日
20 北 海 道 昭和31年８月５日〜６日
21 岐 阜 県 昭和32年７月21日〜22日
22 栃 木 県 昭和33年10月24日〜25日
23 青 森 県 昭和34年10月11日〜12日
24 和歌山県 昭和35年９月25日〜26日
25 神奈川県 昭和36年11月12日〜14日
26 京 都 府 昭和37年11月23日〜24日
27 山 形 県 昭和38年10月５日〜６日
28 富 山 県 昭和39年９月18日〜19日
29 東 京 都 昭和40年10月17日〜18日
30 大 阪 府 昭和41年11月19日〜20日
31 愛 知 県 昭和42年11月11日〜12日
32 熊 本 県 昭和43年11月10日〜12日
33 滋 賀 県 昭和44年９月21日〜22日
34 静 岡 県 昭和45年10月25日〜26日
35 千 葉 県 昭和46年10月28日〜29日
36 秋 田 県 昭和47年10月10日〜11日
37 東 京 都 昭和48年11月17日〜18日
38 京 都 府 昭和49年10月12日〜13日
39 香 川 県 昭和50年11月15日〜16日
40 栃 木 県 昭和51年10月30日〜31日
41 神奈川県 昭和52年９月30日〜10月１日
42 大 阪 府 昭和53年11月17日〜18日
43 兵 庫 県 昭和54年11月９日〜10日

回 開催地 年　月　日
44 鹿児島県 昭和55年11月14日〜15日
45 東 京 都 昭和56年11月13日〜14日
46 愛 媛 県 昭和57年10月15日〜16日
47 福 岡 県 昭和58年11月25日〜26日
48 山 形 県 昭和59年９月28日〜29日
49 奈 良 県 昭和60年10月25日〜26日
50 岩 手 県 昭和61年９月19日〜20日
51 岐 阜 県 昭和62年10月23日〜24日
52 青 森 県 昭和63年10月14日〜15日
53 和歌山県 平成元年10月27日〜28日
54 広 島 県 平成２年10月19日〜20日
55 宮 城 県 平成３年10月18日〜19日
56 徳 島 県 平成４年11月13日〜14日
57 埼 玉 県 平成５年12月２日〜３日
58 富 山 県 平成６年９月29日〜30日
59 愛 知 県 平成７年10月19日〜20日
60 東 京 都 平成８年11月21日〜22日
61 福 島 県 平成９年10月16日〜17日
62 沖 縄 県 平成10年11月19日〜20日
63 北 海 道 平成11年９月30日〜10月１日
64 高 知 県 平成12年11月30日〜12月１日
65 大 阪 府 平成13年11月15日〜16日
66 宮 崎 県 平成14年10月10日〜11日
67 秋 田 県 平成15年10月２日〜３日
68 静 岡 県 平成16年11月11日〜12日
69 岡 山 県 平成17年11月17日〜18日
70 千 葉 県 平成18年10月19日〜20日
71 福 岡 県 平成19年10月18日〜19日
72 神奈川県 平成20年10月16日〜17日
73 京 都 府 平成21年10月29日〜30日
74 茨 城 県 平成22年10月28日〜29日
75 愛 媛 県 平成23年10月20日〜21日
76 群 馬 県 平成24年10月25日〜26日
77 熊 本 県 平成25年10月17日〜18日
78 島 根 県 平成26年10月23日～24日
79 長 野 県 平成27年10月29日～30日
80 東 京 都 平成28年11月16日～17日
81 青 森 県 平成29年10月26日～27日
82 沖 縄 県 平成30年12月６日～７日
8３ 山 口 県 令和元年10月17日～18日
84 福 井 県 令和２年10月８日～９日（中止）

85 東 京 都
（WEB開催） 令和３年10月21日

	 注：第１〜37回　全国学校歯科医大会
	 　　第38〜44回　全国学校歯科保健大会
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開 催 予 告

第86回　全国学校歯科保健研究大会

主題及び副題	 口腔から全身の健康づくりを目指して
	 〜未来の生活を支える学校歯科保健〜

■主　　　　　催	 �文部科学省・（公社）日本学校歯科医会・
	 （公財）日本学校保健会・（一社）山梨県歯科医師会・
	 山梨県・山梨県教育委員会・甲府市・甲府市教育委員会

■期　　　　　日	 2022年（令和４年）10月20日（木）12：00〜

今年度は会場とオンラインのハイブリッドで開催！

■会　　　　　場	 YCC県民文化ホール（山梨県立県民文化ホール）
	 〒４００-００３３　山梨県甲府市寿町２６-1

■大会に関するお問い合わせ先
	 公益社団法人 日本学校歯科医会
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北4-1-20
	 TEL：03-3263-9330　FAX：03-3263-9634
	 E-mail：JASD@nichigakushi.or.jp

	 一般社団法人 山梨県歯科医師会
	 〒４００-００１５　山梨県甲府市大手１-4-1
	 TEL：０５５−２５２−６４８１　FAX：０５５−２５３−０８５４
	 E-mail：info@yda.jp

参加・視聴には事前登録が必要です
登録方法についての詳細は決定次第ご案内いたします

■参加登録等に関する問い合わせ先
	 株式会社アドブレーン社 企画制作局事業部
	 「第86回全国学校歯科保健研究大会」受付係
	 〒４００-８５３５　山梨県甲府市北口２-６-１0
	 TEL：０５５−２３１−３３１１　FAX：０５５−２５４−８０００
	 E-mail：touroku@ybs.ne.jp　受付時間：平日９時から17時まで

山梨県
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開　催　予　告

第72回 全国学校歯科医協議会

■ 主　催　　（一社）岩手県歯科医師会

■ 共　催　　（公社）日本学校歯科医会

■ 後　援　　岩手県教育委員会，岩手県学校保健会，盛岡市教育委員会

■ 期　日　　202２年（令和４年）11月1０日（木）１5：30～20：3０

■ 会　場　　ホテルメトロポリタン盛岡本館
　　　　　　 岩手県盛岡市盛岡駅前通1-44

■ 講　演　「体育・スポーツと歯及び口腔の健康」
　　　　　　盛島　寛 先生（盛岡大学文学部児童教育学科 教授）

■「学校保健及び学校安全」文部科学大臣表彰 受賞者紹介

新型コロナウイルス感染症の影響により，中止または開催方法が変更となる場合があります

■お問い合わせ先
　　　　　　 （一社）岩手県歯科医師会
　　　　　　 〒０２０-００４５　岩手県盛岡市盛岡駅西通2-5-25　８０２０プラザ
　　　　　　 TEL：０１９-６２１-８０２０　FAX：０１９-６５４-５４７４

岩手県
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歯・口の健康に関する

図画・ポスターコンクール　受賞にあたり

令和３年度

最優秀賞
文部科学大臣賞

小学校低学年の部

宮崎県　宮崎市立加納小学校　2年　伊集院 夏矢さん

受賞者のことば
　毎年，歯と口の図画ポスターコン
クールを楽しみにして描いています。
今度は画面いっぱいに描きたいと思い
ました。朝ご飯を食べた後のパジャマ
姿のまま歯みがきをしているところで
す。いつも使っている黄色いコップと
歯ブラシを近くで見たり鏡で自分の顔
をじっくり見たりして描きました。歯
ブラシ・コップを持っている手を描く
のに時間がかかりました。楽しい気持
ちで色を考えて描きました。文部科学
大臣賞は憧れていたのでとても嬉しい
です。どうもありがとうございました。

家族のことば
父・伊集院 正さん

　この度は，名誉ある賞を頂きまして，
ありがとうございました。
　小さいときから歯や歯みがきの大切さ
を伝えてきました。また，歯が生え始め
てからずっと定期検診に通い，仕上げみ
がきも欠かさず行っているせいでしょう
か，歯と口の衛生に関して高い意識を
持っています。６歳上の兄が小学生の頃
に描いているのを側で見ていて，自然と
歯と口の図画ポスターを楽しく描くよう
になりました。家には，絵を描く環境が
あり，思いついたらすぐに色と形で表現
しています。今回は３月からカレンダー
の裏や自由帳などに今年はこんな感じの
絵にすると言いながらにこにこして描き
始めていました。集中して試行錯誤しな
がら取り組んでいました。この度の受賞
で自分に自信を得たようです。JAXAで
働く将来の夢を強く語るようになりまし
た。この経験を活かし，歯も夢も輝かせ
て欲しいと願っています。

指導者のことば
宮崎県宮崎市立加納小学校

大野恵美 教諭（学級担任）
　学校生活では，どんなことでも真面目に一
生懸命取り組む夏矢さんです。学習中は，自
分で一生懸命考えたり，友達と相談したりし
ながら楽しく活動する姿が見られます。
　最近は，なぞかけを考えることが大好きで，
学級の友達を楽しませてくれています。
　作品制作では，読書感想画を描く時，別々
の場面に登場していた動物を同じ場面に登場
させる発想に大変驚きました。にぎやかで，と
ても楽しい絵を描き上げることができました。
　初めて受賞作品を見た時，心がぐっと引き
付けられました。そして，夏矢さんの「絵を
見た人に，楽しい気持ちで歯をみがいてほし
い」という思いを知った時，きっとその思い
は，見た人みんなに届くと確信しました。こ
れからも，沢山のことにチャレンジしてほし
いです。
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受賞にあたり

令和３年度

最優秀賞
文部科学大臣賞

中学校の部

愛媛県　鬼北町立広見中学校　1年　福鹿 希音さん

受賞者のことば
　「歯・口の健康に関するポスター」と聞
いて，私が真っ先に思い浮かべたのは，今
年ちょうど80歳で26本もの自分の歯を持
つ祖父のことでした。作品の中の「LV80�
26」とは，8020を軽く越えた「レベル80
歳26本」という意味です（私は「レベル12
歳28本」です）。「LOVE & Teeth」は，家
族と考えたフレーズです。フォントや色使
い，肌の質感にも注意して，夏休み中に
じっくり時間を掛けて描き上げました。
　このようなすばらしい賞をいただいた
ことにとても驚き，感謝しています。こ
れからもいろいろな芸術に触れ，感性も
歯もしっかりみがいていきたいと思いま
す。ありがとうございました。

家族のことば
母・福鹿理恵さん

　この度は，このようなすばらしい賞を頂
き，ありがとうございました。
　以前に，次女（受賞者の姉）が歯に関す
る俳句で賞を頂いたことがあり，次は自分
が歯に関するポスターを描きたいというこ
とで，夏休みにこつこつ描き進めておりま
した。
　「8020運動」という言葉を聞いて，魚の
骨までバリバリ食べてしまうほど歯が丈夫
な私の父をモデルにしたそうです。
　LOVE & Teethという少しアーティステ
ィックなフレーズは，娘が主人と一緒に考
えた，いくつかの候補の中から１番くすっ
と笑えるものを構図に取り入れたようです。
　これまで娘の感性を育んでいただいた先
生方や，仲よくしてくださっているお友達，
全ての方々に感謝したいと思います。あり
がとうございました。

指導者のことば
愛媛県鬼北町立広見中学校

岡本浩美 教諭（美術担当）
　「きれいな歯は，元気の源！」と，訴えている
ような構図に，しっかりと写実的に描きこんだ
２人の表情。２学期初め，一番に目に留まった
ポスター作品でした。希音さんとおじいさんが，
大きな口を開けて，力一杯「LOVE & Teeth」と
叫んでいる姿に引き付けられました。２人とも
健康な歯で，元気みなぎる迫力満点の作品で
す。希音さんは，吹奏楽部に所属し，トラン
ペットを担当しています。何事も一生懸命に取
り組み，学校生活のさまざまな場面で活躍して
います。この作品も，夏休み中に構図やキャッ
チフレーズをじっくりと考え，力強い作品に仕
上げました。希音さんと家族の皆さんの愛を感
じます。これからも感性豊かな作品を制作して
いくことを期待しています。

　毎年，口腔保健に関する認識を高めることを目的に開催している「歯・口の健康に関する図画・ポス
ターコンクール」には，全国の子供たちからユニークな作品が数多く寄せられます。
　その中から各賞に輝いた作品がどうやって生まれたのか，受賞者とそのご家族，指導者のことばととも
に受賞の裏側に迫ります。
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地　区 幼稚園の部 小学校低学年の部（１～３年生） 小学校高学年の部（４～６年生） 地　区 中学校の部 高等学校の部 特別支援学校の部
幼稚園名 年齢 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名

北海道 ─ ─ ─ 釧路市立中央小学校 3 葛　西　葵　音 釧路市立釧路小学校 6 上　瀧　奈　央 北海道 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 北海道美唄養護学校小学部 5 土　井　礼　音
札幌市 ─ ─ ─ 札幌市立定山渓小学校 1 田　尻　一　斗 札幌市立南白石小学校 4 成　田　大　翔 札幌市 札幌市立札苗北中学校 3 浅　井　結　羽 ─ ─ ─ ─ ─ ─

青森県 社会福祉法人深沢福祉会幼保連
携型認定こども園深沢保育園 4 ◎工　藤　瑛　斗 十和田市立藤坂小学校 3 苫米地　煌　大 八戸市立豊崎小学校 5 山　下　絵　鈴 青森県 八戸市立根城中学校 3 前　田　楓　月 ─ ─ ─ 青森県立八戸聾学校中学部 2 柴　田　菜々子

岩手県 洋野町立種市こども園 6 万　徳　來　愛 北上市立黒沢尻東小学校 3 高　橋　来　那 二戸市立福岡小学校 6 山　下　陽　葵 岩手県 九戸村立九戸中学校 3 小笠原　利　菜 岩手県立福岡高等学校 1 立　波　唯　菜 岩手県立盛岡峰南高等支援学校 3 加賀屋　希　輝
秋田県 ─ ─ ─ 鹿角市立大湯小学校 2 安　保　凛　咲 秋田市立旭川小学校 4 宮　川　湖乃美 秋田県 能代市立能代第一中学校 1 佐　藤　咲優香 ─ ─ ─ ─ ─ ─
宮城県 ─ ─ ─ 岩沼市立岩沼小学校 3 伊　藤　月　乃 岩沼市立玉浦小学校 6 髙　橋　み　う 宮城県 登米市立登米中学校 3 柴　田　コ　ウ ─ ─ ─ ─ ─ ─
山形県 ─ ─ ─ 真室川町立真室川あさひ小学校 1 井　上　鈴　逢 村山市立袖崎小学校 4 森　　　蒔　幸 山形県 南陽市立沖郷中学校 1 相　澤　光　里 ─ ─ ─ ─ ─ ─
福島県 ザベリオ学園こども園 5 長　井　　　嶺 須賀川市立第二小学校 2 國　分　輝　歩 いわき市立中央台東小学校 5 寺　内　心　美 福島県 須賀川市立第一中学校 2 八木沼　華　穂 ─ ─ ─ 福島県立富岡支援学校小学部 1 村　山　　　豪
茨城県 ─ ─ ─ 茨城町立青葉小学校 3 江　幡　ひなの 阿見町立阿見第一小学校 6 野　口　啓　永 茨城県 つくば市立谷田部中学校 8 朝　田　澪　香 ─ ─ ─ 茨城県立水戸特別支援学校中学部 2 杉　本　晃　清
栃木県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 栃木県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
群馬県 ─ ─ ─ 高崎市立新高尾小学校 2 樋　口　智　紀 みどり市立笠懸小学校 6 越　沢　夢　星 群馬県 みどり市立笠懸南中学校 3 田　辺　純　埜 ─ ─ ─ 前橋市立前橋特別支援学校中学部 3 小　熊　孔　人
千葉県 ─ ─ ─ 野田市立岩木小学校 2 松　本　莉　歩 八千代市立八千代台小学校 4 坂　上　莉　世 千葉県 鎌ヶ谷市立第四中学校 2 ◎神　野　浬乃愛 ─ ─ ─ 茂原市立豊田小学校特別支援学級 1 ★村　上　龍　希
埼玉県 ─ ─ ─ 桶川市立桶川東小学校 3 佐々木　望　愛 川口市立飯塚小学校 6 鈴　木　舞　桜 埼玉県 熊谷市立別府中学校 3 岩　本　玲　奈 ─ ─ ─ ─ ─ ─

東京都 学 校 法 人 聖 心 学 園	
サンタ・セシリア幼稚園 5 鈴　木　梨　華 江戸川区立篠崎第五小学校 2 ◎髙　橋　凜　奈 江戸川区立平井東小学校 4 ★武　藤　希　実 東京都 江東区立深川第五中学校 3 欒　　　馨　怡 東京都立工芸高等学校 2 ★平　岡　布　由 東京都立大塚ろう学校小学部 3 仁　宮　梨　宝

神奈川県 ─ ─ ─ カ リ タ ス 小 学 校 1 坂　井　天恋沙 川崎市立東小倉小学校 6 小　林　悠　莉 神奈川県 厚木市立厚木中学校 2 石　川　愛　梨 ─ ─ ─ ─ ─ ─
川崎市 ─ ─ ─ 川崎市立東住吉小学校 3 青　木　瑠　彩 川崎市立井田小学校 6 杉　本　萌　果 川崎市 川崎市立塚越中学校 1 福　永　伊智子 ─ ─ ─ 川崎市立田島支援学校高等部 2 大　浦　来　未
山梨県 ─ ─ ─ 北杜市立長坂小学校 2 内　田　　　暦 北杜市立長坂小学校 5 白　倉　由　唯 山梨県 山梨県立ろう学校 2 内　藤　　　樹 山梨県立富士北稜高等学校 1 小佐野　志　築 ─ ─ ─
長野県 杉 の 子 幼 稚 園 6 中　嶋　葵　音 飯田市立上村小学校 2 元　島　音　愛 高森町立高森南小学校 5 酒　井　　　椿 長野県 高森町立高森中学校 1 水　野　優　唯 ─ ─ ─ ─ ─ ─

新潟県 燕市立燕こども園 4 本　多　陽　葵 上越教育大学附属小学校 2 榊　原　遼太朗 弥彦村立弥彦小学校 6 山　部　和　哉 新潟県 村上市立岩船中学校 3 今　井　ひより ─ ─ ─ 新潟県立新発田竹俣
特別支援学校高等部 1 古　山　蒼　昊

静岡県 掛川市立すこやかこども園 5 ◎渥　美　奏　登 御前崎市立浜岡北小学校 3 深　間　愛　未 沼津市立第二小学校 6 奥　村　日向子 静岡県 御殿場市立御殿場中学校 3 名　取　春　香 ─ ─ ─ 掛川市立原谷小学校特別支援学級 4 伊　藤　僚　汰

愛知県 ─ ─ ─ 愛西市立西川端小学校 2 松　本　麗　愛 一宮市立木曽川西小学校 5 甲　斐　桃　佳 愛知県 蒲郡市立蒲郡中学校 2 内　田　吉　野 愛知県立小坂井高等学校 1 春　田　稜　季 岡 崎 市 立 六 ツ 美	
中学校特別支援学級 2 鈴　木　悠　士

名古屋市 ─ ─ ─ 名古屋市立玉川小学校 3 成　田　　　晴 名古屋市立八社小学校 6 柴　田　夏　帆 名古屋市 名古屋市立振甫中学校 3 長　尾　優　月 ─ ─ ─ 名 古 屋 市 立 比 良	
西小学校特別支援学級 2 中　村　彩　月

岐阜県 ─ ─ ─ 大垣市立中川小学校 3 今　村　朔　久 大垣市立東小学校 6 山　川　夏　実 岐阜県 高山市立松倉中学校 2 清　水　希　実 ─ ─ ─ ─ ─ ─
三重県 学校法人前島学園和順幼稚園 5 ★井　本　澪　姫 亀山市立井田川小学校 3 川　合　結　菜 亀山市立亀山南小学校 5 池　田　芽　生 三重県 松阪市立大江中学校 3 若　山　幸　来 ─ ─ ─ 志摩市立東海小学校特別支援学級 2 森　下　文　太
石川県 ─ ─ ─ 珠洲市立若山小学校 2 田　中　小　梅 能登町立宇出津小学校 5 宮　下　榮　司 石川県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
福井県 ─ ─ ─ 越前市岡本小学校 1 清　水　　　葵 鯖江市進徳小学校 5 宮　﨑　月　衣 福井県 福井県立高志中学校 3 三　勢　三太郎 ─ ─ ─ ─ ─ ─
富山県 ─ ─ ─ 黒部市立生地小学校 2 三日市　玲　偉 高岡市立野村小学校 6 森　岡　美　咲 富山県 小矢部市立蟹谷中学校 3 勢　田　彩　妃 ─ ─ ─ ─ ─ ─
滋賀県 大津市立堅田幼稚園 5 遠　藤　　　巧 大津市立南郷小学校 1 矢野　　楓　汰 彦根市立平田小学校 6 石　田　夕　結 滋賀県 守山市立明富中学校 2 勝　見　め　ぐ 滋賀県立米原高等学校 2 粕　渕　幸　多 ─ ─ ─
和歌山県 海南市立巽幼稚園 4 細　川　蒼　央 和歌山市立三田小学校 3 片　岡　小　珀 紀の川市立名手小学校 5 南　　　奏　汰 和歌山県 日高町立日高中学校 3 ◎嶋　田　倫　也 ─ ─ ─ 和歌山県立和歌山ろう学校小学部 6 井　上　啓　夢
奈良県 ─ ─ ─ 天理市立櫟本小学校 1 上　田　悠　貴 桜井市立織田小学校 5 中　野　柚　月 奈良県 上牧町立上牧第二中学校 1 髙　橋　法　子 ─ ─ ─ ─ ─ ─
京都府 ─ ─ ─ 亀岡市立西別院小学校 3 平　田　　　輔 長岡京市立長岡第四小学校 5 北　川　　　楓 京都府 京都市立上京中学校 2 竹　濵　風　香 ─ ─ ─ ─ ─ ─
大阪府 松原ひかり幼稚園 5 藤　本　真　未 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 大阪府 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

大阪市 ─ ─ ─ 大阪市立鶴橋小学校 1 山　下　優　奈
大阪市立上福島小学校 4 吉　谷　碩　人

大阪市 大阪市立旭陽中学校 2 髙　嶋　静　来 大阪市立工芸高等学校 3 ◎山　下　瑞　葵 ─ ─ ─大阪市立神津小学校 6 奥　田　壮　人
大阪市立玉川小学校 6 藤　　　瑞　歩

兵庫県 ─ ─ ─ 播磨町立播磨南小学校 3 清　水　莉　陽 加古川市立東神吉南小学校 4 宍　貝　紀　春 兵庫県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
神戸市 神戸市立灘すずかけ幼稚園 5 木　村　有　志 神戸市立小部東小学校 2 林　　　明　里 神戸市立神戸祇園小学校 4 山　田　碧　乃 神戸市 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
岡山県 新見市立上市認定こども園 5 吉　國　佑　志 倉敷市立葦高小学校 3 岸　本　　　翼 岡山市立津島小学校 6 難　波　爾　子 岡山県 倉敷市立水島中学校 3 渡　邉　陽　菜 岡山市立岡山後楽館高等学校 2 岡　本　　　有 岡山県立岡山聾学校小学部 1 池　尻　環　奈
鳥取県 ─ ─ ─ 琴浦町立赤碕小学校 2 㔟　渡　梨央奈 伯耆町立溝口小学校 5 島　田　アミカ 鳥取県 北栄町立北条中学校 3 入　江　結　奈 米子松蔭高等学校 3 笹　尾　咲　来 伯耆町立溝口小学校特別支援学級 2 河　上　優　斗
広島県 ─ ─ ─ 広島市立牛田小学校 2 河　石　夏　歩 広島市立江波小学校 6 藤　原　小　路 広島県 安芸高田市立吉田中学校 1 木　坂　心　水 ─ ─ ─ ─ ─ ─
島根県 つわぶきこども園 6 堀　江　壱　東 雲南市立鍋山小学校 1 黒　河　愛　斗 出雲市立大津小学校 4 板　倉　佳乃子 島根県 出雲市立斐川西中学校 3 藤　井　美　樹 松 江 西 高 等 学 校 2 田　中　美　鈴 ─ ─ ─
山口県 ─ ─ ─ 岩国市立装港小学校 1 安　田　夢　翔 周南市立櫛浜小学校 4 工　藤　茉　愛 山口県 長門市立深川中学校 1 桑　原　彩　香 ─ ─ ─ ─ ─ ─
徳島県 ─ ─ ─ 東みよし町立三庄小学校 3 河　野　泰　生 阿南市立津乃峰小学校 4 岡　　　千　尋 徳島県 阿波市立阿波中学校 3 木　南　咲　来 徳島県立城ノ内高等学校 2 伊　藤　智　恵 徳島県立阿南支援学校中学部 1 ◎儀　宝　紗　代
香川県 高松市立大町幼稚園 5 奥　田　玲　輝 観音寺市立伊吹小学校 1 松　本　駿太郎 坂出市立東部小学校 4 道　北　花　奈 香川県 三豊市立豊中中学校 2 大　平　菜　月 香川県立高松工芸高等学校 2 井　内　　　聖 ─ ─ ─
愛媛県 ─ ─ ─ 八幡浜市立喜須来小学校 1 大　本　士　貴 西予市立皆田小学校 4 西　谷　栞　奈 愛媛県 鬼北町立広見中学校 1 ☆★福　鹿　希　音 愛媛県立松山北高等学校 2 坂　本　菜々美 愛南町立平城小学校特別支援学級 1 長　岡　和　希
高知県 ─ ─ ─ 四万十市立竹島小学校 2 ◎東　　　敬　莉 高知市立泉野小学校 4 ◎早　岡　佐　納 高知県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
福岡県 学校法人飯塚学園ひまわり幼稚園 5 うちやま　とし 朝倉市立蜷城小学校 2 く　が　み　う 大牟田市立天領小学校 6 安　陪　華　子 福岡県 宗像市立中央中学校 2 中　山　万　生 福岡県立輝翔館中等教育学校 5 ◎三　上　　　遥 福岡県立築城特別支援学校小学部 1 金　澤　一　輝
福岡市 ─ ─ ─ 福岡市立西戸崎小学校 2 山　口　日　和 福岡市立堤小学校 4 中川内　華　蓮 福岡市 福岡市立多々良中学校 3 上　杉　未　樹 ─ ─ ─ 福岡市立若久特別支援学校高等部 2 中　山　姫　花
佐賀県 ─ ─ ─ 有田町立有田中部小学校 1 川　原　　　響 吉野ヶ里町立東脊振小学校 4 多　良　迅　絢 佐賀県 佐賀市立金泉中学校 2 福　地　優　衣 ─ ─ ─ 佐賀県立盲学校小学部 3 ◎中　村　一　輝

長崎県 松 円 幼 稚 園 5 井　手　怜　香 佐世保市立早岐小学校 3 瀬　浦　愛　優 壱岐市立八幡小学校 5 馬　場　康　晴 長崎県 佐世保市立東明中学校 3 樋　口　千　榎 県立対馬高等学校 2 三　山　　　空 東彼杵町立東彼杵	
中学校特別支援学級 1 森　山　夏　紡

大分県 カトリック津久見幼稚園 5 秦　野　七　樺 大分市立神崎小学校 3 姫　野　千　愛 由布市立石城小学校 4 葛󠄀　城　あかね 大分県 別府市立朝日中学校 3 空　岡　友　佳 ─ ─ ─ ─ ─ ─
熊本県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 熊本県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
宮崎県 認定こども園　浄念寺学園 5 服　部　蓮　央 宮崎市立加納小学校 2 ☆★伊集院　夏　矢 小林市立南小学校 5 杉　場　　　新 宮崎県 西都市立妻中学校 3 原　田　エレナ 宮崎県立佐土原高等学校 3 西　　　結衣花 ─ ─ ─

鹿児島県 姶良市立帖佐幼稚園 3 新　枦　みなみ 曽於市立恒吉小学校 2 池　辺　陽　葵 霧島市立国分小学校 5 ◎橋　口　莉　央 鹿児島県 阿久根市立阿久根中学校 2 弓　場　幸　恵 ─ ─ ─ 徳之島町立神之嶺	
小学校特別支援学級 3 井　藤　梨　夏

沖縄県 ─ ─ ─ 久米島町立久米島小学校 1 しげんばる しほ 宮古島市立伊良部島小学校 5 譜久島　瑠　雅 沖縄県 宮古島市立西辺中学校 1 与那覇　日　菜 ─ ─ ─ ─ ─ ─
応募数 20 50 52 応募数 45 15 24

応募総数　206点〔★＝最優秀賞６点（☆＝文部科学大臣賞２点），◎優秀賞＝12点，無印＝佳作188点〕

令和３年度 歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール入選者一覧
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地　区 幼稚園の部 小学校低学年の部（１～３年生） 小学校高学年の部（４～６年生） 地　区 中学校の部 高等学校の部 特別支援学校の部
幼稚園名 年齢 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名 学 校 名 学年 氏　　名

北海道 ─ ─ ─ 釧路市立中央小学校 3 葛　西　葵　音 釧路市立釧路小学校 6 上　瀧　奈　央 北海道 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 北海道美唄養護学校小学部 5 土　井　礼　音
札幌市 ─ ─ ─ 札幌市立定山渓小学校 1 田　尻　一　斗 札幌市立南白石小学校 4 成　田　大　翔 札幌市 札幌市立札苗北中学校 3 浅　井　結　羽 ─ ─ ─ ─ ─ ─

青森県 社会福祉法人深沢福祉会幼保連
携型認定こども園深沢保育園 4 ◎工　藤　瑛　斗 十和田市立藤坂小学校 3 苫米地　煌　大 八戸市立豊崎小学校 5 山　下　絵　鈴 青森県 八戸市立根城中学校 3 前　田　楓　月 ─ ─ ─ 青森県立八戸聾学校中学部 2 柴　田　菜々子

岩手県 洋野町立種市こども園 6 万　徳　來　愛 北上市立黒沢尻東小学校 3 高　橋　来　那 二戸市立福岡小学校 6 山　下　陽　葵 岩手県 九戸村立九戸中学校 3 小笠原　利　菜 岩手県立福岡高等学校 1 立　波　唯　菜 岩手県立盛岡峰南高等支援学校 3 加賀屋　希　輝
秋田県 ─ ─ ─ 鹿角市立大湯小学校 2 安　保　凛　咲 秋田市立旭川小学校 4 宮　川　湖乃美 秋田県 能代市立能代第一中学校 1 佐　藤　咲優香 ─ ─ ─ ─ ─ ─
宮城県 ─ ─ ─ 岩沼市立岩沼小学校 3 伊　藤　月　乃 岩沼市立玉浦小学校 6 髙　橋　み　う 宮城県 登米市立登米中学校 3 柴　田　コ　ウ ─ ─ ─ ─ ─ ─
山形県 ─ ─ ─ 真室川町立真室川あさひ小学校 1 井　上　鈴　逢 村山市立袖崎小学校 4 森　　　蒔　幸 山形県 南陽市立沖郷中学校 1 相　澤　光　里 ─ ─ ─ ─ ─ ─
福島県 ザベリオ学園こども園 5 長　井　　　嶺 須賀川市立第二小学校 2 國　分　輝　歩 いわき市立中央台東小学校 5 寺　内　心　美 福島県 須賀川市立第一中学校 2 八木沼　華　穂 ─ ─ ─ 福島県立富岡支援学校小学部 1 村　山　　　豪
茨城県 ─ ─ ─ 茨城町立青葉小学校 3 江　幡　ひなの 阿見町立阿見第一小学校 6 野　口　啓　永 茨城県 つくば市立谷田部中学校 8 朝　田　澪　香 ─ ─ ─ 茨城県立水戸特別支援学校中学部 2 杉　本　晃　清
栃木県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 栃木県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
群馬県 ─ ─ ─ 高崎市立新高尾小学校 2 樋　口　智　紀 みどり市立笠懸小学校 6 越　沢　夢　星 群馬県 みどり市立笠懸南中学校 3 田　辺　純　埜 ─ ─ ─ 前橋市立前橋特別支援学校中学部 3 小　熊　孔　人
千葉県 ─ ─ ─ 野田市立岩木小学校 2 松　本　莉　歩 八千代市立八千代台小学校 4 坂　上　莉　世 千葉県 鎌ヶ谷市立第四中学校 2 ◎神　野　浬乃愛 ─ ─ ─ 茂原市立豊田小学校特別支援学級 1 ★村　上　龍　希
埼玉県 ─ ─ ─ 桶川市立桶川東小学校 3 佐々木　望　愛 川口市立飯塚小学校 6 鈴　木　舞　桜 埼玉県 熊谷市立別府中学校 3 岩　本　玲　奈 ─ ─ ─ ─ ─ ─

東京都 学 校 法 人 聖 心 学 園	
サンタ・セシリア幼稚園 5 鈴　木　梨　華 江戸川区立篠崎第五小学校 2 ◎髙　橋　凜　奈 江戸川区立平井東小学校 4 ★武　藤　希　実 東京都 江東区立深川第五中学校 3 欒　　　馨　怡 東京都立工芸高等学校 2 ★平　岡　布　由 東京都立大塚ろう学校小学部 3 仁　宮　梨　宝

神奈川県 ─ ─ ─ カ リ タ ス 小 学 校 1 坂　井　天恋沙 川崎市立東小倉小学校 6 小　林　悠　莉 神奈川県 厚木市立厚木中学校 2 石　川　愛　梨 ─ ─ ─ ─ ─ ─
川崎市 ─ ─ ─ 川崎市立東住吉小学校 3 青　木　瑠　彩 川崎市立井田小学校 6 杉　本　萌　果 川崎市 川崎市立塚越中学校 1 福　永　伊智子 ─ ─ ─ 川崎市立田島支援学校高等部 2 大　浦　来　未
山梨県 ─ ─ ─ 北杜市立長坂小学校 2 内　田　　　暦 北杜市立長坂小学校 5 白　倉　由　唯 山梨県 山梨県立ろう学校 2 内　藤　　　樹 山梨県立富士北稜高等学校 1 小佐野　志　築 ─ ─ ─
長野県 杉 の 子 幼 稚 園 6 中　嶋　葵　音 飯田市立上村小学校 2 元　島　音　愛 高森町立高森南小学校 5 酒　井　　　椿 長野県 高森町立高森中学校 1 水　野　優　唯 ─ ─ ─ ─ ─ ─

新潟県 燕市立燕こども園 4 本　多　陽　葵 上越教育大学附属小学校 2 榊　原　遼太朗 弥彦村立弥彦小学校 6 山　部　和　哉 新潟県 村上市立岩船中学校 3 今　井　ひより ─ ─ ─ 新潟県立新発田竹俣
特別支援学校高等部 1 古　山　蒼　昊

静岡県 掛川市立すこやかこども園 5 ◎渥　美　奏　登 御前崎市立浜岡北小学校 3 深　間　愛　未 沼津市立第二小学校 6 奥　村　日向子 静岡県 御殿場市立御殿場中学校 3 名　取　春　香 ─ ─ ─ 掛川市立原谷小学校特別支援学級 4 伊　藤　僚　汰

愛知県 ─ ─ ─ 愛西市立西川端小学校 2 松　本　麗　愛 一宮市立木曽川西小学校 5 甲　斐　桃　佳 愛知県 蒲郡市立蒲郡中学校 2 内　田　吉　野 愛知県立小坂井高等学校 1 春　田　稜　季 岡 崎 市 立 六 ツ 美	
中学校特別支援学級 2 鈴　木　悠　士

名古屋市 ─ ─ ─ 名古屋市立玉川小学校 3 成　田　　　晴 名古屋市立八社小学校 6 柴　田　夏　帆 名古屋市 名古屋市立振甫中学校 3 長　尾　優　月 ─ ─ ─ 名 古 屋 市 立 比 良	
西小学校特別支援学級 2 中　村　彩　月

岐阜県 ─ ─ ─ 大垣市立中川小学校 3 今　村　朔　久 大垣市立東小学校 6 山　川　夏　実 岐阜県 高山市立松倉中学校 2 清　水　希　実 ─ ─ ─ ─ ─ ─
三重県 学校法人前島学園和順幼稚園 5 ★井　本　澪　姫 亀山市立井田川小学校 3 川　合　結　菜 亀山市立亀山南小学校 5 池　田　芽　生 三重県 松阪市立大江中学校 3 若　山　幸　来 ─ ─ ─ 志摩市立東海小学校特別支援学級 2 森　下　文　太
石川県 ─ ─ ─ 珠洲市立若山小学校 2 田　中　小　梅 能登町立宇出津小学校 5 宮　下　榮　司 石川県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
福井県 ─ ─ ─ 越前市岡本小学校 1 清　水　　　葵 鯖江市進徳小学校 5 宮　﨑　月　衣 福井県 福井県立高志中学校 3 三　勢　三太郎 ─ ─ ─ ─ ─ ─
富山県 ─ ─ ─ 黒部市立生地小学校 2 三日市　玲　偉 高岡市立野村小学校 6 森　岡　美　咲 富山県 小矢部市立蟹谷中学校 3 勢　田　彩　妃 ─ ─ ─ ─ ─ ─
滋賀県 大津市立堅田幼稚園 5 遠　藤　　　巧 大津市立南郷小学校 1 矢野　　楓　汰 彦根市立平田小学校 6 石　田　夕　結 滋賀県 守山市立明富中学校 2 勝　見　め　ぐ 滋賀県立米原高等学校 2 粕　渕　幸　多 ─ ─ ─
和歌山県 海南市立巽幼稚園 4 細　川　蒼　央 和歌山市立三田小学校 3 片　岡　小　珀 紀の川市立名手小学校 5 南　　　奏　汰 和歌山県 日高町立日高中学校 3 ◎嶋　田　倫　也 ─ ─ ─ 和歌山県立和歌山ろう学校小学部 6 井　上　啓　夢
奈良県 ─ ─ ─ 天理市立櫟本小学校 1 上　田　悠　貴 桜井市立織田小学校 5 中　野　柚　月 奈良県 上牧町立上牧第二中学校 1 髙　橋　法　子 ─ ─ ─ ─ ─ ─
京都府 ─ ─ ─ 亀岡市立西別院小学校 3 平　田　　　輔 長岡京市立長岡第四小学校 5 北　川　　　楓 京都府 京都市立上京中学校 2 竹　濵　風　香 ─ ─ ─ ─ ─ ─
大阪府 松原ひかり幼稚園 5 藤　本　真　未 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 大阪府 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

大阪市 ─ ─ ─ 大阪市立鶴橋小学校 1 山　下　優　奈
大阪市立上福島小学校 4 吉　谷　碩　人

大阪市 大阪市立旭陽中学校 2 髙　嶋　静　来 大阪市立工芸高等学校 3 ◎山　下　瑞　葵 ─ ─ ─大阪市立神津小学校 6 奥　田　壮　人
大阪市立玉川小学校 6 藤　　　瑞　歩

兵庫県 ─ ─ ─ 播磨町立播磨南小学校 3 清　水　莉　陽 加古川市立東神吉南小学校 4 宍　貝　紀　春 兵庫県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
神戸市 神戸市立灘すずかけ幼稚園 5 木　村　有　志 神戸市立小部東小学校 2 林　　　明　里 神戸市立神戸祇園小学校 4 山　田　碧　乃 神戸市 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
岡山県 新見市立上市認定こども園 5 吉　國　佑　志 倉敷市立葦高小学校 3 岸　本　　　翼 岡山市立津島小学校 6 難　波　爾　子 岡山県 倉敷市立水島中学校 3 渡　邉　陽　菜 岡山市立岡山後楽館高等学校 2 岡　本　　　有 岡山県立岡山聾学校小学部 1 池　尻　環　奈
鳥取県 ─ ─ ─ 琴浦町立赤碕小学校 2 㔟　渡　梨央奈 伯耆町立溝口小学校 5 島　田　アミカ 鳥取県 北栄町立北条中学校 3 入　江　結　奈 米子松蔭高等学校 3 笹　尾　咲　来 伯耆町立溝口小学校特別支援学級 2 河　上　優　斗
広島県 ─ ─ ─ 広島市立牛田小学校 2 河　石　夏　歩 広島市立江波小学校 6 藤　原　小　路 広島県 安芸高田市立吉田中学校 1 木　坂　心　水 ─ ─ ─ ─ ─ ─
島根県 つわぶきこども園 6 堀　江　壱　東 雲南市立鍋山小学校 1 黒　河　愛　斗 出雲市立大津小学校 4 板　倉　佳乃子 島根県 出雲市立斐川西中学校 3 藤　井　美　樹 松 江 西 高 等 学 校 2 田　中　美　鈴 ─ ─ ─
山口県 ─ ─ ─ 岩国市立装港小学校 1 安　田　夢　翔 周南市立櫛浜小学校 4 工　藤　茉　愛 山口県 長門市立深川中学校 1 桑　原　彩　香 ─ ─ ─ ─ ─ ─
徳島県 ─ ─ ─ 東みよし町立三庄小学校 3 河　野　泰　生 阿南市立津乃峰小学校 4 岡　　　千　尋 徳島県 阿波市立阿波中学校 3 木　南　咲　来 徳島県立城ノ内高等学校 2 伊　藤　智　恵 徳島県立阿南支援学校中学部 1 ◎儀　宝　紗　代
香川県 高松市立大町幼稚園 5 奥　田　玲　輝 観音寺市立伊吹小学校 1 松　本　駿太郎 坂出市立東部小学校 4 道　北　花　奈 香川県 三豊市立豊中中学校 2 大　平　菜　月 香川県立高松工芸高等学校 2 井　内　　　聖 ─ ─ ─
愛媛県 ─ ─ ─ 八幡浜市立喜須来小学校 1 大　本　士　貴 西予市立皆田小学校 4 西　谷　栞　奈 愛媛県 鬼北町立広見中学校 1 ☆★福　鹿　希　音 愛媛県立松山北高等学校 2 坂　本　菜々美 愛南町立平城小学校特別支援学級 1 長　岡　和　希
高知県 ─ ─ ─ 四万十市立竹島小学校 2 ◎東　　　敬　莉 高知市立泉野小学校 4 ◎早　岡　佐　納 高知県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
福岡県 学校法人飯塚学園ひまわり幼稚園 5 うちやま　とし 朝倉市立蜷城小学校 2 く　が　み　う 大牟田市立天領小学校 6 安　陪　華　子 福岡県 宗像市立中央中学校 2 中　山　万　生 福岡県立輝翔館中等教育学校 5 ◎三　上　　　遥 福岡県立築城特別支援学校小学部 1 金　澤　一　輝
福岡市 ─ ─ ─ 福岡市立西戸崎小学校 2 山　口　日　和 福岡市立堤小学校 4 中川内　華　蓮 福岡市 福岡市立多々良中学校 3 上　杉　未　樹 ─ ─ ─ 福岡市立若久特別支援学校高等部 2 中　山　姫　花
佐賀県 ─ ─ ─ 有田町立有田中部小学校 1 川　原　　　響 吉野ヶ里町立東脊振小学校 4 多　良　迅　絢 佐賀県 佐賀市立金泉中学校 2 福　地　優　衣 ─ ─ ─ 佐賀県立盲学校小学部 3 ◎中　村　一　輝

長崎県 松 円 幼 稚 園 5 井　手　怜　香 佐世保市立早岐小学校 3 瀬　浦　愛　優 壱岐市立八幡小学校 5 馬　場　康　晴 長崎県 佐世保市立東明中学校 3 樋　口　千　榎 県立対馬高等学校 2 三　山　　　空 東彼杵町立東彼杵	
中学校特別支援学級 1 森　山　夏　紡

大分県 カトリック津久見幼稚園 5 秦　野　七　樺 大分市立神崎小学校 3 姫　野　千　愛 由布市立石城小学校 4 葛󠄀　城　あかね 大分県 別府市立朝日中学校 3 空　岡　友　佳 ─ ─ ─ ─ ─ ─
熊本県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 熊本県 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
宮崎県 認定こども園　浄念寺学園 5 服　部　蓮　央 宮崎市立加納小学校 2 ☆★伊集院　夏　矢 小林市立南小学校 5 杉　場　　　新 宮崎県 西都市立妻中学校 3 原　田　エレナ 宮崎県立佐土原高等学校 3 西　　　結衣花 ─ ─ ─

鹿児島県 姶良市立帖佐幼稚園 3 新　枦　みなみ 曽於市立恒吉小学校 2 池　辺　陽　葵 霧島市立国分小学校 5 ◎橋　口　莉　央 鹿児島県 阿久根市立阿久根中学校 2 弓　場　幸　恵 ─ ─ ─ 徳之島町立神之嶺	
小学校特別支援学級 3 井　藤　梨　夏

沖縄県 ─ ─ ─ 久米島町立久米島小学校 1 しげんばる しほ 宮古島市立伊良部島小学校 5 譜久島　瑠　雅 沖縄県 宮古島市立西辺中学校 1 与那覇　日　菜 ─ ─ ─ ─ ─ ─
応募数 20 50 52 応募数 45 15 24

※中等教育学校の作品は，前期・後期の教育課程ごとに，中学校の部・高等学校の部で審査。
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令和３年度歯・口の健康啓発標語コンクール入選作品一覧

★＝最優秀賞作品　　無印＝代表賞作品　　─印＝応募なし

地　区 学　校　名 学年 氏　名 作　　　品
北 海 道 ─
札 幌 市 ─
青 森 県 むつ市立田名部中学校 ２ 伊　藤　紗　英 治療しよう　そうじゃなくて　予防しよう
岩 手 県 盛岡市立北松園中学校 ２ 高　橋　磨　耶 酸（三）密は　お口の中の　緊急事態
秋 田 県 湯沢市立山田小学校 ５ 佐々木　秀　康 歯みがきで　かがやけ自分の　歯と未来
宮 城 県 岩沼市立玉浦小学校 ３ 三　浦　真　依 歯は一生　わたしをささえる　パートナー
山 形 県 長井市立西根小学校 ４ 塩　田　柑　奈 百さいまで　いっしょに生きる　自分の歯
福 島 県 会津美里町立本郷小学校 １ 手代木　　　晴 ママとめがあう　うれしはずかし　しあげみがき
茨 城 県 つくば国際大学東風小学校 ３ 片　山　結　衣 せいけつにして　子どもの歯から大人の歯に　バトンタッチ！
栃 木 県 ─
群 馬 県 長野原町立中央小学校 ６ 黒　岩　千　愛 歯みがきで　口から始める　感染予防
千 葉 県 船橋市立坪井小学校 ４ 沖　野　　　菫 予防して　コロナもむし歯も　吹っ飛ばせ
埼 玉 県 越谷市立千間台中学校 ３ 倉　本　萌　衣 白い歯で　笑いあう日が　待ち遠しい
東 京 都 東大和市立第十小学校 ４ 満　留　未　希 はっはっはっ　みがこうわらおう　すてきなは
神奈川県 湯河原町立湯河原小学校 ４ 小　黒　裕　生 歯みがきと　感染予防　忘れずに
川 崎 市 川崎市立東菅小学校 ４ 原　島　健　心 朝昼晩　しっかりみがこう　自分の歯
山 梨 県 南アルプス市立白根巨摩中学校 ２ 野　代　　　孟 歯の気持ち「君と生きたい　いつまでも」
長 野 県 ─
新 潟 県 新潟市立岩室小学校 ５ 鈴　木　陽　斗 歯をみがこう　笑顔満点　マスクでも
静 岡 県 浜松市立白脇小学校 ４ 村　瀬　七　海 「おいしい」は　おくちのおかげ　歯のおかげ
愛 知 県 ─
名古屋市 名古屋市立米野小学校 ６ 大　野　瑞　季 歯みがきを　してるあなたに　金メダル
岐 阜 県 恵那市立上矢作小学校 ２ 松　下　夕　祐 はみがきで　お口の中を　パトロール
三 重 県 ─
石 川 県 ─
福 井 県 永平寺町吉野小学校 ６ 畠　中　敦　郎 守ろうね　その歯と笑顔　むし歯予防
富 山 県 ─
滋 賀 県 ─
和歌山県 有田川町立小川小学校 ３ 神　山　翔　希 マスクとり　きらりと光る　じまんの歯
奈 良 県 天川村立天川小中学校 ７ 室　田　愛　純 一度見直そう「歯」と「歯ぐき」
京 都 府 ─
大 阪 府 和泉市立北池田中学校 ２ 貴　志　星　来 「おいしい」の　幸せつづく　歯にしよう
大 阪 市 大阪市立茨田中学校 ３ 藤　原　ひより ★いただきます　人生100年　歯と共に
兵 庫 県 ─
神 戸 市 ─
岡 山 県 ─
鳥 取 県 伯耆町立岸本中学校 ３ 仲　倉　理　緒 歯みがきで　コロナもむし歯も　予防しよう
広 島 県 安芸高田市立美土里小学校 ６ 小　出　直　輝 歯みがきを　きれいにできる子　金メダル
島 根 県 安来市立母里小学校 ５ 加　藤　斗　稀 全集中　はみがきしよう　最後まで
山 口 県 周防大島町立浮島小学校 ３ 村　田　帆　花 負けないぞ　コロナもむし歯も　みなたいじ
徳 島 県 ─
香 川 県 丸亀市立城北小学校 ６ 多田羅　花　穂 むし歯ゼロ　世界にひとつの　私の歯
愛 媛 県 松山市立余土小学校 ５ 浜　崎　雛　音 松山で　俳句と歯育　がんばるけん
高 知 県 津野町立精華小学校 ２ 今　橋　海　翔 はみがきで　コロナもむし歯も　げきたいだ！
福 岡 県 筑後市立羽犬塚小学校 ４ 川　浪　大　誠 歯磨きで　みんながもらえる　金メダル
福 岡 市 福岡市立箱崎中学校 ３ 森　満　美　遥 歯みがきで　口の健康　守り隊
佐 賀 県 嬉野市立吉田中学校 ３ 中　島　拓　平 歯みがきを　無視ばしていたら　むし歯になる
長 崎 県 波佐見町立波佐見中学校 ３ 北　川　結　生 きれいな歯　こぼれる笑顔の　パートナー
大 分 県 中津市立北部小学校 ４ 古　田　紗　弥 まもろうよ　わたしのみらい　はのみらい
熊 本 県 ─
宮 崎 県 えびの市立飯野中学校 ３ 坂　元　彩　羽 歯みがきで　マスクの下に　輝く笑顔
鹿児島県 鹿児島市立和田中学校 ３ 半　渡　美　優 綺麗な歯　笑顔で見せたい　コロナ明け
沖 縄 県 宜野座村立松田小学校 ６ 田　原　真　優 歯は口の中の宝物
総応募数 38



　令和３・４年度「生きる力を育む歯・口の健康づくり推進事業」に参加された全国の推進指定校の取組も後半
期に入ってきています。新型コロナウイルス感染症は未だ終息が見通せず，各推進指定校は計画の変更や中止
を余儀なくされ，大変なご苦労をされていることと推察されます。しかし，このような厳しい状況下において，
多くの指定校より創意工夫をした素晴らしい取組の報告をいただいています。この内容は日本学校歯科医会の
ホームページ内で「推進校なう」として随時掲載しています。今回の「たより３号」では，紙面の都合のため，
その中の数校の報告のみを掲載させていただきました。ご一読いただければ幸いです。

三重県 紀北町立船津小学校

☆動画を見ながら歯みがき
　ライオン歯科衛生研究所が監修している，歯みがき動画『イ～
ハ～』を各手洗い場に設置したタブレットでみがき方を確認しな
がら，音楽に合わせてノリノリで歯みがきをしています。これ
までは，砂時計やタイマーを使って３分間していましたが，映
像を見ながら音楽に合わせてみがくので子どもたちはお気入り
のようです。

☆保健委員会『歯ブラシチェック（全学年）』
　保健委員会の子どもたちが，各教室を
まわり，まず正しい歯ブラシの状態を説明
しました。その後，歯ブラシの状態を一
人ひとりチェックし，交換が必要な児童に
は，自分たちで作成したカードを手渡し，
交換してきてくれるように伝えました。

☆新しい生活様式における歯みがき
　２学期の給食が始まる日に，（公益社団法人）日本学校歯科医会
が作成している動画「新しい生活様式の歯みがきの仕方」を，
Google meetを使って，オンラインで各クラスをつなぎ，コロナ
禍において行う歯の磨き方を学習し，実
践しています。
　コロナ禍でも安全に歯みがきが行える
ように，夏休みに各手洗い場にアクリル
板を設置してもらい，足形にあわせて間
隔をとっての歯みがきを実施しています。

生きる力を育む歯・口の健康づくり
推進事業

令和 3・4 年度

たより 3号

日本学校歯科医会会誌 131号 ⃝ 107



　本校は留萌管内の中央に位置し，日本一を誇る風力発電の設置，漁業や農林業が発展した地域にある学校です。学校教
育目標『明るくたくましい子ども（徳）・自ら考え工夫する子ども（知）・思いやりのあるすなおな子ども（情）・ねばり強く
やりぬく子ども（体）』をもとに，歯と口の健康づくりをめざして教育活動を進めています。以下，令和３年度の主な取組
についてまとめました。

【生きる力を育む歯・口の健康づくり】

自分の歯と口の健康に関心をもち
主体的に健康づくりに取り組む児童の育成

北海道 苫前町立苫前小学校

＜取組① 口唇閉鎖不全症の予防＞

＜取組② 保健指導（歯みがき指導・歯科保健指導）＞
【歯科保健指導】

【歯みがき指導（ゲストティーチャー：歯科衛生士）】

りっぷるくん測定 
（口唇閉鎖力測定）

休み時間を利用し，唇を閉じる力
を測定し，評価しました。今年度
末にもう一度，次年度に２回測定
を予定しています。

《１年生 》
『第一大臼歯のしくみ』

《２年生 》
『前歯と第一大臼歯の 

みがき方』

《３年生 》
『むし歯の予防』

《４年生 》
『みがき残しやむし歯が 

できやすい場所のみがき方』

《５年生 》
『歯肉炎の予防』

《６年生 》
『自分の歯ならびに合った

歯のみがき方』

りっぷるとれーなー 
（口輪筋トレーニング器具）

毎日のお昼の歯みがき後にト
レーニングを実施しています。
正中・右側・左側の３ヶ所を３
回ずつ３セットです。

ポカンＸ 
（口腔免疫トレーニング装置） 
週３回の朝読書・朝パソコンが
ある日に実施しています。約10
分間，ポカンＸを咥えています。
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◎学校教育目標　「よく考える子」　「心豊かな子」　「明るく元気な子」

仲間とともに身体に目を向け 
変わる力を身に付けた子どもの育成
～生きる力を育む歯・口の健康づくりを通して～

栃木県 真岡市立長沼小学校

身体に目を向ける

＝

「自他の健康状態を正しく知ろうとする」

変わる力を身に付ける
「変わる力」 ＝ �PDCFAサイクルを繰り返す

ことで，より健康な状態に
なろうとする力

Plan（目標設定）
Do（実行）

Check（振り返る）
Feedback（人の意見や視点を取り入れる）

Action（行動改善）

令和３年度の取組紹介

▶食べる機能
１年 食事を楽しむための食べ方
２年 食事の豊かな楽しみ方
３年 食事の味わい探し
４年 食事の豊かな味わい方
５年 食事と咀嚼の結びつき
６年 咀嚼と身体の健康

▶▶歯のみがき方 歯のみがき方 
１年 ６歳臼歯のみがき方１年 ６歳臼歯のみがき方
２年 ６歳臼歯と前歯のみがき方２年 ６歳臼歯と前歯のみがき方
３年 前歯と裏側のみがき方３年 前歯と裏側のみがき方
４年 奥歯と前歯のみがき方４年 奥歯と前歯のみがき方
５年 生え替わりを意識したみがき方５年 生え替わりを意識したみがき方
６年 自分の歯にあったみがき方６年 自分の歯にあったみがき方

児童委員会活動児童委員会活動
子どもたち自身でアイデアを出して活動しています子どもたち自身でアイデアを出して活動しています 親子で染め出し親子で染め出し 推進会議の開催推進会議の開催

中学校への呼びかけ中学校への呼びかけ 歯科衛生士の歯援タイム歯科衛生士の歯援タイム

自分の歯並びや歯肉の状態を
事前に撮影した口腔写真で観
察し，毎日の歯みがきで気を付
けるポイントを考えました。

子どもの歯にはピンクのシー
ル，大人の歯には水色のシール
を貼り，生え替わりの様子を確
認しました。

五感を使うと，どんな風に給
食を楽しめるか考え，これか
らの食事の楽しみ方を考えま
した。

お米の食べ比べをすることで，
毎日の食事の味わい方を振り
返り，課題を見付けました。
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家庭・地域との連携学校環境づくり

１～６年の縦のつながりを
意識した授業づくり



食育 息育

歯育 足育

食べることは生きること 鼻呼吸でむし歯予防

丈夫で健康な歯をつくる 体幹を鍛えて良い姿勢に

　本校は全校児童104名の小規模校です。横断的，系統的な学習の中で興味のあることについて学びを深め，自己の目標
達成に向け活動しています。また，地域や家庭と繋がり合いながら手良地区全体で健口づくりを目指しています。

自分から歯と口の健康を維持する行動ができる子ども
～生涯を通し，自ら歯と口の健康づくりに取り組む基盤の育成～

長野県 伊那市立手良小学校

⃝毎月18日〈いい歯の日〉のカミカミ給食
⃝給食週間での給食調理場の紹介

⃝全校一斉染め出し

⃝親子で染め出しチャレンジ

⃝日常の歯みがき

⃝かみかみセンサー体験

⃝手良地区健口づくり講演会

⃝あいうべ体操の実践

⃝足育チャレンジデー（毎週火曜日）

⃝アスレチックトレーナーによる講演
「親子で体幹づくり」

⃝息育集会

鼻呼吸の大切さについて
学び，口周りの体操など
に全校で挑戦しました

息育集会，ほけんだよりで紹介し，
家庭で取り組んでもらいました

歯みがきアプリや歯みがきソングを使って，
給食後の歯みがきをしています

汚れが残っているところや，磨き方
のくせを確認しました。タブレットで
口腔内の写真を撮影し，今後に繋げ
ます

保健委員の作成したビデオを見ながら 
各クラスで足育体操に取り組んでいます

１回の食事
でどれだけ
噛めている
のか確認を
しました

公民館と連携し，
市の歯科衛生士さ
んに地域の方に向
けた講演をしても
らいました。学校
での活動も紹介し
ました

全校児童と地域
のみなさんから
名前を募集した
キャラクターた
ち。色々な場面
で活躍します！

親子で歯の健康に
繋がる，正しい姿
勢と体づくりにつ
いて学びました

どのような過程で給食が作
られるのか，栄養士さんが
撮影してきてくれました
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　本校は，明治18年に開校し，136年の歴史と伝統のある学校です。
学校教育目標は「豊かなこころを育み，たくましく生きる子どもを育成する」を掲げ，学校保健目標は「生涯にわたり， 
自律した健康づくりができる基礎の構築」を目標として学校保健活動を行っています。
　歯・口の健康から始まる「健

けん

口
こう

」づくりを通して，自律した健康づくりやたくましく生きる子どもを育成できるように取
り組みを進めています。

大阪市 大阪市立神津小学校

～からだの元気は口から 健康は健
け ん

口
こ う

から～

児童会活動

けがをしにくい体づくり

教職員研修

その他の取組

　他府県（高知県）の小学校とオンライン歯科保健交流を学
期に１回行った。お互いの学校で取り組んでいる歯科保健
活動や歯科の課題を話し合った。一緒に「はみがきカレン
ダー」「紙芝居」を作成し，歯・口の健康づくりの啓発を両校
で行った。

　ボランティア団体「絵
本のくに」による，歯・口
に関する絵本の読み聞か
せを行った。

　体幹づくりに重
点を置いた独自の
体操を作成し，各
学級で週２，３回
実施している。

　体幹トレーニングの第一人
者である，木場克己トレー
ナーを招き，体幹づくりにつ
いての研修を実施。

　口腔習癖や口腔外傷に
ついての知識を深めた。

　５年生の保健の授業
で，学校歯科医，担任，
養護教諭による授業の
実施。

 体幹について 

 学校歯科医による講話 

２分程度の体操 み
ん
な
の
健
康
を
ま
も
る

「
ま
も
り
っ
ち
」
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　本校は，鹿児島県本土から約550km南下したところにある沖永良部島の北西に位置する， 
全校児童39名の小規模校です。 

　令和３年度に実施した取組についてまとめました。

【生きる力を育む歯・口の健康づくり】

生涯にわたり歯と口の健康を守る生活を実践できる
児童の育成を目指して

鹿児島県 知名町立皆小学校

保健指導（学級活動）
　１・２年生に「６才臼歯をみがこう」，３・４年生
に「歯並びとむし歯ができやすいところ」の保健指
導を行った。
　また，５・６年生
を対象に全国小学
生歯みがき大会を
実施した。

保護者への 
啓 発

　令和４年１月の
第２回学校保健委
員会において，保
護者に対し，歯科
衛生士の方より講
話をしていただく
予定。

児童委員会の取り組み
　保健委員会では，６月と11月に歯と口に関する取り組みを実施している。今年度は，６月に「いろ歯カルタ」の
作成と全学級への配付，11月に本校のむし歯の分布が分かる「むし歯マップ」の作成を行った。
　また児童集会では，図書委員会の発表の中で，歯と口の怪我の予防について書かれている本や，歯科医師・歯科
衛生士の仕事について触れている本の紹介を行った。

掲 示 物
　児童が実際に手に触れたり，体験したりできるような掲示物の設置を
心がけている。

個別指導（ブラッシング指導）
　毎学期１回，全員に対して，昼休みに養護教諭
による個別のブラッシング指導を実施している。
　個人カルテを作成
し，歯ブラシの開き
具合や治療状況の
確認，正しい磨き方
の指導等を行ってい
る。

【いろ歯カルタ】 【むし歯マップ】 【児童集会】
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⃝広報委員会では，熱い議論に圧倒されるばかりのこの数か月です。地区の学校歯科を担当する数年前，大
阪府学校歯科医会の広報委員会に入ったことで学校歯科医としての自覚が芽生えました。前任の上田直克先
生が掲げられている『むすぶ』という精神で，日学歯の広報委員として，今期のコンセプトである『つなぐ』
という心をもって発信の大切さを意識し，地区との大きなギャップを少しずつ埋められるよう尽力したいと
思っています。� （竜門陽子）

⃝先日，広報委員会出席のため，数年ぶりにコロナ禍のなか上京した。市ケ谷駅までの電車内は，マスク姿
で俯きながらスマホから目を離さない乗客であふれ，まるで映画MATRIXのVR空間に閉じ込められた錯覚に
陥った。Uターンして早いもので23年，お国訛りがすっかり染みついた私にとっての東京日帰り出張は，電車
内と歯科医師会館だけでも十分刺激的であった。� （佐藤　晶）

⃝子供への口腔機能訓練を行っていますが，家での訓練が長続きしません。「毎日やるんだよ」「頑張って」と
話しながら自らを振り返ると「自分のダイエットも続いたためしがないなぁ」。運動嫌いの私ですが，親子へ
の説得力を増すため，サーキットトレーニングを始めました。足腰体操やシェイプレッスンにも参加すると，
自分の体力のなさを痛感します。年齢のせいにしたくないので，頑張って続けたいと思います。効果が出る頃
には「努力は必ず報われる」と自信を持って指導できるかな（汗）。� （濱　昌代）

⃝今期から広報委員会の委員をさせていただくことになりました。2019年の学校歯科保健アジア会議に参加
させていただいて思ったのが，日本では当たり前な学校歯科という取組水準は先進的で，他国と比べると，小
児に対してポピュレーションアプローチしやすい環境が整っているということです。この取組を最大限活かし
て，日本の小児の口腔機能を底上げするべく日学歯で尽力させていただきます。若輩者ではありますが，ご指
導よろしくお願い申し上げます。� （夫馬吉啓）

⃝昨年11月，広報委員会が終わり靖国神社に参拝，玉ねぎの光る日本武道館を見ながら九段坂を下っている
と，真っ暗なホテルグランドパレスが目に留まりました。眠れない夜を過ごした受験の朝，カーテンを開ける
とそこには旭を浴びて白銀に輝く富士山が見えました。しかも手の届きそうな距離に。その瞬間，「受かった」
と確信させてくれたホテル。還暦も過ぎ，腹も白髪も目立つわけだ。地域歯科保健畑一筋から広報へ。知らな
いことばかりですのでご指導よろしくお願いします。� （郷田　浩）

編

集

後

記

日本学校歯科医会ホームページもご覧下さい。� https://www.nichigakushi.or.jp/
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